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第一章　初夏




橘部長にひっかかる






「すみません！　降ります！　降ります！　私も！　私もこの駅で降りまぁー……あああ！」

　キンコンキンコンと合図が鳴り、あと少しのところだったのに電車のドアが無情に閉まった。ぎゅうぎゅう詰めの周りのおじさんたちが、恐らく私に向かってだけでなく、この状況の全てに「嗚呼」と哀れみのため息をついている。

　私は、東京に来ること自体が初めてだったから、迷子になっても大丈夫なようにと、かなり早めにホテルを出た。

　でも、車両の中で地獄のような通勤ラッシュの人波に押され、田舎者の私が（ああ、この駅だから降りなくちゃ）と扉に向かった時には既に遅く、乗り込む人に押し戻されてしまった。「すみません！」と言いながらなんとかドア付近までたどり着いたが、降車予定の駅で結局降りられず、私は「東京で働くこと自体が無理なのでは」と早くも諦めかけていた。

　私、清きよ川かわ桜さくらは現在、就職活動の疲労のピークを迎えている。

　経団連の定めた企業の採用選考解禁日はまだだが、暗黙の了解として、水面下で大手企業の採用面接はすでに始まっている。

　今日の面談（採用面接ではなくあくまで面談）は、双ふた葉ば総合商事株式会社の人事部長。

　双葉は中堅の総合商社。

　これまで三回の面談は全て大阪会場だったから、東京本社は初めて。

　約半年前から、プレエントリーだのエントリーシートだのセミナーだのリクルーターとの面談だのをこなし、卒論の準備、ゼミでの発表、そして何より生きるためのアルバイトを続けてきた。

　貧乏なのに大学まで行かせてくれた両親には感謝しかない。でも、さすがに「大企業に入ってバンバン稼いで親孝行する計画」は文学部の私には荷が重く、無理があったかもしれない。やりたいことがあったから選んだ学部学科だが、就活では役に立ってはくれない。民間企業より公務員のほうが合っているのかもしれない……。




　ボロボロになりつつ、なんとか心を奮い起たせてたどり着いた双葉総合商事の東京本社ビルにも人がたくさんいて、頑張って乗ったエレベーターでも私はもみくちゃになっていた。

　私は身長が低い。自称百五十センチ（本当は百四十八センチ）だから、人がたくさんいる場所では埋もれてしまう。

　会議か研修でもあるのか、四階でたくさんの人が降りていき、私は人波に流されて、今度は降りるはずの階じゃないのに降りてしまった。

　まだ、四階……私が行きたいのは十二階。階段は無理。今の私では多分、途中で行き倒れる。

　シルバー基調のエレベーターホールにはたくさんの人たちが、次が来るのを待っていた。げんなりしつつ、ふとホール奥を見ると、黒いエレベーターの前には誰もいない。

（貨物用なのかなぁ？）

　そう思って、私が上ボタンを押すと、たまたますぐに扉が開いた。中には男性が二人だけ。

　なぁんだ空いてる！　良かった！　と乗り込み閉ボタンを押そうとした。

「待ちなさい、君は誰だ？」

　慌てたような声がしたが、気にせずポチッとボタンを押す。

　急に肩を掴まれたから振り返ると、四十代くらいの男性が怒ったような顔をして見ていた。生真面目そうな顔をしたその男性は、私の首にぶら下がっている「Visitor」のネームプレートをガン見したあとこう言った。

「ここは役員しか乗ってはいけない。案内を見てなかったのか？　見たところ就活生のようだが不注意すぎる。大学と名前を述べなさい」

　……え？　役員専用のエレベーター？　そんな表示あったっけ？

　どうしよう、全然見ていなかった。だから誰も待っていなかったのか。

「役員専用！　他は混み合ってるのに、ここは二人しか乗ってないなんてもったいない。開放したほうが良くないですか？」

　しまった、と無意識に口を手で塞いだが遅かった。心の声が駄々洩れしていた。

　目の前の男性は凄すごむように「どこの大学かな？」ともう一度問いかけてくる。

　大学名と名前を言ったら落とされるに違いない。もう今後、うちの大学からはこの会社に採用されないかもしれない。そうなると、後輩たちに迷惑をかけてしまう。就職支援室の先生たちにお説教され、謝罪に行かされるに違いない。そして、適当に言って誤魔化したら、あとでバレた時にもっと酷いことになるだろう。

　そんなことを思考しながら、ひえええと怯えた顔をしているであろう私の肩を掴み、その男性は私を睨み続けていた。




「それくらいにしておけ、杉すぎ岡おか。間違いは誰にでもあるだろう。それに、役員専用エレベーターはいらないという意見には、私も賛成だ」

　そう言ったのは、奥に立っていたもう一人の男性。びっくりするほど綺麗な顔をした人だった。

　整った眉の下にある切れ長の目、長い睫毛。鼻梁も輪郭も綺麗だが男らしさもある。もう三十代も半ばだろう。高そうな細身のスリーピースが良く似合っている。

　しかし、その人は無表情だった。「ねえおじさん、生きてる？」と思わず聞きたくなるくらい無表情だった。

　ただ、美術工芸品のような容貌は紛れもなく美しかったので、（はぁ、東京は都会じゃけえ、こがな綺麗な人もおるんじゃろうなぁ～）と田舎者は見惚れていた。外見が私の好みにドストライクだったので、眼福眼福と思いながらその人を見つめた。まったく表情の読めない目で見つめ返されて、ちょっとドキドキした。淡々とした声でその人が言う。

「十二階で降りるんだろう？　いいから行きなさい」

　閉ボタンを左手で、十二のボタンを右手で同時にシュッと押していたのを見られていたな、きっと。

「しかし、部長……」

「杉岡はさがりなさい」

　そう言われて、スギオカと呼ばれた男性は横に退き、その綺麗な、でも無表情な人が近づいてくる。逃げていいなら、逃げよう。名前も大学名も絶対に言いたくない！

「ありがとうございます！」

　そう叫んで勢いよく踵を返した。

　扉が開き、出ようとしたらクイッっと髪を引っ張られた。「え？」と思っていると、やっぱり引っ張られている。

　どうして「行きなさい」と言っといて、降ろしてくれないの？

　そう思った私が振り返ろうとしたら、後頭部に刺すような痛みが走った。

「痛っ！　なんですか？　何？」

　恐怖で若干パニックになりつつあった私の耳に、困ったような声が聞こえてきた。

「彼女の髪が、私のスーツに」

「……ああ、部長のボタンにひっかかっていますね」

　束ねた髪がスーツのボタンにひっかかってしまったらしい。

　なんて忌まわしい私の低身長！

　電車でも存在を無視されるくらいに押された。見えなかったのだろう。見えないふりだったかもしれない。そう言えば隣のおじさんは私の頭の上にスマホを置いていた。

　今もこの部長さんとやらの背が高いせいで、私の頭はジャケットのボタンあたり、平均的な身長があればこうはならなかったのにー！

　なぜか絡まってどうしても髪が取れず「切るしかないな」と言われ上階に連れていかれた。

　いや、あのー……十二階でこれから人事部長との面談なんですよね、私。ヤマ場の四次面接なわけです。なのに時間ギリギリ。

　ヤバイと思いつつ、離れると髪を引っ張られて痛いので、その部長さんにくっついてエレベーターを降りた。

　私の肩を左手で抱いて、背後から右手を伸ばして部長さんが壁に社員証をかざすと、横のドアが音もなくスライドした。

　フロアがざわっとしたのを感じた。

　どう見てもリクルートスーツの私が、オフィスフロアに来たから？　それとも注目を浴びているのは部長さんのせい？

　スギオカさんが、手前のデスクにいた女子社員さんに事情を話したようで、その方が鋏を貸してくれ、髪を切られて私は解放された。

「女性の髪を切ってしまって申し訳なかった。私のボタンを切るべきだったが、これからすぐ大切な仕事があるため、身形みなりを乱すわけにはいかないので」

「とんでもないです。髪はまた伸びますし。こちらこそ、すみませんでした」

　スギオカさんが「部長、もう時間です」と急かす。

「お詫びをしたい」

　無表情のまま部長さんが言うが、そんなことより私も急いでいた。

「結構です。ありがとうございました！」

　面談の時間が迫っているから、さっさと解放されたい。無表情だった部長さんが、一瞬何かを言いたげな顔をしたが、頭を下げてフロアを出た。

　そして、ギリギリの時間に待合室に行き、採用担当の林はやしさんから「清川さん、遅いです。十分前には必ず来てくださいね」と言われて、「申し訳ありません」と謝りながら、（もうだめだ減点減点、落ちた落ちた）と自虐していた。

　私の番が来て、ノックを三回してから扉を開くと、面談場所にいたのはさっきまで一緒にいた綺麗な顔の人。「部長さん」は、私を見ても特に表情を変えたりしなかった。

「人事部長の橘たちばなです」

「あー……」

　ハイ！　落ちたー！　決定的ー！

　そう思った。





橘部長を観察したい！






　落ちたな、と開き直ったせいか、それとも面談者が見知った人だったからか、橘部長との面談はいつもより自然に話ができた。橘部長はずっと無表情だった。

　まあでも、十中八九、お祈りメールだろうなぁとは思う。

　役員専用エレベーターに乗ったあげく、スギオカさんとかいう社員さんに向かって悪態ついたし、面接会場には時間ギリギリに到着するし。苦労して東京まで新幹線で来たのにな。交通費は出してもらえたから多少助かるけど、宿泊費は自腹だし。




　しかし、落ちたと思っていた私はなぜか受かっていて、採用担当の林さんから電話がきた。

「いよいよ、次は役員との面談ですね」

　私にとって、双葉総合商事は第一志望の会社ではない。私の第一志望は財閥系商社で、この会社は滑り止めのつもりだった。第一志望の商社の面談も来週予定。

　でも、今回人混みにもみくちゃにされて、東京で働くのが無理な気もしていて、採用選考解禁日以降に仕切り直して、京都か神戸あたりの地場の企業にしようかな、実家のある岡山に帰って県庁勤めとかどうかな、とも考えていた。

　頑張って貯めた預金も残り少ないし、もう東京の会社は全て選考辞退をしてしまおうか。

　私の実家は潰れかけた町工場で、多額の借金を抱えている。私は大学の入学金・学費を全額免除してもらっている。もちろん、そのために実家の所得証明書も出し、研究内容についても半年ごとに大学に報告している。成績も審査対象だから、つねに全力疾走している状態。

　正直に言って、もう疲れた。

　能天気な私が、要は、燃え尽きバーンアウトしかけていた。

　アルバイト先の回転寿司屋でまかないを食べながら、ぼんやりと東京での面談を思い出していた。あの人、橘部長さんにもう一度会いたいなぁ。型通りの質問内容だったけど、ふとした間が面白くて、話していて楽しかった。無表情だったけど、綺麗すぎて目が離せなかった。

　最終面接、受けるだけ受けてみようかな。

　……そう思って私は、また東京へ行くことを決めた。




　役員面談の待合室に、人事部トップである橘部長が現れたが、予定外だったのか採用担当の林さんが驚いて恐縮している。

　今日は隙のないように、きっちり髪を纏めてお団子ヘアにしてる私を見て橘部長が言った。

「賢いな」

「髪型ですか？　学習しました！　……変ですか？」

「いや、可愛いよ」

　無表情でぽんぽん頭を叩かれた。それを林さんが凝視していて、橘部長が立ち去ったあと「か、可愛い……？　……き、清川さんは橘部長の親戚か何か？　そんな情報入ってなかったんだけど……」と聞かれた。

「いいえ。この前の面談の日に会ったのが初めてです。あの部長さん、全然笑わないですね。せっかく綺麗な顔してるのに」

　私がそう言うと、林さんが橘部長について教えてくれた。もう人事部長の面談は終わっているし、話しても構わないと思ったんだろう。

　常務取締役・橘宮みや燈び、京都出身かつＫ都大学卒の三十六歳。大手銀行メガバンクからの中途採用ひきぬき。人事部長も兼任しているエリートだから、社内外にファンが多数いる。昨年から常務になったそうだけど、社内で色々あるらしく呼称は「部長」のまま。

　誰が呼び始めたのか、一部の女子社員からの呼名は「橘の宮」。でも、美女だろうがなんだろうが、誰も笑顔を向けてもらったことがないそう。

　笑わない氷の美貌の持主、らしい。

　ふーん、変な人～、笑わなくても人とコミュニケーションってできるんだなぁ～と思いながら林さんの話を聞いていた。

　順番が来て呼ばれ、役員面談が始まった。あくまで面接ではなく面談。区切られた面談場所に座っていると、一人ずつ役員がくる。一対一で面談し、それを三回やって総合評価される。

　三人の役員相手に、一人で立ち向かうのはさすがに疲れる。でも、橘部長にはさっき会えたし、もうこれでいいかなぁ～と思っていた私は、比較的リラックスして面談を受けた。




「終わったか。お疲れ様」

　面談が終わって外に出たら、また待合室に橘部長がいた。なんでいるんだろう。嬉しいけど。

　あれ？　私、会えて凄く嬉しい。

「見守ってくださって、ありがとうございました」

「また会えるのを楽しみにしている」

　能面のような顔で言われてもなぁ、と思いつつも嬉しかったから、私は笑って彼を見上げた。相変わらずの無表情で見下ろされていると「急にどっか行かないでください！」と慌ててやってきた杉岡さんが橘部長を連れていってしまった。

「橘部長、全然楽しみって顔じゃなかったですよねーあはは」

　私が採用担当の林さんに笑いながら話すと、林さんが呟くように小さな声で言った。

「部長が楽しみとかいう単語を口にするの初めて聞いたかもしれない……」

「私、期待の人材です？　内々定ですか？」

　私がそう軽口を叩くと、林さんが「清川さんって本当に物怖じしないよね。それに、それ素でしょ？　立場上いろんな学生を見てきたけど、虚勢はってる学生はすぐわかるから」と言って笑っていた。




　結果的に、私は第一志望の商社に落ちた。その商社での私のリクルーターが廊下で、「あんなちびっこい女にうちの仕事は務まんねーよ」と言っていたのを聞いてしまった。身長とか性別は関係ないだろ。もちろん、落ちた原因はそれだけじゃないだろうけど、悔しくて、あいつらをいつか仕事で見返してやりたいと思った。

　そして私は、双葉総合商事から内々定をもらった。

　経団連の定めた採用選考解禁日に、各企業は入社試験や採用面接を始める。だが、大手企業総合職においては、ほとんどの場合、この日までに選考が終わっており、解禁日が内々定通達の日となる。

　最終面接をクリアした会社は他にも数社あったけれど、その中で双葉を選んだ理由は、この会社でやりたいことがあり、社風が良さそうだったから。そして、東京で働くことを諦めかけていた私が、最終面接を受けてみようと思うきっかけになった「橘部長がいるから」だった。

　なぜか観察したくなる。同じ会社で橘部長を観察したい。

　自分でもよくわからないけれど、それなら東京の生活も頑張れそうな気がしていた。





橘部長には愛が足りない






　企業の採用選考解禁日、この日に大企業はこぞって内々定を出すわけだから、他社からの複数の内々定をもらわないように、学生の身体を拘束して自社に囲い込む。そのために、食事会なり懇親会なりがあるのだが、双葉の場合は、本社近くのホテルでのお食事会だった。普段、アルバイト先のまかないや、もやしで生きている貧乏学生には夢のような豪華なご飯だった。牛肉なんて何年ぶりに食べただろうか……。めちゃくちゃ美味しい。

　総合職はどうしても女子の割合が少ないからか、同じテーブルの他の内々定者は皆、男子だった。やたらと興味を持たれてしまい、会話が段々面倒になった私は、途中から橘部長の観察をしていた。橘部長は三つほど離れたテーブルにいる。

　今日も無表情だ。こんな美味しいご飯を食べているのに、なぜ頬が緩まないのか不思議だ。

　でも、食べ方は上品だったから、きっと育ちがいいんだろうなあと思っていた。母にいつも「あんた口が破れてるの!?」と言われるほどなぜかぽろぽろこぼしてしまう私とは大違い。口が破れてるというより、多分口が小さいのだと思う。

　ずっと見ていたからか橘部長と目が合った。

　わあぁ！　美人だ！

　つい、へらっと笑ったが無視された。噂通り愛想笑いすらしない人らしい。

　昼食後は、研修という名目の時間拘束。それが終わり帰り支度をしていると、なぜか橘部長が目の前に来て、無表情のまま言った。

「髪を切ったお詫びをするから、来なさい」

　来なさいって、一体どこに連れていかれるの？　美容室とか？

　でももう髪は伸びて、切った部分がどこなのかもわからない。そして、あの日は面談が控えていて気が急せいていたから「結構です」と断ったが、今日は断る理由がない。私は思案しながら、しばらくの間、橘部長を見つめていた。

　観察してみたけど、何を考えているのか全然読み取れない。とりあえず、顔がいい。

「来なさい」

　もう少しこの人を知りたいと思った私は、笑ってふたつ返事をすることにした。相変わらず橘部長は無表情だったから、本当に詫びる気があるのか少々疑いたくなる。

　そのやりとりをそばで聞いていた杉岡さんが、終始私を睨みつけていたのが怖かった。

　杉岡さんは橘部長の秘書だそうで、きっと第一印象最悪の私が嫌いなんだろう。




　なんだかよくわかんないけど入口が狭い、見るからに高そうな一見さんお断りっぽいお店に連れていかれて「はぁー東京はハイカラじゃのう……」とつい方言丸出しで感想をつぶやいていると、入口で店員さんにとめられた。

「お連れ様の身分証を確認させていただきたいのですが、よろしいでしょうか？」

「ああ、すみません。橘部長、少し待っててください」

　背が低くて童顔の私が未成年に間違えられるのはよくあること。ただ、この店は本当の意味で高級なのだろう。店員さんの言い方も態度も、まったく嫌味を感じなかった。私は素直に免許証を出して確認してもらった。成人した花の二十一歳ですからね！




　橘部長の「お詫び」はお食事だった。店内は薄暗いと思うほどに照明が少ない。テーブル間隔も広く、空間を贅沢に使ってある。

　半個室のような場所に案内されたが、テーブルの上に置いてあるキャンドルや卓上花がとても素敵。私は（テレビドラマで見たデートみたいじゃのう～こないなところに来るのは、きっとこれが最初で最後じゃろうなあ）と思っていた。ありがたや、きっと美味しいご飯が食べられるに違いない。

　私はお酒の種類を「ビール」「日本酒」「ワイン」「甘いやつ」としか分類できない。メニューを渡されてもよくわからず、食前酒は橘部長に選んでもらった。

　細長いグラスに細かな泡が可愛い。添えられたオレンジはいつ食べたらいいんだろうか、最初かな？　最後かな？

　運ばれてきた「この世でもっとも贅沢なオレンジジュース」と呼ばれるカクテルを目にしてわくわくしてしまい、私は笑いながら橘部長に言った。

「ミモザって飲んだことはないですが、名前は聞いたことがあります。スパークリングワインを使うから贅沢なんですよね」

「カクテルのためだけに栓を抜くのだからそうだろうな」

　橘部長は興味なさそうな顔をしていたが、気にせずグラスを持ち上げて乾杯する。

「とても美味しいです！」

　私が笑っても、橘部長は無表情のまま。

　ねえ、おじさん、生きてる？

「飲まれないんですか？」

「私は体質的に酔いやすい」

「私もあまり強いほうではないんです。一緒にゆっくりいただきますね」

　私がそう言うと、橘部長が一瞬戸惑ったような表情を見せた。

　あ、生きてる！　よかった！




　お酒を飲みながら橘部長といろいろな話をしていると、この人は表情筋を使ってないだけなんだなと思った。情緒がないわけではないらしい。しかし、親は心配しなかったのかな。きっと不器用なんだろう。未婚で、お付き合いしている人もいないらしいけれど、彼女になる人は大変だと思う。

「専攻がインド古典学だそうだが、具体的にはなんの研究？」

「愛です」

「愛……」

　そう呟いている橘部長は、やっぱり無表情。

「その研究に意味があるのか？」

「ばかにしないでください。古典学の研究に橘部長の求める意味なんかないです。特に私は純粋な学術的興味で研究してますし。愛は要素のひとつです。古代インド思想ではトリヴァルガ、三つの目的、つまり、愛と実利と法をバランスよく求めるのがいい人生なんですよ」

『愛、性愛』『実利、権力』『法、道徳』の三つ。

　サンスクリット語でそれぞれ、カーマ・アルタ・ダルマ。その三つを人生の目的とする。

　物凄く雑に説明すると「えっちなことして子孫を残し、仕事して金を稼いでルールを守って生きようね！」だ。ざ、雑すぎて教授に怒られませんように……。

「……そうか。三つ必要なのか」

「未婚彼女なしの橘部長には愛カーマが足りないですね！　残念！」

　あははと笑っても、橘部長は無表情。

　今の私、かなり無礼者でしたよ？

　しまった、すべった、と思っていたら目を伏せた彼が淡々と言う。

「……なら、君が私にくれないか？」

「何をですか？」

「愛」

　この人、今なんて言った？　愛？？　私が？？？　足りない愛を与えるの!?




「……いいですよ」

　突然の口説き文句だったのに、私はあっさり承諾した。自分でもよくわからなかった。この人に足りないものを私が補えるのならそうしたいと思ってしまった。

　お店を出て橘部長が無表情のままタクシーに乗り、私を自宅に連れ込む。中目黒のなんとかタワーだ。テレビで見たことあるよ、これ。芸能人がたくさん住んでるところだよね。

　心のどこかで期待のような予感があったから、橘部長が無言のまま私の服を脱がせても、抵抗なんかしなかった。

　抵抗はしなかったけど、少し怖かった。

　経験がなかったから。

　勉強が好きで楽しくて、生まれてから此の方、彼氏が欲しいと思ったことは一度もない。……いや、なくはないけど、強く思いはしなかった。高校の時に申し込まれてお付き合いもしてキスくらいはしたけれど、デートに時間を割かれるより、本を読みたかった。

　脱がされたとき、私の体に橘部長の手が触れた。その体温に（これは現実だ）と思い知らされる。考えても、何が怖いのか自分でわからないから、ベッドの横に全裸で立たされている私は素直に言ってみた。

「ちょっと怖いです」

　自分でドン引いたくらい、声が震えていた。

　家までついてきて、今さら何を言ってるんだろうって思われたかな。

　すると、橘部長が「初めて？」と聞くから、私は頷いた。

　私は頷いたのだ、つまり正直に「私は処女だ」と申告したのだ。でも、橘部長は完全に私の予想を裏切る酷いことを言った。

「なら、君がいいように、好きにしなさい」

　橘部長は無表情のまま、ベッドに腰かけて、立っている私を見ている。

　え、普通は逆でしょ、相手が初めてなら優しく抱くんじゃないの!?

　どうすりゃいいの!?





橘部長がマグロでした






　男女の機微なんか私には全然わからない。

　好きにしなさいと言われた私は、過去の知識を総動員していた。かつて読んだ小説、漫画、観た映画、弟の部屋で見つけたエロ本……。

　橘部長に服を脱いでもらって、私が「触れてもいいですか？」と聞いたら、「好きにしなさい」ともう一度同じ言葉を繰り返した。

　恐る恐る近づいて、肩に手を置く。

　顔が近い。美形が近い。

　睫毛ながっ！　絶対私より長い。肌もめっちゃ綺麗。本当に同じ人間？

　でも、側にいるとなぜか安心する。掌から感じる体温？　それとも近づいてるからわかる肌の匂い？

　家族以外で他人の肌に触れることすら初めてだったのに、いやじゃなかった。胸も腹も唇で撫でて、もうかたくなっているそれを咥えると橘部長は低い声で「それが愛なのか？」と聞いてきた。

「そうです。私は今から橘部長を愛します」

　怖かったし、やり方が合っているのかどうかもわからないけれど、私の口の中で段々大きくなっていくのが愛おしい。なんか可愛い。咥えて舌を動かしていると唾液が出てきてくちゅくちゅと音がする。

　時々、見上げて観察したけど、橘部長はやっぱりあんまり表情が変わらない。顎が疲れたから、顔を上げたら橘部長が私を見つめていた。

「最後まで好きにしたら」

　ま、マグロ!?　この人、無表情な上にマグロなんですか？

　そう言われたら、自分で跨がるしかない。

　座位での挿入が、処女の私主体で可能なんだろうか……と心配だったが、彼は相変わらず無表情で何を考えているのか全然わからなかった。ただ、なんとなく「いやがられてはいない」ということはわかった。

　私は、橘部長のを舐めて咥えているだけで興奮して濡れていた。熱くて潤んでいるのが自分でもよくわかる。触れ合うとくちゅ、と水音がして、いやらしいなと思うとますます体温があがる。

　吐息を感じるほど近くに、綺麗な、でも無表情の橘部長がいて私を見ている。なんだか……目が優しい気がした。

　両肩に手を置いて、私は懸命に腰を浮かせた。

　ぐりっと先端が入ってくる。そこから先がなかなか入らない。処女膜が阻んでいるんだろう。知識だけはあるから、それを頼りになんとか努力してみた。膣の形状って斜めの角度だよね、とゆっくり腰を動かしていると段々奥まで入ってくるのがわかる。案外痛くはなかった。でもじわじわ痛いような、ずくずく痛いような感覚がある。気持ちいいより疲れたという変な感じ。

　一生懸命だったから、汗ばんできて、頭もぼんやりしてきた。

「よく、できたな……」

「私なりに、精一杯、がんばり、ました」

　ゆっくり橘部長が動く。抉えぐるように私の肉を割って、中で擦れ合うと、急に背中がゾクゾクしてきた。橘部長が私の腰を掴まえて、優しく突き上げてくる。

「え、あ……何か……」

「痛い？」

「少し痛いけど……それより、あっ……」

　何これ、気持ちいい。橘部長が動くたびにくちゅっと音がしてる私の下腹部。お腹の中が熱い。異物のはずなのに私の中に在るべくして存在しているみたい。くちゅっぐちゅっと卑猥な水音が激しくなると、背中だけじゃなくて脳まで痺れそうで、体が強張る。

　どこ？　どこが気持ちいいの？

　無感覚のはずの膣？　気持ちいいと判断している脳？

　思考しながら探していると、橘部長が無表情のまま言った。

「もう少し楽しみたいならそんなに締めるな」

　楽しむ？　何を？　この気持ちよさを皆楽しむってこと？　性愛を楽しむってこと？

　わからないから聞いてみようとしたら、彼が私の腰と背中を支えて角度を変えてきた。

　擦れる場所が変わって、もっと気持ちいい。とろりと愛液が出るのがわかって、なんだか物凄く恥ずかしかった。初めて経験する快感に耐えられなくて、思わず喘いでいた。

「あっ、ああぁぁ！　何!?　すごいっ……」

　自分が揺れると、橘部長の綺麗な顔も揺れる。溢れるほど濡れていて、それが自分でも気持ちいい。

「はぁ、これが愛か？」

「……橘部長が気持ち、いいです」

「性欲が愛なのか？」

「んっ、そうです……っ、んあ」

　私も本能のままに上下に動いて、彼の胸に手を当てた。

「性欲も愛です。でも、それだけ、じゃないです」

　結っていた髪が乱れてくる。初めて会った日に、橘部長に絡みついて取れなくなった私の髪。

　橘部長が私の髪を撫でて、自分の指に絡めて遊んでいた。きっと私たちは今、同じ出来事を思い出している。

「綺麗な髪だ」

　そう言われて、なぜか体の内側から指の先まで痺れていくような感覚に襲われた。腰が震えて、全身から力が抜けそう。

「んあっ、あぁっ、ああん……あぁ」

　自分でも動いて、喘ぎながら見ると、橘部長が呟いた。

「……君の中が、気持ちいい……」

「あっ、うれしい、はぁっ、あっ……愛し……」

　橘部長の顔が苦痛に歪む。

　あ、いきそうなんだな、と思った。

「まだ君を離したくない」

　橘部長が急に雄の顔になって、座位でゆらゆらしていた私の体を抱えて、ベッドの上に倒す。今度は見下ろされながら奥まで突き入れられて、今までなかった男性の力強さを感じた。

「っ!?　あぁぁっ！　あっ！　……っ！」

　こんな声出るの？　ってびっくりするくらいに甘ったるい声で私が喘いでいる。

　ゆっくりと、でも強く攻められて、何も考えられなくて、目の前の橘部長の綺麗な顔だけ見つめていた。少しだけ口を開けていたら、キスされてびっくりした。

　キスした。橘部長が私にキスをした。

　無表情だったけど、目の奥に性愛がある気がする。

　橘部長の愛──。

　もうセックスしてるんだから、順番が逆な気がするけど、今さらになって心臓が高鳴る。キスされた私は動揺した。

「んあ……あぁ……あっ……」

　私はこの人がいなかったら、きっと東京での就職活動をやめていた。突っ走って、疲れて、やめて、多分立ち直れなくて、不本意な企業へ行っていただろう。

　……私は橘部長が大好きなんだ。

　そう自覚したら、もう胎内が熱くて愛液が溢れて止まらなかった。ぐちゅぐちゅ音がしていやらしい。彼の手が私の胸に触れた時、脳のどこかが蕩けた。

「あぁぁ！　……すき、私、橘部長が、好きです……あっ！」

　私の胸の尖端を愛撫しながら、さらに奥へと攻めてくるから、喘ぎ声が大きくなって、広い部屋に響き渡る。

　もっと触ってほしい。もっと。

　下半身がもうぐちゃぐちゃ。私の体なくなったの？　と思うくらい、蕩けそうに気持ち良くて、はしたなく足を開ききって男を受け入れていた。腰が浮いて気持ちいいところを探している。

　橘部長が私の下腹部に手を置くと、今まで誰も、自分自身でさえも触れなかった小さな粒を指で愛撫しはじめた。私の愛液でぬるぬるしている。触られただけでも気持ちいいのに、強く弱くなぶられている。

「んっああぁぁ、そこっ……だめぇ……！」

　気持ちよすぎて怖くて目を閉じて、私の陰核に触れている橘部長の腕を掴み、その腕を引っかいて言った。

「そこ、やなの……」

「女がよく言う『いい』という意味の『いや』か？」

「あっ、んっ……」

　よくわからないけれど私が躊躇ためらいがちに頷いたらまたキスされてその指がくにゅくにゅと陰核を押してくる。

「んんっ、いやぁっ！　あんっ……あっ……」

　中で触れ合うのとはまた違う、強い悦楽。脳に響いてる性感。指の動きが早くなって、中が熱くなると同時に、私の下腹がのたうった。

「ああぁぁぁぁっ！」

　生まれて初めての絶頂を迎えて背がのけ反っていく。私を抱き締めて、橘部長も精を放つ。びゅるびゅると私の中に注がれる体液の温度を感じて、なぜか愛おしさが増す。気持ち良すぎる。

　……あ、どうしよ。どのタイミングで避妊するかわからなかったから中出しされてしまった。





橘部長から執着される






　なんでこうなったのか、お互いよくわかってないけど、橘部長と男女の関係になった私は、ベッドの中で愛についての私的見解を伝えた。

「古代インドにおいて愛は、広義の欲です。何かを特別に想うことです。だから、のちに興おこる仏教は解脱を目的にしているから、欲である愛は苦しみなんです」

「そうか。私は君に執着しているようだ。これも愛か？」

　そして私は、橘部長の口からおっそろしいことを聞かされた。

　普段、面談した学生を、次の面談へ通すかどうかは、自分自身の判断はもちろん、ひとつ前の面談内容に加えて、学生に一番身近な採用担当からの補足説明で決めるらしい。

　ただ、私に関しては、面談のあと、読み飛ばしていた私に関する全資料を読んだそう。リクルーターとＯＢ・ＯＧ訪問も含めた全面談の受け答えのメモ、ペーパーで出した履歴書・エントリーシートはもちろん、添付資料のウェブエントリーシートも読み、さらには学科で公開している私のゼミ発表やコメント等も閲覧し、コネクションを使って私の大学の成績を調べ、学費免除の申請書に添付した私の研究資料の写しも手に入れて、ついでにＳＮＳを検索しまくった……と。

　連絡先も住所もバレてるし、この人プチストーカーでは……と思ったが口には出さなかった。

「それは……愛ですね」

　私がそう笑うと、彼の視線が柔らかくなって、口の両端が上がる。

　橘部長が笑うのを、その時初めて見た。

　なんて綺麗なんだろう。

　ムラムラしたから、もう一回、襲うことにした。

　全裸でベッドに横たわっていた私は、体を起こして彼にキスをした。軽く口づけて顔を離すと、少し潤んだ視線はもういつもの淡々とした表情に戻っていた。

「何をしている？」

「もう一度しようかと」

「……セックスを？」

「はい！」

　笑って答えると、橘部長は私の腕を引いて体勢を逆にした。ベッドに押し倒されて深くキスされた。

　さっきの、唇に触れるだけのキスとは違う。

　唇全部押し付けてくるから、食べられてる？　とびっくりしている間に舌が侵入してきた。唇をこじ開けられて舌を絡めとる。どうしていいかわからずに、されるがままになっていた。他人の舌がまとわりついてくるのに、いやじゃなかった。絶妙な絡め方だからなのか、相手が橘部長だからなのか、なんだかいい香りがしたからなのか、経験不足の私にはわからない。

　触れられているのは唇なのに、体全部蕩けるみたいに気持ちいい。

　舌先をちゅっと吸われて身体がびくんと跳ねた。

「……ぁ……ぶちょ……？　なんで？　……あっ！」

　受動的だったさっきまでとは全然違う。指で胸の尖端をつつきながらまたキスされた。指で優しく胸を愛撫されていると、また濡れてくる。

　キスから解放されたと思ったら、その舌が胸を蹂躙する。私は浅く息を吐きながら橘部長の首に腕を回して、背中を撫でた。触れていると温かくて気持ちいいなあ～と思っていたら、私の胸の上で呟いた。

「可愛い……」

　……今、この人、なんて言った？

「何か、橘部長さっきと違いません……？」

　私が笑うと、少しだけ目を細めて彼が言った。

「さっきは、処女である君がどう行動するのか興味があった」

「ええ？　そんな理由？　酷くないですか？　めちゃくちゃ戸惑いましたけど。私は初めてだったんだから、経験者のほうがリードしません、普通？　橘部長って童貞？」

「そう見えるか？」

「見えません」

「……いきなりフェラチオされるとは思わなかった」

「えっと……弟の持ってたエロ本に『じゃあ、まずは咥えてもらおうか』ってお口に入れてたので、はじめはそういうものかと」

「君の知識は偏っている」

「じゃあ、教えてください……」

　私が笑ってそう言うと、彼の表情が一瞬変わった。面白がっている気がした。酷い。もう一度抗議しようとしたら、包むように抱き締められた。

　どうしてかわからないけれど、彼とくっついているとドキドキして思考が鈍くなる。

　下腹部に何かが触れてくちゅっと卑猥な音がする。少しだけ痛みを感じる。圧迫感とじんじんするような痛み。ああ、またセックスするんだと思った時には、膝を押さえつけられて挿入されていた。

「あああっ……！」

　日常生活で使わない筋肉の動きと一緒に、私は喘いでいた。

　ごりごりしてるのなんだろう。違和感なのに物凄く気持ちいい。そう思考しながら目を閉じる。男性器は勃起すると形状が変わる。著しく変わる。グロテスクなほどに膨張する。あの先っちょのでこぼこした部分が、どこかに引っかかって気持ちいいのかな。

　さっき目の前で見た陰茎の形を思い描いていると、急に恥ずかしくなった。弟以外で初めて見るそれは、思っていたより太くて怖かった。

　あんなの入れられて気持ちいいなんて、なんなんだろう私の体。

「……考え事してないか？」

「あ……ああっ……なんでこんなに気持ちいい、んだろ、って考えてました……」

「ああ、なぜだろうな……」

　そう言った彼の声が、私の耳には甘く優しく響いてくる。薄明かりの中で揺れてるその人に、思わず告げた。

「橘部長、大好きです」

　そのあとは、男の人ってこんな狂ったように動くの!?　ってびっくりしたくらいにがつがつと奥まで攻められた。激しく求められて息苦しい。私は悲鳴に近い嬌声を上げていた。

「ああぁぁっ！　あぁっ……ん、やっ、変……いや！」

「痛いか？」

「……いたく、ないけど……何か……あぁ、熱くて……何も、っん……考え、られ……なくって、ああっ……！」

「癖なのだろうが、君はいちいち考えすぎる。今はなにも考えるな」

　ぐちゅぐちゅと卑猥な音がして、中が気持ちいい。思考できない。なんで気持ちいいかとかどうでもいい。これが善よがっているってことか。勝手に洩れてくる自分自身の喘ぎ声を聞いて、そう思っていた。

　あ、どうでもよくない！　避妊してない！　今度は言わないと！

「んっ……橘部長、避妊……」

　はぁっと大きく息を吐いて彼が動くのをやめ、無表情のまま私を見ている。

　私は慢性的に栄養が足りてないせいか、つねに生理不順だったので、就職活動が本格的に始まって忙しくなってきた二か月ほど前から、体調管理のために低用量ピルを服用している。だから多分、妊娠しない。

　まさかとは思うけど……橘部長はそれも知っている……？

　どんなコネがあるのか知らないけれど、大学の内部資料も手に入れてるんだから、私の通院履歴くらい手に入れるのは容易たやすいんじゃないかな。

「私がピル飲んでるって知ってますか……？」

「だが、避妊具はつけたほうがいい」

「なんでさっきしなかったんですか！」

　わかっているならしてよ、と思った私がそう言うと、彼の視線が少し鋭くなった気がした。

　これは何かに驚いている顔……？

「我を忘れていた」

　そう呟いた彼がゆっくりと私から体を離す。解放された私は小さな声で、彼に聞いてみた。

「……もしかして、いま、照れてます？」

「そう見えるか？」

「はい、結構見えます」

「なら、そうなのだろう。すまなかった」

　そう言い捨てて、橘部長は寝室から出ていった。

　一体どこに置いてるの。持ち歩いてるの？

　それにしても、あれは知っている態度だ。

　どうしよう。……本当にどうしよう!?

　もしかしたら、私はとんでもない人に捕まったんじゃないかって気がしていた。





橘部長と約束する






　翌朝、目覚めると、横で橘部長が呆然と私を見ていた。お互い全裸で、ちょっと恥ずかしい。そして、さすがの橘部長も、やや表情が曇っている。

　私が「おはようございます」と声をかけると、彼が呟いた。

「……なんてことだ……人事部長なのに内々定者の学生と寝てしまった……」

　熱に浮かされたような昨夜と違って、朝日を浴びて正気に戻ったかのような橘部長の顔を見て、私は笑いが止まらなかった。

「確かに！　よく考えたら大変ですね！　バレたら絶対、会社のＳＮＳ炎上しますね！　アハハハハ！」

「まぁ、君も内々定取消だろうな」

　え、私も巻き込まれるの？　笑ってる場合じゃない。

「それは困ります！　うちは貧乏だし、就職はしないと！　どどどうしましょう？　私、誰にも絶対口外しませんから！」

　この会社に行こうと決めたから、解禁日以降の、他社の会社説明会の予約はしていない。今からだと、どのセミナーも満席だろう。困る。

「どこから情報が漏れるかなんてわからない。ただ、安全な解決方法がひとつある」

「なんですか？」

　解決方法があるなら知りたい！　乗っかる！

「私と結婚してくれないか。妻なら、セックスしていてもおかしくないだろう？」

「確かに！　わかりました、結婚しましょう！」

　私は就職先と同時に、永久就職先も決まってしまった。どうしてこうなった。

　誓いのキスではなく、お互い握手をして「他の学生には絶対バレないようにします」と約束した。

　お互いの両親に挨拶をすませたら婚姻届を出す。内定者研修等に参加する場合、私は旧姓のままでいることなどを話した。双葉では結婚などで姓が変わっても、変更しない人が多いそう。もちろん、変更しても構わないらしいので、私は入社のタイミングで姓を変えることになった。

「私は旧姓でも構いませんよ？　どっちでもいいです」

　そう言うと、橘部長がため息をついた。

「……面倒だが、容姿のせいか女に言い寄られることが多い。いちいち『清川桜』と結婚していると説明したくない」

「急にモテアピールしないでください。何かムカつきます。仕方ないですね、姓は変えます。ただ……『橘桜』って字面のパワー凄くないですか？」

　私が笑っていると、「橘桜」と呟いた彼が無表情のまま言った。

「桜」

　急に名前で呼ばれてびっくりした。いや、そもそも名前を呼ばれたのが初めてかもしれない。ようやく認識したんだろうか。

「桜」

　もう一度、そう呼ばれたので返事をしようとしたら口を塞がれた。明るいから恥ずかしい。

　そのまま私は、朝から抱かれてしまった。セックス中の彼は少しだけいつもの無表情と違うから、人間って面白いなと観察していた。




　シーツには鮮血と愛液の混ざった薄い赤の染みがあったから、私がお風呂場で手洗いした。洗濯機を使わせてもらっている間にシャワーを浴びていると、昨夜の残滓がだらりと太腿を伝って流れ出てきた。

　うわ、やらしい。恥ずかしくてさっさと洗い流した。

　服を着て、髪を乾かして、リビングに戻ると、彼が朝食を準備してくれている。

　美人妻！　美人妻がいる!!

　卵焼き、焼き魚、お味噌汁……とてもいい匂いがしていた。

「わー！　ありがとうございます！　いつも朝ごはん食べないから嬉しいです！」

「朝食はきちんと摂ったほうがいい」

「あー……食べない生活に慣れてしまって」

「その原因は経済的なものか？」

「隠しても仕方ないんで言いますが、そうです。基本的にアルバイト先のまかないか、学食でのランチしか食べないですね！」

「大学には学食を安く利用できる制度がなかったか？」

「ミールシステムですね～！　ありますけど……」

　各大学で名称は違うが、学生の食生活のサポートのために、プリペイドで安く学食を利用できるシステムがある。大学生協で手続きすれば、学生証や学食定期券ミールカードでご飯が食べられる。ただ、一番金額の少ないライトプランの約十万円さえ払えないのが我が家の実情。

「まとまったお金が準備できないんです。かつかつの自転車操業なので。ゼミの先輩とか先生が差し入れしてくれるから、つねにお腹ぺこぺこってわけじゃないですし大丈夫ですよ！」

　あははと笑ったが、橘部長は無表情のままだった。

　白いご飯をおかわりさせてもらって、お腹も充たされて幸せすぎた。ため息をつきながら私は言った。

「はあ……お味噌汁も卵焼きも、お出汁が上品で美味しかったです……。最高……。橘部長、お料理上手ですねえ……」

「生まれ育ったのが料亭だったから、仕込まれた」

「へえええ!?　そうなんですか！　いいなあ！　料亭のまかないとか美味しいんでしょうね～！」

　お寿司屋さんのまかないも、かなり美味しいけど！

　私がまた笑っているのを見ている橘部長は、表情には出してなかったけれど何かを思考してるような顔だなと感じた。




　食器を片づけた後、彼が電話をし始めて、私は淹れてもらった緑茶を飲みながらぼんやりそれを聞いていた。てっきり静岡か京都のお茶だと思っていたら、佐賀県の嬉うれし野の茶だった。そこは予想を裏切られた。橘部長はやっぱり面白いから目が離せない。

「おはよう、高たか橋はし。すまないが父に繋いでくれ」

　ほうほう、お父さんにお電話ですか。

「おはようございます。忙しいところ、すみません。ご報告したくお電話しました」

　他人行儀な父子だなぁ。

「はい、手短に。私は結婚しようと思います。名前は清川桜。Ｋ都大学文学部に在籍しております。……はい、卒業生ではなく、在籍している学生です。いえ、成人して二十一歳で……はい。ああ、そうですね、十五歳年下ですね。今日？　わかりました。連れていきます」

　……え、今日？　本気？

「はい、では社長室へ直接出向きます」

　社長室……？

「え、しゃちょー？」

　電話を切った橘部長が私に問う。

「……自分が内々定をもらった会社の社長の名前は？」

「橘義よし仁ひと社長……」

　あらやだ。うっかり。

「君は黙っていると賢そうに見えるが、かなり間が抜けてるな。初めて会った時も杉岡に怒られていたし」

「慌て者だと、よく言われます」

　私はまたアハハと笑っていたが、橘部長はやはりいつもの無表情だった。




　社長室で、橘部長の父である社長にご挨拶した。

　公式サイトの写真通り、橘部長とは全然似ていない。血縁がないのかな、と思うくらい共通点がなかった。それもあって親子だなんて連想してなかった。

　白髪混じりの短髪で、太い眉に真ん丸い目が可愛い。ごつめの顎に太い首。ギョーザ耳だったから、柔道経験者なんだろう。

　時間がないらしく、簡単な顔合わせのような感じで話をすることになった。社長はデスクに座ったまま。その前に私と彼が立っていて、まるで仕事の報告をしているみたいだった。

「どうしてこのタイミングなんだ？」

　当たり前の疑問を社長が橘部長へ問う。

　寝ましたとは言えないよなぁと思っていたら、橘部長は淀みなく答えてしまった。

「結婚を前提に、私の家で共に過ごしました」

　全世界がしんと静まった気がした。

　前室に続くドアは開いているから、そこに控えている杉岡さんにも、社長秘書の森もり谷やさんにも聞こえただろう。「あー！　杉岡さん！　気を確かに」と森谷さんの小さいが慌てた声がした。

　私は恥ずかしくて頭がくらくらして震えていた。





橘部長がついてきて困る






　うちに連れ込みましたとか、ふつー親に言う!?

　顔が熱い。隣の橘部長は平然としていたけれど、私は多分、真っ赤な顔になっていたと思う。

　社長が「珍しい」と呟き、私に向かって言った。

「息子は見ての通り偏屈だが、大丈夫かな？」

「あ、はい……。こちらこそ……」

　私のほうこそ大丈夫なのかな、と心配になった。社会でなんの実績も上げてない私なんかが、橘部長と結婚して大丈夫なのかな。

　特別美人でもなく、銀行頭取の娘とか代議士の娘とかの付加価値もない、潰れかけた町工場の娘なんだけど。

　ちらりと横の橘部長のほうを見たけど、やはり無表情のまま前を向いている。

　ああ、顔がいいなあ～！　ドストライクだなあ～！　眼福眼福。

　昨日みたいに笑ってくれないかなと思ったから、袖を引っ張ってみた。気づいた彼が私に視線を寄越すと、少し口を歪めた。

　うーん、多分笑おうとしているんだろうけど、全然笑えてないわ。

　私と橘部長との結婚は、しばらくは社内でもごく一部の関係者だけに留めることなどを父子が話していた。私にはよくわからないが、社内に派閥があるらしい。それが、最終面談の前に林さんが少し話してくれた「社内で色々あって……」ってことなのかな。

　社長秘書の森谷さんが「申し訳ありませんが、そろそろ」と声をかけてきたので、社長が私に向かってにっこりと笑って言った。

「息子を、よろしくお願いします」

「はい。ありがとうございます。こちらこそ、よろしくお願いいたします」

　人を魅了する笑顔だったから、社を背負って立つ人って、やっぱり人格から違うんだなって妙に感心してしまった。

　隣に立っている部長は社長とは真逆で、やっぱり無表情だった。




　東京駅のホームでも橘部長は無表情だった。もう慣れたし、なんとなく表情の違いもわかるようになってきたから気にしないけど、やっぱり昨夜みたいに笑ってほしい。

「あのー、橘部長って本当に私のこと、好きなんですか？」

　物凄く今さらな質問をしてしまった。

　私は橘部長が好きだから、昨夜えっちしながら「好きですっ！」って叫んでたけど、よくよく思い返せば、私はこの人から「好き」とか「愛してる」とか言われてない。

　一度も言われてない。

　いきなり「結婚してくれないか」だったから、心配になってきた。これは壮大なドッキリなのでは……。誰がなんのためにかは、この際関係ない。

　全然答えてくれないから、心配になって確認するために見上げたけれど、橘部長はやっぱり無表情だった。

　学生とヤっちゃった（※しかも中出し）から仕方なく結婚するだけで、好きじゃない？

　笑っているのを見たから、私ってば勘違いしちゃった？

　答えてくれないからもう一度聞こうとしたら、発車のアナウンスが流れた。そろそろ乗らなければ。

　少し離れた場所にいる杉岡さんからは、相変わらず不機嫌オーラが出ている。丸の内の双葉総合商事本社ビルから、東京駅は目の前とはいえ、忙しい橘部長が私の見送りのために時間を割いているのが相当気に喰わないのだろう。

　さっきも「婚約？　こんな生意気な小娘と？　正気ですか!?　あの時エレベーターから叩き出しておくべきだった！」と叫んでいたし、本当に嫌われている。

「次に会えるのは一か月後の内々定者研修ですね」

　私がそう言うと、少しだけ橘部長の表情が揺らいだ。

「ひと月か……」

　そう呟くと、私の背を押して「乗りなさい」と言った。

　東京と京都の、いわゆる遠距離恋愛になるわけだから、一般的な恋人同士なら最後にキスとかするんだろうな、と思って振り返ったら、なぜか彼も新幹線に乗り込んでいる。

「橘部長、発車しちゃいますよ？」

「わかっている」

　発車のベルが鳴る。てっきりすぐに降りると思ってたから、そのまま彼を見ていたけど、微動だにしない。

　ホームに残された杉岡さんが「何をしてるんですか!?　部長？」と慌てているのが見える。だが、ホームドアが閉まり、当然のように新幹線のドアも閉まる。

　橘部長は、私と一緒に新幹線のデッキに突っ立っている。私の頭の中は、疑問符でいっぱいになった。

「何考えてるんですかー！　ドア閉まっちゃいましたよ!?」

「ひと月も離れないといけないのか？」

　視界いっぱい橘部長だーと思っていたらキスされていた。

「んっ？　んん！」

　びっくりして逃げようとした私を、彼は離さなかった。

　肩をがっちり抱かれて、片方の手は後頭部を掴むように支えて絶対に逃げられないようにして、口づけてくる。

「んっ……！」

　昨夜何度も覚えさせられた、舌が入ってくるあの感覚。唾液さえもすくいとるように全部舐められて困惑していたら、優しく舌を絡め取られる。どうしてかわからないけど、気持ちいい。

　息継ぎして、私からも舌を絡めた。

　もう逃げないと判断したのか、肩を抱いていた右手が背中を撫でてくる。

　ゾクゾクした。腰がびりびり痺れそう。足に力が入らなくなって、もたれるように彼に寄り添った。

　体をぴったりくっつけてキスしてる。

　……まるで恋人同士みたいだと思った。

　スーツの生地の匂い、整髪料の匂い、橘部長の肌の匂い。私の髪の匂い、少しだけつけてる私の練り香水の匂い。混ざり合って頭がくらくらする。

　六分後、品川に着くまで、私たちはひたすらキスをしていた。

　品川駅に着いたらすぐに橘部長をホームに降ろして、東京方面を指差して私は叫んだ。

「なんて困った人なんですか！　大人ですよね？　会社に！　戻ってください！」

　ちっこい子供みたいな女が長身の男性を見上げて怒鳴っているのは異様だろう。すぐ側にいた駅員さんがしばらくこっちを見ていたのが恥ずかしかった。

「そうだな」

　そう頷いた彼は、無表情のまま品川駅のホームから私を見送っていた。

　新幹線が品川駅を出て、風景が東京から神奈川に変わる頃、私は脱力してデッキにへたりこんだ。

　キスされた。橘部長からキスされた。しかも滅茶苦茶に濃厚なキスされた！

「で、私のことは好きなの!?　何なの!?」

　その叫びに答えてくれる人は誰もいなかった。





橘部長と電話する






　京都の自宅に着いて、黒いリクルートスーツを脱ぎ散らかしながら、私はベッドに飛び込んだ。十分くらい動けないまま布団にうつぶせていた。疲れた。

　ちゃんと内々定をもらった、そしてなぜか婚約した。相手の父親にご挨拶までした。

　ああ、自分の親に連絡しなくては……どう説明しよう。

　橘部長は細かった。無駄な肉がなくて、体まで芸術品かと思った。でも意外と手はごつごつしていて、まだ感触を覚えている。私を抱き締めてくれた腕は温かくて気持ちよかった。

　思い出すと急に恥ずかしくなってきたので、起き上がって着替える。シャツを脱いで素肌が空気に触れると、果たしてアレは現実だったんだろうか？　と疑問を持った。

　破瓜の痛みは続いていて、今もなんだか少しズキズキしている。……やっぱり現実だったみたい。

　もっと痛くて辛いものかと思っていたけど、そうでもない。処女膜の形状には個人差があるらしいので、私は楽なほうだったのかな。でなければそもそもうまくいかなかったに違いない。「処女がどう行動するか」を観察していたなんて、橘部長も大概趣味が悪い……。

　翌日、私は大学へ行き、キャリアサポートに内々定の報告をした。四か月後の内定式までは特にすることもない。卒業までに一度でいいからインドに行きたいと思い、八月の夏季休暇中は、アルバイトをもっと増やそうかなと考えながらキャンパスを歩いていた。

　兎にも角にも私は、「シューカツが終わった！」という解放感に浸っていた。

　アルバイトも休みだし、今日はちょっとだけ贅沢して美味しいものを食べよう。浮かれながら歩いていたら、バッグの中のスマホが振動した。

　バイトの先輩である塩しお見みさんあたりが、また「バイト代わってくれへん？」とか電話してきたのかな、と思いつつ私はスマホを探した。

　塩見さんは自称パチプロのフリーターで、パチンコでフィーバーすると「手離せへんさかい、バイト代わって」と電話してくる駄目な大人だ。ただ、交代してあげると後日必ずお小遣いをくれるし、雨の日は大学まで車で迎えに来てくれるいい人。物くれる人はいい人だと徒然草にも書いてある。

　普段から、二つ返事で代役を引き受けていたから、私は他のアルバイト仲間にも重宝されていた。貧乏なのも知られているから、何かしらお礼に食べ物やお菓子をくれるので、たいていの場合喜んでアルバイトを代わっていた。

　塩見さんだと思ってスマホを取り出したが、表示されていたのは橘部長の名前だった。

（え、どうして？　まだ平日の昼下がり。普通なら勤務時間中でしょ？）

　かなり長い間、呆然と立ちつくして振動するスマホを見ていたから、留守電に切り替わる。切られる！　と思って慌てて通話状態にした。

「ここここんにちは！」

『……良かった。出てくれないのかと思った』

「どうしたんですか？」

　電話越しに話すのは初めてで、なんだか落ち着かない。当たり前だけど、耳元に橘部長の声が聞こえてきて、私は耳朶が熱くなって緊張し始めていた。

『突然ですまないが、これから人を送るので今いる場所を教えてほしい』

「大学、文学部の前にいますけど……一体なんの用事ですか？　誰が来るんですか？」

『大学職員だ。少し君に説明したいことがあるので』

「構いませんけど、なんなんですか？　まさか内々定取り消しとかじゃないですよね!?」

　私は最悪の想像をしたが、橘部長はすぐに否定した。

『そうではない。君の食生活についてだ』

「ますます、わけがわからないんですけど」

『年度の途中だが、使えるようにしたので、大学生協の食堂で食事をしてほしい。離れていては、それくらいしか君にしてやれない』

「……はい？」

　年度の途中で使えるようにした？　食事をしてほしい？

「まさか……昨日話したミールシステムの件ですか……？」

『そうだ。詳しくは私の知人が直接説明するから』

　知人というか、その人はきっと橘部長の手先だ。情報漏洩したのも、今からくる人に違いない。そう思って電話を切って身構えていたら、人のよさそうな初老の男性に声をかけられた。

「清川桜さんかいな？」

　キレッキレのヤクザみたいな男の人が来るんじゃないかって想像していたから、びっくりした。

　私と同じくらい小柄なその男性は「おやおや、えらい可愛い婚約者はんや」と言いながら笑っている。首から下げているネームプレートは見えないように胸ポケットに入れてあって、名前を知りたいと思ったが、知ったところでどうにもできないので聞かないことにした。

　その人は名乗ることなく、私に新しい学生証を手渡してきた。

「もう今日からフルサポートプラン使えんで。システムの説明はいらへんよなあ。今の学生証は紛失したことになってるさかい預かるで」

「え？　いきなり使えるんですか？　仮カードとかでなく？」

「そや。もちろん、通常の手続きを踏んでへんさかい、他の人には内密にしてや」

　それだけ言って、にこにこしながら男性は立ち去った。

　本当に使えるのかな……と半信半疑だったので、生協の売店へ行き、おにぎりを購入することにした。学生証をカードリーダーにかざすと、特に問題なく使えたのでびっくりした。

　あんまり驚いていたので、レジのお姉さんも驚いてる私に驚いていた。

　そして、レシートを見て私は目を疑った。

　学生証には、学食定期分とは別に、電子マネーもチャージができるのだが……上限額である二万円が入金されている。私はせいぜいそのつどの買い物に足る金額しかチャージしてなかったのに。

　二万円あればそれだけで、私は余裕で一か月暮らせる。

　私はめちゃくちゃに怯えた。そして売店を出てすぐに橘部長に電話をした。

「橘部長!!」

『……電話であまり大きな声を出さないでほしい』

「なんで勝手にチャージされてるんですか？　これって保護者しかチャージできないはずでは？」

　私の質問に橘部長が沈黙した。どうやら答えるつもりはないらしい。

「どんな手を使ったのか知りませんけど、やめてください！」

『あって困るものでもないだろう』

「ただでさえ、実家が借金抱えてるのに、困ります！　レシートの保管も計算も面倒なのでやめてください!!」

『……返すつもりでいるのか？』

「えっ？　当たり前じゃないですか。なんで橘部長が払うんですか」

『離れていても、生計を一にしようと思ったのだが……』

　生計を……今なんて言った、この人？

　私は理解が遅いほうではない。

　でも、この時は思考回路が停止しそうになった。





橘部長に甘えることにした






　金曜日はゼミがあるから、午前中から大学へ行って準備をして、お昼は研究室のみんなで学食へ行くのが定例だった。

　私は懐具合によっては参加せず、家で作ってきたおにぎりを研究室で食べることも多かった。珍しく私が「生協いっきまーす！」とついて行ったので、修士課程マスターや博士課程ドクターの先輩たちが口々に言った。

「桜ちゃんが元気で安心やわ」

「みんな、いつか倒れるんちゃうかって心配しとったんやで」

「やっぱし就活を早う終わらせた子は余裕やな」

　定食に加えてヨーグルトもトレーに載せていたので、先輩たちに「偉い偉い」と褒められた。

　先輩たちだってお金ないのに、時々奢ってくれたりしていたから、早く社会人になって差し入れする立場になりたいなと思う。

　本来なら高校を出た時点で就職して、実家にお金を入れたほうがいいのはわかっていたけど、私のわがままで大学に行かせてもらった。「入学金・学費の全額免除が勝ち取れたら」という条件つきではあったけれど。

　妹は高校生二年生で、弟はまだ中学生三年生。来年就職すれば、なんとか二人の学費は稼げると思う。

　とりあえず、私は橘部長に甘えることにした。

　先日、「生計を一にする」などと電話で言った橘部長は、私が「心苦しいです……」と言うと、『使わないつもりなら、それでもいい。現金がいいなら振り込む』と答えた。

「絶対振り込まないでくださいね！　ありがたく使わせていただきますから！」

　とんでもない額を振り込みそうな予感がしたので、私は慌ててそう言った。




　普段優しい先輩たちは、ゼミの質疑では鬼のようになる。

「『グリヒヤ・スートラ』はええんやけど、『王子の誕生クマーラサンバヴァ』の翻訳、文節がおかしない？　自分で原本から訳したか？」

「すみません、時間なくて和訳を使いました」

　他大学の紀要にあった和訳を使ったのを怒られた……。

「ジャイナ教における概念まで持ち出したら、本題からそれへん？　観点はええ思うけど、時間あるん？　清川は翻訳作業遅いのに、一月の締切までにできるん？」

「すみません、教授せんせいと相談します」

　附論が増えるから、確かに先輩の言う通り間に合わないかもしれない……。

　他にもたくさん突っ込まれて、全部の質問に答えきれずに泣かされた私は、めそめそしながら自転車置き場まで歩いていた。

（アルバイトのあとで時々寝落ちしながらも頑張って準備したんだけど、まだまだ甘かったなあ。教授に見てもらってない部分で、注釈の翻訳に間違ってるところあったし……)

　でも就活も終わって、前よりは時間に余裕ができたから、卒論完成に向けて頑張ろう。そう考えながら、気分転換に図書館に行こうか、それともさっさと帰ろうかと思案していたら、手に持っていたスマホが振動した。

「わーい！　橘部長から電話だ～！」

　液晶画面に表示されている「橘宮燈」という三文字に心がぴょこぴょこ跳ねる。この前みたいにぼんやりせずに、すぐに電話に出た。

「こんにちは！」

『元気にしているか？』

「はい、お陰様で元気です！　ごはん美味しいです！」

　橘部長が少しだけ沈黙した。電話の向こうで笑っているような気がしたのは、多分私の願望だと思う。

『……今、どこにいる？』

「え？　大学にいますけど」

『の、どこだ？』

「文学部の前です」

『これから、時間あるだろうか？』

　私の実家に行くのは来週に決まったし、特に用事はないはずだけど、電話で話したいのかな？

　というかまだ五時を過ぎたところだから、仕事中かと思ったんだけど。

「時間ありますよ。今日はバイトも休みですし」

　金曜日のゼミは長引くこともあるから、なるべくアルバイトを入れていない。さっきまで落ち込んでいたから、声が聞けて嬉しかった。会話しているだけで気分が落ち着いてくる。私はこの人が好きなんだなあとぼんやり思っていた。

　会いたいなぁ。

　会ってちゃんとお礼を言いたい。

　三食ごはんを食べられるって、物凄く幸せだった。四十キロを切っていた私の体重は適正体重に近づいている。腰を据えて話せるよう、どこか座る場所を探したほうがいいかなと思っていたら、橘部長が妙なことを言った。

『クスノキにいるのだが』

「…………楠クスノキ？　時計台の？」

　大学正門の時計台。戦前からあるキャンパスのシンボル。時計台の前には大きなクスノキがある。ぐるりと囲むようにベンチがあり、いつも誰かが集まってサークル活動やっていたり、踊っていたり待ち合せしていたりする。学生だけでなく子連れのご近所さんや観光客も多い場所。

『そうだ、時計台』

「い、行きます！　すぐ行きます！」

　通話を切って、スマホを手に持ったまま私は走った。

　時計台は、文学部からすぐそば。橘部長が在籍していた法経済学部からもすぐそば。

　走ればすぐに着く。すぐに。

　楠の下のベンチに座っていた橘部長が、全力で走っている私を見つけて立ち上がる。

　ああ、綺麗だな。こんな綺麗な人、今まで見たことない。無表情だけど、以前のように冷たくて生気がないとは思わなかった。だって私は、橘部長の身体が温かいのを知ってるもの。

　目の前について、深呼吸してから私は橘部長に声をかけた。

「どうして……ここにいるんですか？」

「君に会いに来た」

　その言葉を聞いた私は、この世の全ては薔薇色なんじゃないかって気がしていた。

　だって、会いたいと思っていた人が、私に会いに来てくれた。声を聞けただけで嬉しかったのに、目の前に本人がいる。触れることができる距離にいる。

「会いたかったです。嬉しい！」

　楠は大きく枝を広げているから、今いる場所は木陰になっていて涼しい。私が笑うと、無表情で私を見下ろしている橘部長が、私の頬に触れた。

「この前より、顔色がいい」

「ありがとうございます。お陰様で朝ごはんも学食で食べているので元気ですよ！」

　頬に触れていた手で、顎を持ち上げられた。

　あ、顎クイ？　顎クイされてない？

　他人から見たら、距離感がおかしいだろう。東京駅でもそうだったけど、この人全然自重しないな！

　ここはキャンパスだから、誰が見ているかわからない。一歩下がって彼の手から逃げ出した。行き場を失ったのか、その指で私のおでこを弾いた。小学生か！

「痛いったあ！　……あ！　最終面接の前も、さては髪に触ろうとしましたね？」

　撫でたらセクハラだからぽんぽん叩いたのかな。叩いてもハラスメントだと思いますけど！

　無表情だが、私には少し照れているようにも見えるから図星だったのだろう。

「お仕事はどうされたんですか？」

「昨日から出張で大阪に。さっき終わったから新幹線で来た」

「出張だったんですね。明日と明後日は？」

「休みだ」

　そう言って、橘部長は黙って私を見ている。

　土日休みってことはお泊まりデートができるってことですか？

　そう思ったら、会いたかったはずなのに、戸惑ってしまってうまく言葉が出てこない。

「……じゃあ、一緒に……」

「一緒にいてもいいか？」

　もちろんです！　と返事をしようとした時、手に持ったままだった私のスマホが振動した。手元に視線を落とすと、画面には「塩見」の文字。

　あああああ！　塩見さんがフィーバーしやがった！　邪魔しないでよー！





橘部長が返してくれない






　塩見さんからの電話の用件は、おそらく「バイト代われ」だろう。無視しようかと思ったが、塩見さんはしつこくかけてくる人なので、私は橘部長に「バイトの先輩なので、すみません」と断って電話に出た。電話の向こうは雑音が酷く音楽もうるさいから、きっとパチンコ店の中だと思う。

「無理です」

『えー俺まだ何も言うてへんのに』

　用件を言われる前に断った。それなのに、塩見さんはヘラヘラ笑っているような声で続けた。

『負け続けとったけど、やっと勝ったとこやさかい、もう少し粘って取り戻したいねん』

「今日は無理です」

『この台は出るて信じとったんや』

「知りません。無理です。他の人にあたってくださいね。切りますよ」

『もう断られてん。桜ちゃーん、冷たない？　お小遣い、ちゃんとあげんで』

「お、お小遣い……」

　一瞬、心が揺らいだ。お給料日まで、まだ日があるからお小遣いをもらえるなら嬉しい。そしてハッとした。今、橘部長と千円を天秤にかけてしまった……。比べ物にならないのに。

　奨学金も借りているが、全額を実家の借金返済に充てている。親が私のお金を流用していることは、周囲には薄々気づかれているし、私自身も納得している。私は自分の生活費は全部自分で稼がないといけない。

　食費は橘部長に甘えることにしたし、使うたびに上限額までチャージしてくれるお陰で、大学生協で買える物はなんとかなるけど、その他にも現金は必要。他大学にしかない本のコピー依頼もタダじゃない。

　悲しいかな、千円でも私にとっては貴重なのだ。

　だから、これまでだったら「ハイ、喜んでー！」と交代して、アルバイト先まで自転車を飛ばしていただろう。

　でも今日は、行きたくない。せっかく橘部長が会いに来てくれたから、少しでも一緒にいたい。

　私が沈黙した隙に、塩見さんが言った。

『ほな、頼むわ』

「あ！　待ってください！　無理です！　自分で行って！」

　私が慌てていると、急にスマホを取り上げられた。見上げたら、橘部長が私のスマホを持って画面を見つめている。何してんの？　と思っていたら何気ない仕草で通話を切られた。

「橘部長ー！　何してるんですかー!?」

「用件は終わったのだろう？　だから切った」

　電源も落として、彼が言った。

「塩見晴はる樹き？」

「バイトの、先輩です」

　なぜか詰問されているような口調で、私は内心びくびくしていたけれど、橘部長はやっぱり無表情だった。そのままスマホを返してくれないから手を出したのに、無視して話しかけてくる。

「……君の家は今いま出で川がわだったな」

「そうですけど、なんで知って…………ああ、そりゃ履歴書を見てるから知ってますよね」

　プチストーカーだもんね。

「あの、スマホ返してください」

「いやだ」

　そう言うと、私のスマホをスーツの胸ポケットにしまいこんだ。

　私が「いやだ、って子供ですか！　人のものを勝手にとるのはドロボーですよ！　ドロボー！」と言って迫っても、全然返してくれない。それどころか、私を一瞥して正門のほうへと歩き出した。慌てて追いかけたけど、怒っているようにしか見えない。

「スマホ返してくださいよ！」

「君の家に着いたら返す」

「家？　ってうちに来る気ですか？　え！　ヤダヤダヤダ！」

「同乗するか？」

　門の外まで出ると、そこに停まっていたのは黒塗りの高級車だった。これ、追突してはいけないやつじゃん。

　白手袋の運転手さんが降りてきて、後部座席のドアを開けて待っている。本当に存在するんだ……。

「一緒に乗り込むなんて目立ちすぎます。私は自転車で帰りますから……」

「わかった」

　いやだと言っているのに、私の家に行くのはもう決定事項らしい。それより、スマホを返してほしい。個人情報の塊なのに。そう思って口を開こうとしたが、先制された。

「電源は入れない。情報を抜いたりしない。君の家で必ず返す」

　塩見さんからの連絡を絶対に受けてほしくないんだろうな、と思った。無表情だけど、若干の苛立ちが見て取れる。仕方なく、私はその条件でスマホを預けることにした。




　家から大学まではいつも自転車で通っている。私は、史上最速で自転車を漕いだ。うちは厄除けで有名な神社のすぐ近くで、築年数が経っているから外装は古い。家賃も安い。でも中は改築してあるから内装は綺麗で、大家さんも優しくて、かなりの優良物件だった。

　急いで帰ったからなのか、橘部長の姿はなかったので、私はいつも通り駐輪場に自転車を置いた。窓を開けて換気しながらお茶の準備をしていると呼び鈴が鳴った。

「いらっしゃいませ……」

　呼んでないのに、なぜいらっしゃいませと言わなきゃならないんだと思いつつ、私は橘部長を部屋に招き入れた。

　アパートの一階で、通りに面しているから陽当たりは悪くない。アルバイトに行ってるか、研究室に入り浸っているかのどちらかだから、ほとんど帰って寝るだけの部屋。ベッドとテレビと小さい本棚だけでいっぱいの、狭いワンルーム。物が少ないから散らかることもない。友人を招いたこともない。

　初めての来客が橘部長だなんて、変なの。

　ローテーブルに紅茶を出して向かいに座ると、テーブルの上には私のスマホが置いてあった。

　良かった。取り上げられたままかと思った。私はスマホの電源を入れながら話しかけた。

「橘部長、楽しいですか？　なんか嬉しそうな気が……」

「楽しい。君の匂いがする」

「え、なんですかそれ。こわ」

「桜の薫り」

「ああ！　もしかしてこれかな？」

　アルバイト仲間から、誕生日にもらった桜のお香。他に練り香水も桜をくれた。理由は単純で私の名前が「桜」だから。春になるとやたらと桜餅ももらう。

　テレビ台にしているラックの下段に置いてあるお香を焚こうかなと橘部長に近づいたら、急に腕を掴まれた。

「うひゃあ、なんですか？」

「二人きりになったんだから、何かすることないか？」

「は？　何言って……」

　急に心臓がバクバクしてくる。何これ、何このシチュエーション。熱を感じるくらい、体の距離が近い。

「顔が真っ赤だが、血管大丈夫か？　切れないか？」

「え、やだ！　見ないでください」

「いや、可愛い」

　そう言って橘部長は私の頬を撫でてキスしてきた。

　これは恋人同士のキスだ。新幹線の中でされたような、奸かん濫らんな舌使いで私を翻弄していく。蕩けそうで下腹部が疼いた。自分の体が変。熱っぽくて心臓が早い。

　そのドキドキしている私の胸に、彼の指が触れる。腿に掌が触れる。腰に手を回されて抱き寄せられ、首筋にキスされた。

　もうとっくに一線越えているのに、今さら恥ずかしい。

「待って！　さっき自転車爆速で漕いだから汗かいてます！　離してください！」

「構わない。むしろこのままのほうが」

「うわ！　変態発言！　はーなーしーてー！」

　拘束しようとする腕から逃げ出したけど、橘部長は後ろから私の体をひょいと抱えた。痩せっぽちの私は軽いんだろう。いとも簡単にベッドに放り出されて、心臓は壊れそうなくらいに早くなってきた。





橘部長に質問する






　ネクタイピンをローテーブルに置くと、ネクタイを解いてジャケットを床に投げ捨てた。

　その乱暴な様が普段と違ってドキドキしてくる。頬とか耳とか、顔のあちこちにキスしながら私の服を脱がせようとするから抵抗した。

「ほんとに、だめです！　夫婦間でも恋人同士でも、合意なしに無理やりやったら犯罪ですよっ！」

　そう叫んでから、そういえば私と橘部長って一体どんな関係なんだろうと思った。

　婚約者？　恋人……？

　なぜかしっくりとこない。

　そこで、私は未確認事項があることを思い出した。

　この人の気持ちがわからない。そう言えば、まだ答えてもらってない。わからないことは、即質問してしまおう！

「ねえ、橘部長、私のこと好きなんですか？」

　橘部長が一切の表情を消した。慣れてきたと思っていたけれど、今何を考えているのか、全然読み取れなかった。しばらく沈黙したあと、呟くように言った。

「わからない」

「何それ、酷いです！」

「わからない……説明、できない……だが」

　彼が、ベッドの端まで逃げていた私の腕を掴んで、自分のほうへと引き寄せる。

「君にはずっと触れていたい」

　抱き締められてびっくりした。ちょっと痛いくらい。多分、橘部長はありのまま答えてくれたんだと思う。不器用で変な人。

　さっき、窓を閉めてエアコンをつけたから、部屋の空気はひんやりしている。

　彼の身体も冷たい気がしたから、その背中に回した腕に力をこめて、一度ぎゅっと抱き締めたあと、私は少し身体を離して見上げて言った。

「私は橘部長のこと、好きですよ」

　相変わらず無表情だったけどわかる。照れている。

　可愛い。そう、思ってニコニコしていると、彼が小さな声で言った。

「君に会いたくて、大阪出張してきた」

「それ……職権濫用じゃないですか」

「じゃあ、次からは出張がなくても来ていいか？」

　そう言われ、私は多分、顔が赤くなっていたと思う。

　用がなくても会いたい……と、そう思ってくれているのだとわかって、恥ずかしくてうまく返事ができなかった。何も言えずにいると、指先で胸を愛撫してくるから、その腕を掴んで抗議した。

「そういう口説き文句を言う時は、微笑んでください！」

「努力する」

「お願いします。いいですよ、しましょう！　えっちなこと！」

　笑いながら私からキスをしたら、少しだけ笑い返してくれた。

　うわあ！　笑った！　一瞬だったけど。

　遮光カーテンだから灯りを消すと部屋は暗い。でも外からはバイクのエンジン音や、大通りの喧騒が聞こえてくるから、昼間っからセックスするんだな、と思うとなんだか恥ずかしかった。

　着ていた服を全部脱がされ、ベッドに押し倒されて、至近距離にはドストライクの美貌があるから、私は見惚れていた。

「夕飯は浄土寺の店に行かないか？」

「ん……ああ、哲学の道、とか……銀閣寺が……あっ……近いから、いろいろお店ありますもんね……ああっ！」

　胸の先端をきつく吸われて悲鳴に近い嬌声を上げてしまった。慌てて口を手で押えているのに、彼は構わず私の全身に舌を這わせている。くすぐったい。

「……でも、私、お金がな……」

「生計を一に」

「ああ、はい、そうでした。お言葉に甘えます……んっ……！」

　お臍のあたりを舐められて身をよじっていると、膝を開かれてしまった。

「ちょっと、待ってください！　恥ずかしいから、見ない……え？　……ああぁんっ！」

　彼が何も言わずに秘部を舐めるから思わず混乱した。知識としてそういう行為をすることは知っていても、実際にされると、とんでもなく背徳的な気がした。全然綺麗じゃないと思う。

　でも、濡れた秘裂を舌で開かれていると、おかしくなりそうなほどに気持ちいい。

「ああ……あ、やっ……ん……」

　愛液が溢れる。どこから出てくるの、あの体液。とぷっとこぼれてくるような感覚さえ気持ちいい。舐められているとどんどん濡れてくるから、ぴちゃぴちゃと卑猥な音がして、舌が触れているところだけじゃなくて身体中が熱くなる。

　性器を口で愛撫するなんて……と考えて、そういえば私は同じようなことをいきなりしたんだったと思い出した。

　うわ、めちゃくちゃ恥ずかしい。絶対、順番間違えていた。

「今考え事してないか？」

　話しかけられたので橘部長を見ると、やや不満げに眉を下げている。いつも無表情なのに珍しい……と思ったけど、考えるなと前回言われていたのに、また考え事していたのは確かによろしくなかったと反省した。

「ごめんなさい……あの……先週の私、いきなり口でするとか恥ずかしかったなと思って」

「ああ……下手で可愛かった……」

「下手で可愛い？　何それ！　一生懸命頑張ったのに！」

　物凄く恥ずかしくて両手で顔を覆っていると、両腕を掴まれた。綺麗な顔で不思議そうに覗き込まないでほしい。

「恥ずかしいのか？」

「当たり前です！」

「可愛かったんだ……。そのままでいい。今は『される』ことに慣れてほしい。ここ、まだ小さい」

　ここ、と触れられたのは陰核クリトリスで、私はびくっとして足を閉じた。でも橘部長の手を挟んでしまっただけで、指がくにゅくにゅ動いてる。

「んん！　ああぁ、いや！　触らないで……」

　私が拒否しても、やめてくれなかった。唾液と愛液で濡れているから、ぬちゅぬちゅと卑猥な音がする。擦れると気持ちよくて腰が勝手に揺れていく。

「んっ……あ……あんっ……小さいって……大きくなるんですか……？」

「勃ってきた。足を開いて……」

　陰核の上を指でくちゅくちゅと撫でながら、左手で膝を掴んで足を開かれる。とろりと愛液が溢れる感触がした。顔を近づけないでほしいと思っていたら、急に吸いつかれて私は悲鳴を上げた。

「いやああぁっ……！　あっ……ああ……やっ、あぁん！」

　吸引されて足がガクガクと震える。腰と背がのけ反って、お腹が生き物みたいにびくびくしていた。気持ち良すぎて頭がおかしくなりそう。強く吸われるたびに、じゅっじゅっと音がして、酷くいやらしくて怖いくらいに震えた。

「大きくなった。見る？」

「やだぁ、恥ずかしいです……」

　泣きそうになりながら、目を閉じると、私の耳元に顔を寄せて言った。

「教えてくださいと言ったのは君だろ」

「……あぁっ！」

　耳を舐められるとくすぐったくて気持ちいい。ちゅ、と軽くキスされて、頭がぼんやりしてきた。

「うん、教えて……橘部長……」

「……役職ではなく、私の名前を呼んでくれないか？　わかるか？」

「宮燈、ですよね」

「父がつけたそうだ……私が唯一、父からもらったもの」

　社長の笑顔を思い出して違和感を覚えた。あんな優しそうな人なのに、唯一？

「桜」

　名前を呼ばれて思考が停止した。なんだか胸がきゅっとなる。

　腿を両手で押さえつけて、橘部長が私を犯す。また、何も考えられなくなる。

「………んっ、あっ、あぁっ……！」

　無表情のまま私の中をゆっくり動いている。擦れ合って気持ちいい。また愛液が溢れてくる。

　声を出さないようにと思って口をきつく閉じた。熱が陰にこもって肩が震える。シーツの衣擦れの音と、私の吐息が恥ずかしい。この前みたいに最奥じゃなくて、もっと手前をずっと攻められている。ズキズキしているような疼きが快楽に昇華されて、何かが波のように断続的に押し寄せてくる。襞がひくひくしている。

「……はぁ……そこ、気持ちよすぎ、て……変……です……」

「こっちは？」

「ん……そこも気持ちいい……」

　かき回すように抉られて、全部気持ちいいから、我慢できなくてあんあん喘いでいた。片足を持ち上げられて、当たる場所が少し変わると電気が走ったみたいに震えた。

「やだっ！　そこだめっ！　ああ……ああぁぁぁっ！」

　何が違うのかわからないけど、物凄く気持ちいい。擦れ合って引っかかれて、ぐちゅぐちゅに溶かされて、私は気を失いそうになっていた。





橘部長は眠らない






　体を重ねていると、気持ち良くてどんどん濡れてくる。気を失いそうになるから、彼だけを見て、何も考えないようにした。撫でつけている前髪が少し乱れている。やっぱりいつもと違う。私だけが知ってる表情、私だけに触れてくれる温かい手。押さえつけて逃がさないようにするキスは激しくて息ができない。私はこの人が大好きだ。

　そう思っていると、急に「桜」と名前を呼ばれた。絡めていた指に力を込められて、切なくて何かが溢れそうなくらいに気持ちいい。どろどろに蕩けた私の体から、ぐちゅっと卑猥な水音がする。深く抉られて快感で腰が跳ねた。

「あっ……！」

　視界が白に染まる。びくびくと足が震えるのを自分の意思では止められなくて（ああ、中でいかされたんだ）と思った。火ほ照てって痙攣している身体は自分のじゃないみたい。

「……はあ、なんか、今物凄く気持ちいい……」

　橘部長の視線が揺らいだから、自分で口走っておきながらめちゃくちゃ恥ずかしくなって横を向いた。

「なんでもないです！」

「……とても綺麗だった」

「はっ？　え？　き、綺麗とか初めて言われたんですけど」

「もっと見たい。桜の、その綺麗な顔……」

　キスされながらまたゆっくり揺さぶられて、そのあとは夢中で、もうよくわからなくなっていた。




「あぁぁ……はぁっ……も、許して、いや」

「まだ大丈夫」

「あっ……いく、いっ……ぁあんっ！」

　何度も何度も敏感なところを攻められて、私は繰り返し達していた。震えて悦よろこんでる私を見ている橘部長は少しだけ嗜虐的な表情になってきて、それを凄まじいくらいに綺麗だなと思っていた。

　喘ぎながら「もう許して」と譫うわ言ごとのようにお願いして、やっと奥まで入れてもらう。待ち望んでいた奥への衝撃は重たくて、慣れない私には痛みのほうが大きかった。

　でも溺れた私は、嬉しくて抱きついて喘いで、酷い顔だったと思う。

　私が首に腕を回していたから、彼の表情を見ることはできなかったけれど、首筋に感じる甘い息遣いに、私は興奮していた。

　奥にくる。昇りつめていくのがわかる。陰茎がさらに硬く大きくなって、私の中に吐精しようとしているのがわかる。

　でも、薄い膜に隔てられている。あの初めての夜みたいにしてほしいのに。

　理性を超えたその思考に、自分自身が驚いた。好きな人と離れたくなくて、自分から絡みついていく。

「あっ…………！」

　私が喘ぐのと同時に、彼が動きをとめた。中で脈動しているから、いったんだなーと思っていた。

　セックスって全身運動だ。疲れた。急激な眠気に襲われて、視界に靄がかかったみたいにぼんやりしている……。

「……桜？　大丈夫か？」

「だ、いじょぶ……じゃないです……」

　物凄く気持ちいいし、幸せ。

　そういえば、昨日はゼミの準備であんまり寝ていないんだった。そのまま私は、気を失うように眠ってしまった。




　名前を呼ばれて目を覚ましたら、壁にもたれて座っていた橘部長が私を見下ろしている。無表情だったけど、なぜか優しい顔に見えた。

「ごめんなさい。寝てしまいました！」

「寝かせてやりたいが、もう時間だ」

「あ、夕食ですね！　楽しみです！」

　三十分くらいは眠っていたみたいだったから、ずっと待たせていたのが申し訳なくて起き上がって謝ると、橘部長が私の髪を撫でた。

「いや、君の寝顔を見ているのが楽しかった」

「ずっと見てたんですか!?」

　無言だったが、肯定だと思う。見る以上のこともされてそうで怖かったので、もう聞かないことにした。急いでお風呂に入って着替えようとしたけれど、食事に行くのに相応しい服がない。

　クローゼットを探してもシンプルなシャツワンピースしかなくて、いわゆる「デート用の勝負服」がないことに改めて気づいた。

　独り暮らしをするようになってからは誰とも付き合ってこなかったし、お洒落に使うお金の余裕はほぼなかった。それが当たり前だと思っていたけれど、なんだか恥ずかしいし、悲しくなってしまった。

「ごめんなさい。可愛い洋服とか持ってなくて……」

　表情がないのはともかく、橘部長は芸術品のように秀麗なので、隣にいると申し訳ないなあと思う。せめてスーツなら目立たないけど、リクルートスーツでお食事に行くのもなんだか変な気がする。

　食費が浮いた分で、夏物を一着買おうかな。アルバイト先にいつも可愛い服を着ている後輩がいるから教えてもらおうかな。そう思いつつ、玄関先で、誕生日プレゼントにもらった桜の練り香水をつけていると橘部長が呟いた。

「十分、可愛い……」

　え、と思って振り返ったら、真剣な顔で私を見つめていた。

「君はそのままでも可愛い。だが、君がもっと着たいと思ってる服があるなら買ってほしい。やはり現金を振り込……」

「いーりーまーせーん！　自分で買いますから！　次は期待してくださいね！　めーっちゃ可愛い服着てびっくりさせますから！」

　私がそう言うと、彼は能面のような顔で「楽しみにしている」と言った。




　橘部長に連れていってもらったのは、私でも聞いたことのある有名店だった。ここは予約が取れないことでも知られているのに。前々から準備していたのかな。

　自然の恵みいっぱいのお料理は見た目も美しいし、何よりとても美味しかった。あまり強くないのに、お酒もたくさん飲んでしまった。大将とのお話も楽しくて、お店にいる間ずっと笑っていた気がする。橘部長は相変わらず無表情だったけど、空気が柔らかいから楽しいんだろう。それが素なのだろうから放っておいた。

　胃が慣れていないのか、コースの最後は食べきれなくて「橘部長にあげます……うう、悔しい、全部食べたかった」と半泣きで譲った。

　橘部長は細いのに綺麗に全部食べていたから、素直に感謝して尊敬した。お残しはしたくない。

　迎えの車が来てくれて、さすがにこの時間ならいいだろうと家まで送ってもらう。

「ありがとうございました。かまどで炊いた白いご飯がとっても美味しかったです」

「ああ」

「橘部長は帰るんですよね？　ご実家ってどちらですか？　もしかして下しも鴨がも？」

「そうだ」

　え、マジで。適当に言ったんだけど。

「君のご両親に挨拶した翌日は、私の実家にも来てほしい」

「もしかしてお母様がいらっしゃる？」

「そうだ。父はほとんど東京で過ごしているから、実家には母が一人で暮らしている」

「そうなんですね。じゃあ、今日もきっと帰りを待ってらっしゃるでしょうね」

　お泊りできるのかなーと思っていたから、ちょっと寂しかった。私の狭いワンルームに泊まるのも無理だし、当たり前か。私が俯いていると橘部長が言った。

「川かわ下した、すまないが、しばらく後ろは気にしないでもらえるか？」

「かしこまりました」

　壮年の運転手さんは慣れた様子で、運転席と後部座席の間にある仕切りを一部スモークにする。ナニコレ凄い！　とびっくりしていたら、橘部長が私の腕を引いてキスしてきた。狭い車内で。そこに運転手さんもいるのに。もちろん、運転中だから前を向いているけれど。

「ん……」

　舌を絡めていると、蕩けるように身体に力が入らなくなる。服の上から胸に触れられて腰が揺れる。それを彼の腕が抱き留めた。酸素が足りなくて頭がふらふらしてくる。今出川通りを真っすぐ進むから、ほんの十分程度で着く。もう家に着く。身体を離したくない。

「宮燈さん、帰っちゃやだ」

　私の一言が引き金になって、そのあとは止まらなかった。運転手さんにはひたすら謝って、少しだけ待っていてもらう。部屋に入って二人で服を脱ぎ捨てて、乱暴な即席のセックスをした。ぐちょぐちょに濡れていたから前戯すらも必要ない。ただ性欲を満たすためだけのセックスで、きっと明日になったら恥ずかしいと思うだろう。でも気持ちよかった。求めてくる橘部長が可愛いから、全部受けとめて、私は意識を手放した。

　喉が渇いて夜中に目が覚めて、服を着ていたからびっくりした。部屋中探したけど、もちろん橘部長はいなかった。「帰っちゃったんだ」と呟いた言葉が、一人の部屋に響くから、寂しくて涙がこぼれてくる。一人が寂しいなんて思ったのは初めてだった。

　しばらく泣いて（あれ、そういえば鍵どうしたんだろう？）と気がついた。玄関のドアを見ると、ちゃんと施錠してある。

　私のは？　と思ってバッグを探ると、自分の鍵はそこにあった。

「あ、合鍵を勝手に作らないでよー!!」

　私が寝ている間に何してるかわからない。

　次からは絶対、先に寝ないようにしようと心に誓った。





橘部長と再び約束する






　土日の私のスケジュールは、大抵の場合、朝から晩までアルバイトで埋まっている。

　昼休憩が、たまたま他大学二回生の佐さ藤とう夏なつ海みちゃんと一緒だった。なっちゃんは今日も可愛いから、私は「いつもどこで服買ってるの？」と聞いてみた。すると彼女は大きな目をキラキラさせて言った。

「どないしはったんですか、桜さん！　彼氏ができたんです？　まさか塩見さんちゃいますよね!?　あの人はあかんよ！」

「……なんで塩見さん？」

「えー、どう見ても塩見さんって桜さんを気に入ってますやん。でも、ほんまにあかんよ。金がのうなると、すぐ女に貢がせてるクズやさかい」

「うわあ。心の底から遠慮しとく」

　なっちゃんから御ご幸こ町まち通りのセレクトショップを何軒か教えてもらったので、夜のアルバイトまでの時間で行ってみようかなと思う。

　昼は回転寿司屋でくるくる働き、夕方は病院の調理場で皿洗いをし、夜は閉店後のスーパーの清掃をして、清掃会社の社長にをご飯を食べさせてもらってから帰るのが日課だった。社長は若い頃に苦労したから、と貧乏な私にいつもご飯を奢ってくれる。時間がない時はお弁当を買ってくれる。本当に私は、恩返ししなきゃいけない人がたくさんいる。

　くったくたになった午後十一時過ぎ、私のスマホが振動した。仕事が終わったタイミングだったから、完全に把握されているなと思った。

『夜分にすまない』

「橘部長！　うちの鍵返してください！」

『……いやだ』

「また、そういう子供みたいなことを……」

『明日は時間取れないか？』

「……明日は夜シフトなので、昼間は空いています……と言うか、多分わかったうえで電話してますね？」

　プチストーカーから、ストーカーに格上げしたほうがいいかもしれない。いや、格下げか。

　相談したいことがあるからと言われ、ランチを一緒に食べることになった。橘部長が東京に戻る前に、多分一度は連絡してくるだろうとは思っていた。

「ふふふ、お前の行動は予測ずみだ！　橘宮燈！　今日買った服着て『可愛い』って言わせてやるからな！」

　そう意気込んだが、そう言えば「そのままでも可愛い」と言ってくれてたんだった。あらやだ空回り。でもいい、お洒落は自己満足だ。




　翌日、私は、襟に花の刺繍が可愛いふんわりトップスに、これまたふわふわのチュールスカートという甘々ガーリーな格好をしてみた。髪も頑張って、ゆるふわに巻いてみたりした。アルバイト先が飲食店なので、禁止されているから爪には何も塗れない。だから、ぴかぴかに磨いておいた。

　やらかした感があって、なんか恥ずかしい。でも、誰かとの「約束」がこんなに嬉しいのも、時間をかけての身支度がこんなに楽しいのも、私にとって初めてのことだった。

　迎えの車に乗って、丹たん波ば口ぐち近くのお店へ行く。個室へ案内されるとすでに橘部長がいた。私を見たとたん、無表情のまま「今日は、特に、可愛い……」と呟いた。

　よし、勝った！

　でも同時に私は負けてしまった！

　前髪を下ろして、襟のない白シャツに黒いジャケットを羽織っただけの橘部長がかっこよすぎて眩暈がした。いつもスーツだし、クールビズでもネクタイをしているから、こんなにラフな格好は初めて見る。

「まままま前髪、反則ー！」

「……？　何に対して反則なんだ？」

「とにかく反則です。カッコイイ……」

　言われ慣れているのか、橘部長は特になんの反応も示さなかった。

　容姿のいい人って言われすぎると「褒められるのは顔だけか」といやになるらしいので、もしかしたら橘部長もそうなのかもしれない。でも、正面に座ると美しすぎて直視できない。

　ほんの少し斜めに座った私を、彼が不思議そうに見ていた。

　本格的な京料理のお店だったので、旬の京野菜がたくさん出てきて、私はとても嬉しかった。

　私が笑いながら「この葉とうがらしの炒め煮も美味しいですね～」と言うと、「桜は好き嫌いがないのか？」と聞かれた。

「ないですね！　何でも食べます！」

「そうか。それは良かった……」

「どうしたんですか？」

「一昨日も今日も、私が行きたい店に連れて行ってばかりだから、君の好みに合っているか気になっていた」

「お気遣い、ありがとうございます。橘部長は優しいですね」

　私がそう言うと彼の箸がピタリと止まり、そのまましばらく動かなかった。

「どうしました？　金縛りですか？　何かに取り憑かれました？」

「……冷たいと言われることは何度もあった。優しいと言われたのは初めてだ」

「あれ、そうですか。みんな見る目ないですね！」

　アハハと笑っても、橘部長は無表情だった。そして言った。

「桜、私と結婚してほしい」

　二回目のプロポーズにびっくりした私は、あやうく鱧しゃぶの鍋をひっくり返すところだった。

「急になんですか。来週には婚姻届も出しますよ」

「私なりに考えた。でもどうしても君に対する感情が説明できない。君の全てを知りたい。君を誰にも見せたくない。だから結婚してほしい」

「うん、思考がストーカーの変態ですね！　そうだ！　合鍵返してください！」

「勝手には入らないから持っていてもいいか？」

「住居侵入しないとか当たり前です。仕方ないですね……その当たり前が守れるならいいですよ」

　もう返してくれないだろうから、約束だけは守ってもらおうと思う。それから橘部長からの「相談」が始まった。

「生計を一に……の話ですね？」

「そうだ。これから卒論準備も本格化するのに、こんな過密なスケジュールで働いていたら、体を壊すぞ。なるべく論文の準備に時間を使いたいだろう？」

　それは確かにそうなのだ。私の研究内容を考えると、附論部分も多いので、整えるのに時間がかかる。時間は欲しい。とても。

　本当は大学院に行きたかったけれど、それは諦めた。だから、この卒業論文は精一杯の力で作り上げたかった。誰にも言ってなかったけれど、本当に心血を注いで書いている論文だった。

「全て辞めろとは言わない。君が自由にすればいい。だが、減らしてほしい」

　ここまで甘えていいんだろうかと思う反面、とてもありがたい申し出であることは否めない。しばらく黙っていると彼が言った。

「君の奨学金も、ご両親が使っているのだろう？」

　借りた奨学金を、使うのは親で、返すのは私。一文なしどころか、借金を抱えた妻なんて、夫になる彼からしたら迷惑でしかないだろう。咎められた気がして身がすくんだ。

「ごめんなさい」

「謝るな。承知している。だから、家賃や生活費を私が負担したい」

「……すみません」

「それに、私も週末しか時間が取れないことがほとんどだから……」

　そこで彼が言葉を切ったから、俯いていた私は顔を上げた。

　ちょうど、コース最後のフルーツが運ばれてきた。給仕の方が下がると、また部屋の中がしんとする。橘部長は無表情だけど、次の言葉をためらっているように見える。

　ああ、言葉に詰まったのは、照れてるからなんだ。この人、昨日のように、一日中私が働いていて会えないのがいやなんだ。

「お言葉に甘えます。先生からも先輩からも、そろそろアルバイトを減らしたらどうかって言われていたんです。だから、とても助かります」

　私が笑うと、橘部長が笑った。

　それはそれは綺麗に笑ってくれた。

　こんな蕩けるみたいな表情、見たことない。きっと私の顔は真っ赤になっていると思う。

　しかも、この瞬間を独り占めしているのだと思うと浮かれてしまって、私は心の中で（ここが家なら押し倒すのに！）と思ってその笑顔を見つめていた。





小話　清川桜を観察している






　橘家は双葉総合商事の創業一族ではあるが、株式の保有のみで実質的な経営からは遠ざかっていた。だが、政界にも顔が利く父が副社長に任命され、私は父に請われて私は長年勤めていた銀行を退職し、本店財務部グループ資金管理課長になった。なお、父の地盤は兄が継ぎ、兄は地方自治体の議員をしている。彼は全くと言っていいほど経営に関心がない。

　当時、私は三十一歳になったばかり、しかも中途採用の余所者で、若年の私が課長として着任したことで、周囲からの風当たりは強かった。だが、気にしていても仕方ないので淡々と仕事をこなしていった。

　前任者があまり仕事熱心ではなかったらしく、業務を改善していただけだったが、相対的に評価され、入社から二年で、課長から秘書部長に昇進した。

　古参の社員からは「金融業界にいたのだから、財務管理ができて当たり前だろう」と、相変わらず反感を買っていたらしいが、どうでもいい。ああいう連中は、どうせ何をやっても文句を言うに違いない。




　秘書部秘書課庶務係は圧倒的に女性社員が多い。この部署は本当に苦手だったが、同じフロアにいるのだから毎日顔を合わせることになる。昔から女性に言い寄られることは多かった。だが、秘書部長になってからはことさらに酷くなって正直うんざりした。

　自分でも冷淡だなと思うほどの態度で接していたのだが、なぜか近づいてくる女は後を絶たない。人事部へ異動が決まった時には、本当に心の底から安堵した。

　これまで、それなりに女性と付き合うこともあったが、「どうして笑ってくれないの？」「私のこと、本当に好きなの？」と言われても困るだけだった。自分なりに好きだから付き合っていたつもりだったが、結局は「あなたには人の心がないのね」と言い残して去っていく。何度も繰り返されて、きっと私には何かが足りないのだろうと思うようになった。

　できるだけ女性とはかかわらないようにしよう。そう思って仕事を積み重ねてきたのに、予想外の場で巡り合ってしまった。




　束ねた髪が元気よくクルクルと跳ねている。役員専用エレベーターに満面の笑みで颯爽と乗り込んできて、杉岡の制止も聞かず文句を言う彼女を、面白いと思った。

　一体どんな人間なのだろうと興味が湧いて、杉岡には退いてもらったが彼女には踵を返された。もうエレベーターが十二階についてしまう。

　どうせあとで会うのはわかっていたが、離れがたい。そう思っていたら、彼女の髪の毛が私のスーツのボタンに引っかかった。

　杉岡が取ろうとしてくれたが、なぜか絡まって取れない。私は心の中で（杉岡さん、ありがとうございます）と呟いていた。

　杉岡は、私が役員になった昨年から付いた秘書で、とても真面目。「社内では必ず『杉岡』と呼び捨ててください。敬語も使わないでください」と念を押されている。派閥に属さない彼は、数少ない私の味方でもあった。

　小声で「すみません……」と謝っている彼女が可愛い。桜の薫りがする。

　髪を切ってしまったので、詫びを言ったが、彼女は気もそぞろな様子だった。四次面接に遅れそうなのが気になるのだろう。焦っている顔も可愛い。

　彼女がフロアから出ていってから、あらかじめ採用担当から預かっていた資料一式を、施錠していたキャビネットから出す。これから面接を行う学生の履歴書等が揃えてあるのだが、それを杉岡が見せるよう促したので、全部まとめて渡した。おそらく先ほど出会ったあの学生の資料を探したいのだろう。

「あいつ、どこの大学だ……」

　バサバサと紙をめくっていた杉岡の手がとまる。

　苦虫を噛み潰したような顔。まさに、苦虫だったのだと思う。

「……あの小娘……Ｋ都大……」

　Ｋ都大学に落ちてＫ戸大学に行った杉岡にとって、Ｋ都大は鬼門。

　彼女があのエレベーターの中で大学名を口にしていたら、おそらく杉岡は、もっと屈辱的な気分になっていたと思う。

　面談場所の前室で杉岡が言った。

「部長の後輩でしたね、あの清川とかいう小娘」

「……そうだな」

　京都の大学だったのは好都合だ。コネクションを使えば、成績表やその他いろいろな情報も手に入るだろう。




　面談場所に入ってきて、開口一番に彼女は「あー……部長さん……人事部長さんだったんですね。さっきはすみませんでした」と言ってきた。落ちたな、と思い込んでいる顔だった。

　通り一遍の志望動機だったが、質問に対する答えはなかなかに鋭かった。さっき見せた素の姿とは違って、面談ではゆっくりと話す。切り替えができるのだろうなと思った。育てれば伸びる人材かもしれない。……声が柔らかく聞きやすい……可愛い……と思考が脱線しそうになるのをなんとか軌道修正しながら面談を終えた。

　その日の全面談を終えて、採用担当・林からの補足説明を聞きながら、定型テンプレートの面談シートにメモしていた意見をまとめた。

　待合室での様子など、学生に一番身近な採用担当でなければわからない、素に近い部分を教えてもらいながら、最終面接に上げるかどうかを判断する。

「清川さんは……待合室への到着が遅かったですね。面談予定時刻ギリギリでした」

「それは理由を聞いたか？」

「いえ、何も言いませんでした」

　私が無言だったから、林は自分がミスしたと思ったのだろう。「すみません！　次からは理由を聞くようにします」と恐縮していた。それに対して私は特に何も言わず、質問を続けた。

「林くんは、彼女をどう見る？」

「天才肌にありがちな、ちょっと不思議ちゃん系ですね。部長に似ている気が……あーいえ……なんでもないです。つねに答えを求めようとしているのは、彼女の長所でも短所でもあるかと。素直だと思いますよ。一緒に仕事をしたら面白そうです」

「……そうか」

「ただ、ちょっと疲れてるかな、と気になります。第一志望ははっきり聞いていませんが、おそらく財閥系商社。財閥系は今週から最終面接も始まっていますが、彼女はまだ呼ばれてないようなので、憶測ですが……難航しているのでしょう」

　会社側は、当然、採りたい人材から順に最終面接するから、まだ呼ばれてないということは残念ながら下位グループなのだろう。

「疲れている？」

「資料にもある通り、清川さんは入学金・学費ともに全額免除されています。親から仕送りもなく、奨学金とアルバイトで生活しているようです。就活も終盤戦で、だいぶ疲れているのだろうなと感じます」

「燃え尽き症候群バーンアウトか？」

「そう見えますね」

　通しても、役員面談には来ないかもしれない。そう思った。

　だから、彼女が来ると聞いて、私は面談スケジュールを確認し、控え室へ行った。

　ひとつに纏めた髪は、乱れることなく整っている。可愛い。思わず手を伸ばして髪に触ってしまった。

　……触ってしまったのだ。

　人前で撫でるわけにはいかないから、叩いておこう。

　ぽんぽん叩くところを採用担当の林に凝視されていた。勘がいいから何か気づいたかもしれない。何か聞かれる前に私は逃げた。

　経営戦略会議に専務が来ておらず、開始が遅れていた。社長は総合職新卒採用面接のため不在。今日の責任者である副社長がいるのだからもう始めればいいのに、専務派の若い副社長が頑として「専務を待ちましょう」と言うのでなかなか始まらない。時間が無駄にすぎる。

　私は無言で離席した。

　会議室に細波のように動揺が広がる。私が気分を害した、そう思ったのだろう。

　部屋の隅に控えている秘書連中も慌てていた。杉岡がまず副社長のところへ走るのが見えた。謝罪し、私の跡を追うのだろうが（このタイミングなら撒ける）と思った。

　役員面談の控え室にいくと、ちょうど清川桜の面談が終わったところのようだった。

「また会えるのを楽しみにしている」

　私がそう言うと、彼女は笑った。私を見上げて、嬉しそうに笑っていた。その瞬間、彼女の存在は私の中で、特別な何かに変化した。

「橘部長！　急にどっか行かないでください！」

　案外早く、杉岡に見つかってしまった……。

　もう少し会話したかったのだが。

　会議室に連れ戻される。専務はまだ来ていなかったが、私が席に戻ったので、会議が始まった。




　……新卒採用の役員面談の結論にまでは、簡単に口出しできない。

　もちろん、人事部長という立場でもある以上、総括はするが、最終的な判断について私は意図的に外されている。

　だが、清川桜の採用に関しては、採用・不採用でもどちらでもよかった。

　もう情報は手に入れているのだから。彼女がどこに行こうが追いかけるつもりだった。





橘部長がご挨拶する






　岡山市内、旭川近くの住宅地。

　うちの狭い実家に、橘部長がいる。

　物凄く違和感があった。

　工場の横にある掘っ立て小屋みたいなのがうち。ボロボロだけどリフォームするお金もない。なんとなくじめっとしているし、つねにどこからか隙間風が吹いているからいつも寒い。玄関からすぐに居間があり、そこに卓袱台がある。廊下などというモノはない。申し訳程度に暖簾があるけど、これも物心ついた時から同じ花柄。もうくすんで全体的にクリーム色になっている。もともと何色だったか覚えていない。

　両親と向かい合って、私と橘部長が並んでいるけれど、実家なのに落ち着かない。座布団も一番綺麗なのを出してきたのだろうけど、明らかにお粗末。そこに、いかにも高級そうなスリーピースのスーツを着た橘部長が、優雅に正座している。

　……うん、やっぱり物凄く違和感がある。

　台所にいる何も知らない中学生の弟が、高校生の妹に向かって「あのおじさん何しに来たん？　区役所の人？」とこそこそ話しているのが聞こえる。借金取りには見えないから、お役所とか税務署の人に見えなくもない。そのおじさんは一切の表情筋を緩めることなく口を開いた。

「お嬢様である、桜さんとお付き合いさせていただいております。結婚をお許しください」

　両親が絶句していた。

　弟は「え、誰がお嬢様？　姉ちゃん？」と呟いていたが誰も返答しなかった。わりとしっかり者の妹も両親同様にぽかーんとしている。

　結婚を前提にお付き合いしている人が挨拶に行くから、こういう人だから、と事前に伝えてはいたけれど、橘部長を目の当たりにしたら現実味がなかったんだろう。

　机の上に置いてある京都の老舗和菓子屋の手土産。その横に、橘部長の名刺。見るからに仰々しい肩書。『双葉総合商事株式会社 常務取締役 人事部長 橘宮燈』

「……うちの、桜でいいんですか？」

　父が情けない声で言う。そりゃそうだ。同じ年の彼氏～とか、バイトで知り合った先輩～とかでなく、二十一歳の長女が三十六歳の上場企業の役員をうちに連れて来たんだから。いきなり世界が違いすぎる。

　しかも橘部長は、恐ろしいほど容姿端麗。無表情だが、今は真剣な顔に見える。困惑して当然だと私は思っていた。

　一生懸命働いているアリさん家族の土くれの巣穴へ、鶴が舞い降りてきたようなものだ。働きアリ一家の清川家は呆然と鶴を見上げるしかなかった。

　私も聞きたい。私でいいんですか？

「桜は、親の私が言うのも手前味噌で恥ずかしいのですが、頑張り屋で親孝行な娘です。苦労ばかりさせて申し訳ないと思っています。しかし、まだ子供で世間のことなんかなんにもわかっちゃいません。だから、そのー……お偉い常務さんなんかに、はたして釣り合うのかと……」

「私が桜さんを妻に、と望んだのです」

　橘部長は、無表情のまままっすぐ言う。

　いつもよくしゃべる明るい母が、なぜかずっと黙っていた。

「桜さんが学生であることは承知しております。本分である学業は決して邪魔をしません。結婚式も卒業論文の終わった二月下旬に、と考えております。お許しいただけますか？」

「桜は？」

　急に母が私の顔を見た。なんだか怖い。

「え？」

「桜は納得してるのね？」

「う、うん。もちろん」

　戸惑ったが頷いた。そりゃ私も半信半疑だけど、両親に挨拶までしている橘部長をこれ以上疑うのも変だろう。

　両親が顔を見合わせてから、頭を下げた。

「不束な娘ですが、よろしくお願いします」

「ありがとうございます」

　両親と同じく頭を下げてそう挨拶した橘部長は、やっぱり無表情だった。




　岡山駅直結のホテルにチェックインして、私はベッドに倒れこんだ。昼に京都駅で待ち合わせて、構内で昼食をとり、二人で新幹線に乗って岡山まで帰った。グリーン車も初体験だったけど、ホテルの最上階エグゼクティブスイートに泊まるなんてことも、生まれて初めてだ。ベッドが気持ちいい～！

「ふぁー！　自分ちなのに緊張したー！」

　疲れていたから、ふかふかのベッドの上にいると眠ってしまいそう。そう思っていると、橘部長がジャケットとベストを脱ぎ、ネクタイを寛げて私を抱き締めた。

「わわ！　何なんですか、急に」

「抱いていいか」

「だ、だめです！　お風呂入りましょうよ。夕飯もまだなのに」

「桜を抱きたい」

　首にキスしながら耳元で言うから、背筋がゾクゾクした。そのまま流されそうだったけど、彼の体を腕で押し返して言った。

「いやです。お風呂入りましょう」

「一緒に？」

「いいいい一緒に!?　その発想はなかったです。……え、夫婦って一緒に入るものなんですか？」

　そういうものなの？　と混乱していると、彼は返事もせず、私を抱えた。

「や、やだ！　下ろしてください！　一緒にとか恥ずかしいです！　それに、絶対えっちなことするでしょ!?」

　橘部長はやっぱり何も言わなかったが、楽しそうな気がする。浴室まで連れて行かれて、綺麗な洗面台の前に下ろされた。鏡の中で改めて自分を見ると、頬もふっくらしたなと思う。今が一番健康的なんじゃないかな。私が物心ついた頃には、実家の工場はすでに多額の借金を抱えていた。贅沢した記憶はひとつもない。

　今日、私が着ているのは、これまたなっちゃんに教えてもらった古着屋さんで買った、いわゆるキレイめワンピース。「親に結婚の挨拶へ行く時はワンピース！」とのネット記事を鵜呑みにして買った物。実際、清楚に見えるから不思議だ。

　後ろから抱き締められて、それを鏡で見ているのがなんだか恥ずかしい。彼は私の髪にキスしながら、ゆっくり服を脱がせてくる。下着だけになって恥ずかしくて、鏡から体ごと背けて、後ろに立っていた橘部長に抱きついた。

「もー恥ずかしいからやめてください」

　そう言ったけど、やめてくれなかった。上を向かされてキスされながら、背中のホックを外された。そういえば、下着は新調してなかったな、恥ずかしい！

　今度は可愛い下着を買いに行こうと考えて、今まで自分がどれだけ無頓着だったか思い知らされた。「桜さん、恋は突然やってくる。そやから、準備してへんとあかんよ」とは、なっちゃんからのありがたいお言葉。

　本当に突然だった。でも結婚まで突然だと思わないでしょ!?

　橘部長が唇を離して、私を見つめている。至近距離で見るのは初めてじゃないのに、美人すぎていまだにドキドキする。一生ドキドキするのかな。慣れる日は来ないんじゃないかな。

「宮燈さんも脱いでよ。私ばっかり恥ずかしい」

　見られているのが恥ずかしいから、えいえいとボタンをはずしてシャツを脱がせた。アンダーシャツをめくっても、身長差があって届かないから、精一杯背伸びをした。しまったと思った時には遅かった。

「きゃあぁ！」

　無防備に晒してしまった胸を、掴むように揉まれて、私は悲鳴を上げた。

「あっ、あっ……待って、だめ、いや！」

　揉まれながら指で先端をつつかれて、尖るのがわかる。軽く引っ張るように摘まんでいるから、痺れそうなくらいに気持ちいい。

　橘部長は立て膝をついて、胸を舌で愛撫し始めた。

「んん、や……」

　音を立てて吸われて、ことさら恥ずかしい。お風呂でナニかするのかな、と思ってビクビクしていたのに、結局、入る前からえっちなことをされてしまった。

「美味しい……」

「うぅ、変なこと言わないでっ……」

　だから！　お風呂前に味わうのやめてほしい！

　舌先でなぶられていると、体の芯が熱くなって濡れていく。かろうじて残っていた下着も脱がされて、秘裂を指でなぞられ、くちゅくちゅと音がするほどに擦られて、我慢できなくて喘いだ。熱くてもどかしい。

「……お風呂、入りましょう？」

　結局、私から誘うみたいになってしまったのが悔しかった。





橘部長と喧嘩して






　バスルームは意外と狭く、お湯をためている間に、浴槽の隣のシャワーブースで髪を洗った。私がトリートメントをなじませていると、先に洗い終わっていた彼がじっとこっちを見ていた。

「ほんとに恥ずかしいから見ないでください！」

「綺麗だ」

「はい？」

　不意に顔を近づけてキスされた。

「桜はとても、綺麗だ」

　のぼせたかな、と思うくらいに頭がくらくらした。

　何この状況。

　逆！　逆！

　いつもは私が橘部長を観察しているのに、なぜかずっと見られている。

　シャワーの細かな水滴が私の全身を刺激していた。

　体を洗っている時もずっと見られていて、恥ずかしいのを突き抜けて、背伸びして私のほうからキスをした。




　腰を抱き寄せられて肌が触れ合う。初めての時にはあんなに戸惑ったキスにも、今はちゃんと応じられるようになった。

「ちゅーするの気持ちいいです」

〝キスで腰が砕ける〟とか、〝力が入らなくなる〟とか、信じられなかった。でも今は、口は性感帯って本当なんだなとわかる。

　舌を絡ませて、吸われたり、私からも吸ったりしていると、恥ずかしいくらいに腰が揺れてくる。

　口の中を犯されて、歯列も上顎も優しく舐められていると口の端から唾液がこぼれた。ちゅっと音を立てて唇を離して、橘部長がそれを舐め取った。唇が触れるくらいの距離だから、表情はなくても情欲が見える。

　立てなくなった私は、浴室の固い床に座り込んだ。

　首も鎖骨も舐められて、胸の先端を吸われながら、膣内を指でぐちゃぐちゃにかき回された。

　橘部長が触れたら、こんなに気持ちいいのなんでだろう。さっき自分で洗ってた時は、なんにも感じなかったのに。陰核もこねられて充血していく。

　好きな人に体全部を指と舌で愛撫されて、とろとろに蕩けて、どこに触れられても感じていた。

「いつもより熱い」

「……お風呂、だからですか？」

「顔が赤い」

「ふわふわします……」

　私はそう言って浴槽にもたれた。

「あー大理石がひんやりしてる～」

　浴槽の外側は冷たくて、頬っぺたを当てていると気持ちいい。額をくっつけて、腕も伸ばして、冷たさを確かめていたら、急に背中にキスされた。

「んあっ！　びっくりしたー！　くすぐったいです」

「そんな格好で誘うな」

「誘う？」

　はて、と思って振り返ったら、鏡の中の自分が見えた。

　床に膝立ちで、上半身を浴槽にぺったりくっつけた姿勢は、お尻をつき出している雌猫みたいで確かに卑猥だった。

「誘ってません！　誘ってません！　今、頭冷やしてたところです……」

　視線を落としたら、橘部長は完全に臨戦態勢になっていて、私の頭の中で警報が鳴った。

　今えっちしたら、絶対のぼせる！　鼻血出る！

「ごめんなさい！　ほら！　洗い終わりましたし！　お風呂に入りましょう～」

　そう言って逃げ出そうとしたけど、背中を押さえられて足を掴まれて動けなくなった。覆い被さるような姿勢でうなじにキスされて、思わず喘いだ。

「ああっ！　やぁん、んっ……」

　甘ったるく発情している私の声が浴室に響いて、物凄くいやらしい。

　冷えかけていた身体がまた熱を持つ。水滴なのか自分の汗なのかわからないけど、目に入って痛いから、目を閉じた。

　背中に、軽く触れるようなキスをたくさん落とされて、ビクビクと腰が跳ねる。じわじわと痺れるような感覚に濡れていく。腰まで下りていくキスに、その先を想像して恐怖した。

「だめ！　いや！　……あああっ！」

　何をどうされたのか、しばらくわからなかった。例えようのない初めての甘い快感に愛液が溢れて、後ろから舐められたんだと理解して、思わず叫んで逃げようとしたけど、全然力が入らない。

　陰核や陰唇だけでなく、膣内も舐められてぐちゅぐちゅに濡れて、下腹の奥が疼く。勝手に腰が揺れている。同時に陰核を、指で押し潰されそうなくらいに愛撫されて、勃っていくのもわかる。与えられる快感があまりに激しすぎて、閉じて暗いはずの視界に星が弾けるみたいだった。

「あっ……あっ、あんっ！　恥ずかしいですっ！　こんな……ぁん」

　隠したい所まで全部見られているのが恥ずかしくて、私は叫んだ。

「こんなことされたら、もうお嫁にいけない！」

「私が嫁にもらうから」

「あ、そうでした……って恥ずかしいのには変わりないですっ！　やだっ！」

　恥ずかしさで死ねるなら、私はすでに死んでいる。

　舌全体で舐めたり、中を抉ったり、散々なぶられて何度も達して、ぐったりした私は「いれていいか？」という彼の問いに「もうどうにでもして」と答えた。

　とろとろに濡れているから、先端が入る時ぐちゅっと淫猥な水音がした。恥ずかしい。

　浴槽に手をついた私は、後ろから深く突き込まれて、悦んで震えるくらい気持ちよかった。

「あああぁぁっ！　あんっ！　やっ、あ！」

「痛くないか？」

「いたくないっ！　きもちいいっ！　すっごくきもちいいの」

「欲しかった？」

「ほしかったっ！　なかに……いれてほしかった……あぁ！」

　朦朧としながら、ばかになるってこんな感じかなぁと思っていた。ただただ、擦れ合う性器が気持ちいい。ぐちゅっぐちゅっと音がして、粘る愛液が溢れている。やりたい放題に犯されているのに、求められているのが嬉しい。

　力の入らない腕が、だらんと垂れて浴槽につかってしまい、奥まで突かれるたびにばちゃばちゃとお湯の中で揺れている。

「みや、びさぁん、すごいきもちい……っ！」

　顔が見えないけど、橘部長は笑っている気がする。振り返るのが怖いくらいに、激しく情欲をぶつけてくるから、私も行為に没頭した。深く入れられて、背中にキスされて、弓なりにのけ反って絶頂した。

　こんなに深く感じたことない。考え事する余裕なんかない。好きって気持ちがいっぱいで、他のことは何も考えられなかった。

　いったあとも痙攣していたら、ずるっと引き抜かれてしまった。それさえも感じてまた震える。背中がくすぐったい。

　あー背中にかけられたんだなとわかったのは、私が俯きながら振り返って鏡を見たから。

　そこに映る私たちは、理性も知性もないただの獣ケダモノだった。恥ずかしくて、泣きそう。

「みやびさんのばかぁ……へんたいっ！」

　ペタンと尻餅をつきながら、私が悪態をついたら、言い返された。

「では、桜は『淫乱女子大生』だな」

「ひどい！　誰のせいですか！　このどすけべ部長っ！」

「桜のＸＸＸはエロＸＸＸ」

「言いましたね!?　宮燈さんのＸＸＸはＸＸＸＸ」

　ＡＶタイトルみたいなことを言い合いながら、シャワーで流して二人で湯舟につかる。狭い。狭くて密着してるから、また変な雰囲気になってしまった。

　本当にのぼせて倒れそうだったから、逃げるように先に上がりソファに体を投げ出す。

　部屋に戻ってきた橘部長は、「変態！」と文句を言い続けている私を無視して、ルームサービスを頼んでいた。




　ルームサービスって贅沢だなぁと思いつつ、早めの夕飯を食べる。もう寝たいと思って、部屋のクローゼットから着替えを出していると、彼にまたうしろから抱き締められた。

「だめです、私もう眠い……」

「ちゃんとベッドで抱きたい」

「無理。眠いです。ベッドがいいなら、なんでさっきお風呂であんなことしたんですか！」

「誘ったのは君だ」

「人のせいにしないでください！　やだって言ったじゃないですか！」

　腕から逃げて、振り返って私が怒ると、橘部長が言った。

「……そんなにいやだったか……？」

　無表情だったが、しゅんとしているのがわかる。急にしおらしくしないでほしい。

「本当は……いやではなかったです……。恥ずかしかったけど、むしろ凄かったというか、よかったというか……」

　そう呟いたせいで、もちろんベッドでも散々な目に合わされました。変態！





橘部長は朝から






　真夜中に目が覚めた。ふかふかの上質なベッドで熟睡したのか、なぜか私は、いつになくぱっちりと目覚めた。

　ただ、意識は覚醒しているけれど、しばらく体が動かなかった。何度も何度も絶頂させられて、体中が痛い。特に腹筋と腰が痛い。

　アルバイト中はずっと立ちっぱなしだし、清掃等で結構筋肉はついていると思う。それでも橘部長に抱かれたあとは、なんだか全身が怠いから、えっちする時は日常生活で使うのとは違う部分の筋肉を使っているんだろうなあと考えていた。

　橘部長が隣で静かに眠っているので、そーっと体を起こす。

　やべっ。寝顔も美しい。やべっ。何これ、この造形は神の所業だわ。

　写真撮っとこうかなと思うと同時に、もしかして橘部長も、私が寝ている間になんか変な写真とか撮ってないかなと心配になった。起きたら確認しておこう。

　明日は橘部長のご実家へ行って、今度は私がご挨拶をする立場なのだけど、一体どんなお母様なんだろうか。男の子は女親に似るって言うから、顔とかそっくりなのかな。社長も私のために東京から京都に戻って来てくださっているそうなので、ちょっと緊張する。

　改めて、眠っている部長の顔を見て、やっぱり社長とは似てないよねえと思う。

　以前、橘部長は自分の名前について「唯一、父からもらったもの」と言っていた。短い時間しか話していないけれど、社長はそんな冷たい人には見えなかった。むしろ優しそうで素敵な人だなと思ったくらい。

　考え事をしていると、なんだかお腹がすいてきて、ますます眠れなくなってしまった。

　私はベッドから降りて、ガウンを羽織り、隣室にある荷物をごそごそとあさる。バッグにおやつがあったはず。

「……さくら……？」

　不意に声をかけられたので寝室のほうを振り返ると、橘部長が上半身をこちらに向けているのが見える。灯りはつけてなかったけれど、私の気配で起こしたのかと思って謝った。

「うるさくしてごめんなさい！　寝ててください」

「何を……食べている……？」

「……メロンパンです。うちの近所のパン屋さんの。私が好きだから、妹が買っといてくれたんです。美味しいですよ」

　質問以上のことを私は答えた。

　暗闇の中、スイートルームの贅沢なソファに座って、メロンパンを頬張っている私は、かなり間抜けだったと思う。でも橘部長も結構間抜けなことを言った。

「私も食べたい……」

「半分どーぞ」

　私は喜んで半分千切って差し出した。本当に美味しいのでぜひ食べてもらいたい！

　橘部長もベッドから降りてガウンを羽織るとソファのほうへ歩いてきた。私は（細っ！）と思ってそれを見ていた。無駄のない肢体だが、もう少し筋肉があるほうが好みだなぁとも思っていた。でも、細くても力は強いから、男の人って凄い。

　二人でソファに並んでメロンパン食べているのが楽しくて笑っていると、彼が無表情のまま「桜は可愛いな」と言った。私は自分の顔がぽわっと熱くなるのを感じた。赤面している、私。

「あ、あ、ありがとうございます」

　戸惑いながらお礼を言ったら橘部長が額にキスをした。愛おしいものに対するキスだなぁと伝わったから、私のドキドキがさらに高まる。

　セックス中の嗜虐的な橘部長と、今みたいな穏やかな橘部長と、どっちが本性なんだろう。

　……結局、メロンパンが呼び水になり、本格的にお腹がすいたので、シャワーを浴びて着替えて食事に出かけた。私たちは駅前にある二十四時間営業の居酒屋で少しだけ飲むことにした。

　京都へ行く新幹線に乗る前に吉き備び津つ神社に行きませんか、と私が言うと橘部長が答えてくれた。

「ああ、岡山にも鬼の伝説があったな」

「桃太郎のモデルになったと言われている吉き備び津つ彦ひこと温う羅らですね」

　昔々、温羅という鬼がいた。鬼退治に朝廷から吉備津彦が遣わされ、戦いの末、温羅は討たれてしまう。首を埋めて骨だけになっても、温羅は唸り続けて、人々を困らせていた。十三年後、吉備津彦の夢に出てきた温羅は、温羅の妻・阿あ曽そ媛ひめに神しん饌せんを炊かせるよう告げ、その通りにすると唸り声はやんだという。現代でも吉備津神社では、釜の音で吉凶を占う「鳴なる釜かま神事」が執り行われている。

「温羅は妻に会いたかったのか」

「どうでしょう。でも妻でないと慰められなかったのかもしれないですね」

　神職の娘と伝えられている阿曽媛は、一体どんな気持ちだったんだろう？

「巫女さんが、なぜ鬼の妻になったんでしょうね。悪い鬼に捕まっちゃったんですね、きっと」

「悪い鬼……」

「橘部長みたい。悪い大人」

　私は笑ってそう言ったが、彼はやっぱり無表情だった。




　朝陽で目覚めて時計を見たら午前八時過ぎ。三時頃ホテルに戻って眠ったから、睡眠は充分だったみたいで、疲れも取れていた。緑茶のいい香りがする。橘部長はもう起きていてソファで新聞を読んでいた。

「おはよう」

　橘部長はテーブルに新聞を置くと、無表情で私を見る。今日も美人だ。

　私はベッドから飛び降りて、ソファまで走って彼に抱きついた。

「おはようございます！」

「急に来たら驚くだろう」

「驚くかなと思って」

　私が笑うと、彼の視線が少し緩む。

「……ああ、驚いた」

　もっと動揺させたくて私からキスをした。

　キスしていると疼いてくるから、私の身体は本当におかしくなっちゃったと思う。またムラムラしてきたから、それを振り払うために言った。

「朝ごはん行きましょう！」

「……私は夜中に食べたから遠慮しておく」

「えーそうですか？　フルーツだけでも食べましょうよ」

「では、部屋で食べないか？」

「ルームサービスですか？　またそんな贅沢……」

　私は贅沢だと思ったが、橘部長はホテルの朝食会場に行ったことがほとんどないらしく、結局、部屋で朝食をとることになった。ソファに深く腰かけてお茶を飲む。

　この土日は初めてアルバイトを休んだ。休日の朝に時間を気にしなくていいって贅沢だな、のんびりできるなあと思いながらお茶の香りを楽しんでいると、彼が私の横に座って言った。

「朝食は九時だ」

「はーい！　ありがとうございます！　んんん？」

　橘部長のほうを向いてお礼を言ったとたん、急にキスされた。体を離したのに、すぐに抱き寄せられて、また唇が触れる。誘うように唇を舐められるから、私は少しだけ口を開いた。舌を絡めて、混ざる唾液を飲み込む行為は、もう完全に前戯だなと思った。せっかくさっき振り払ったのに、また芯が熱くなる。

　変だ。私の体は変になっている。

　また荷物みたいにひょいと抱えられて、寝室のベッドに放り出された。抵抗するつもりは全然なかったけれど、一応抗議はしておいた。

「急に……なんですか！」

「朝起きてすぐ欲しがったのは君だろう？」

　見透かされていたのが恥ずかしい。言い返せなくて黙った私の膝を開いて、ぐちょぐちょに濡れているのを確かめると、なんのためらいもなく指を入れてきた。

「や……あぁ……」

　中の敏感なところを少し激しいくらいに愛撫される。私は自分から腰を揺らして快感を得ることに集中した。気持ちいい。胸もかりかりと引っかくように愛撫されて、固く勃っていく。

「すこし触っただけで、こんなに濡れて」

「あぁ……んっ……あんっ！」

「中イキもすぐ覚えて。桜は本当に淫乱だな」

「覚え込ませた、くせにっ……ああっ！」

　陰核を愛撫されると愛液が溢れる。「そこは気持ちいいところ」と教えられてしまった私は、もっと触ってほしいとねだった。擦られていると、くちゅくちゅと音がして、熱くてもどかしくて早く入れてほしくなる。

「もう、お願い」

　私は自ら足を開いた。明るいから恥ずかしいけど、それより早く抱いてほしい。

　肌のぶつかる音がするくらいに一気に激しく挿入されて、私はのけ反って喘いだ。

「ああぁぁっ！　あんっ、あ、あぁ……」

「綺麗だ」

「んっ、奥っ、当たって……ああぁ、や、あぁっ！」

「……吸い付いてくる」

　見つめられると嬉しい。名前を呼ばれると切ない。指を絡めているのが気持ちいい。時々、キスしてくれると昂って、もう何も考えられなくなる。

　すぐに高みに連れていかれて、絶頂を迎えて震えた。

　……あれ？　どうしてこうなった？　こうならないように朝ごはん行きましょうと誘ったのに……。

　朝食をとりホテルを出たあとは、タクシーで吉備津神社へ行き、岡山駅に戻ると母から連絡があった。新幹線に乗る前に、どうしても会いたいのだという。私と二人で話がしたいと言われたから、橘部長には岡山城に観光に行ってもらい、ホテルのロビーラウンジで待ち合わせた。

　母が来て、席に着くなりいきなりこう言われた。

「桜、やっぱり母さん、結婚のことを考え直してほしいんじゃけど」

　なんとなく、そう言われるような気はしていた。





橘部長を疑うのは






　──結婚を考え直してほしい。

　母から話をしたいと電話がきた時から予感はしていた。だから私は小さな声で答えた。

「なんで？」

「だって、お付き合いしてまだ一か月なんじゃろう？」

「けど会うたのは二か月前じゃ」

「短え思わんか？」

　うん、まあそれはそうだ。私は黙って、母の言い分を聞くことにした。

「あんたまだ二十一歳なんじゃし、焦らんでもええじゃろ？　そりゃあ、すげぇ立派な人なんじゃろうけど……。これから、もっとええ人がおるかもしれんし……」

　何か母がおかしい。立派な人と言いながら、もっといい人がいるかもと矛盾している。

　手元の紅茶が冷めてしまうくらいの時間、私たちは黙っていた。ためらってためらって、ようやく母が口を開いた。

「あんた、内定欲しさに枕したんでねぇんか!?」

　私は盛大に紅茶を吹いてしまった。

　店員さんが慌てて新しいナプキンをたくさん持って来てくれる。むせながら謝って、落ち着いたらまた母が私に言った。

「おかしいじゃろ、あんたみてーな変人を妻にって」

「いや、我が子を変人って言い方も酷くねえ？」

「もしかして、妊娠しとったり」

「せん！　しとらん！　……もう。それでお母さん、なんか変じゃったんか」

「そりゃあ心配して当然じゃろ。彼氏もおらんかった田舎娘が、いきなり結婚するんじゃ言うたら、無理やり孕まされたんかて心配するに決まっとる」

　私が騙されて妊娠して、いやいや結婚するのでは、と心配していたらしい。

「お母さんは許さんけえね、妊娠、出産は命懸けなんじゃけえ。結婚前に孕ますやつは顔がえかろうが無責任なクズじゃ」

「大丈夫じゃ言うとろうが。私は人を好きになったの初めてかもしれん。じゃけぇ、ようわからんけど……宮燈さんとは一緒におりたいて思うんよ……」

　私がそう言うと、ようやく少しだけ母が安心した顔をした。父は、私が橘部長に釣り合わないと心配していた。

　母の価値観は逆だった。母から見れば橘部長は「うちの子」を連れ去ろうとする悪い大人。橘部長が「私に最良の相手かどうか」を心配してくれていた。

「ありがとう、お母さん」

「けど、あの人、全然笑わんね」

「笑わんて有名らしいんよ。氷の美貌じゃて」

「あんたの前では笑うん？」

「…………うん、時々」

　それを聞いた母は「あら～」と言いながらにやにや笑った。それからしばらく、母と二人で橘部長について、あれやこれやと話をした。

「綺麗な顔しとるけぇね。びっくりしたんよ。ほら、お母さんが好きなあの俳優さんに似とらん？　あのーあれ、去年の朝ドラの」

「芸能人のこたぁわからんよ。てか、お母さんはカッコイイ人見たら、いつでもその俳優さんに例えとらん？」

「もーお母さんはねえ、ドラマ見るくらいしか楽しみがねぇんよ」

　大学に進学してから、こんなにゆっくり母と話したのは初めてかもしれない。盆も正月も、特別手当がつくから、あえて帰省せずにアルバイトをしていた。たまに帰っても、疲れている母と長く話す機会もあまりなかった。なんだか楽しかった。妹や弟の話もしてもらって、時計を見たら、そろそろ新幹線の出発時刻が近づいている。

　橘部長が迎えて来てくれて、母に改めて挨拶をしていた。

　母はホームまで見送りに来てくれて、乗り込む前に私を抱き締めて言った。

「好き合うとるならええんよ」

　私は「それがね、お母さん。この人、私のこと好きかどうかはわからんらしいんよ」とは言えなかった。




　新幹線のグリーン車はシートがふっかふかで、とっても広い。私を海側の窓際にしてくれたので、通りすぎていく工業地帯をワクワクしながら眺めていると、橘部長が私の腕を引いた。

「どうしました？」

「婚姻届を出す時に戸籍を見ると思う」

「はい……それが何か？」

「私は父の実子ではない」

「……そうなんですね」

　戸籍謄本を見るつもりはなかったけど、私が昨日、実家で見せたからそう言ったのだろう。なんとなく血縁がないのかなとは思っていたし、特に気にせず話を続けてもらった。

「父は、奥様と死別してからしばらく一人だったそうだが、私が十歳の時に母と再婚した。その時に養子縁組はしてもらったが、同時に私は相続を放棄する約束もしている」

「そう、ですか……」

　生前に相続の放棄はできないし、約束も法的なものにはならないけど、多分、親族にそうさせられたのだろうなと思った。それ以上は言いたくなさそうだったから聞かないことにした。

　私は話題を変えたくて、母と話している間に橘部長が何をしていたか聞こうと思って質問した。

「そう言えば、さっきは後楽園も行ったんですか？」

「いや……」

　あれ、楽しくなかったのかな？　一人にしないほうがよかったかな？　と思って横を見ると、橘部長は私を真っすぐ見ている。

「実は、もう一度、君のご実家にお伺いしていた」

「え？　なんで？」

「負債についての話をしてきた」

　予想してなかったからびっくりして黙っていると、橘部長が説明してくれた。

　自分が以前、銀行に勤めていたため、口添えすればもっと安い金利のローンへ借り換えができるということ、そして、父が持っている縫製技術の特許をもっと売り込むべきだということを話していたそう。

「時間がなくて、あまり詳細な話はできなかったが、借り換えについては任せてもらうことになった。肩代わりできればよかったが、さすがに億単位は無理だ」

「……そこまでしてもらったら、なんか結婚詐欺みたいじゃないですか……」

「結婚詐欺に例えるなら、私が騙されているほうだと？」

「あ、そうですね、そうなっちゃいますね。これで私が橘部長をポイ捨てしたら、結婚詐欺ですね！　アハハ！」

　私はおかしくて笑ったけど、隣の橘部長の空気が冷えたのがわかる。やべっ、すべった。

「君が私を捨てる……」

「ちょっと、冗談で落ち込まないでくださいよ。今、想像してます？」

「……許さない」

「は？」

　腕を強く掴まれ、肩がびくっと震えた。相変わらず無表情だけど目が怒っている。うん、完全にすべった。

　なぜかはわからないけど、この人はやたらと私に執着しているので、もう冗談でも捨てるとか言わないようにしよう。

「想像で怒らないでください。謝ります。できの悪い冗談でした、ごめんなさい。逆はあっても、私が橘部長を捨てるなんて考えられないです」

　ちょっと恥ずかしいけど、伝えておこうと思って言った。

「だって、大好きですから。さっき母と話してて思ったんです。私は……宮燈さんが大好きですよ。ずっと一緒にいたいです」

　私が笑うと、腕を掴んでいた力が緩んだ。ほっとしているとキスされた。グリーン車は人が少なくて、たまたま見える範囲に乗客はいない。でも、公共の場でこんなことするなんて……。

「ん、む……やめてください、ん！」

　自重しろ！　と心の中で叫びながら口を閉じていたけど、息が苦しくなって開いてしまったから、深く口づけされてしまった。他のお客さんや車掌さんが通路を通ったら絶対見られてしまう。恥ずかしいと思えば思うほど、頭がくらくらして蕩けて、理性がなくなりそうだった。

　やっと解放された時にはもう力が入らなくて、私はシートに深く体を沈めて言った。

「……うう、外でするのやめてください。恥ずかしいから」

「わかった。もうしない。桜のそんな顔を他人に見せるのは私もいやだ」

　きっと私はだらしない顔をしている。だって、キスが気持ちよかったから。

　なぜか橘部長は私の手を離さなかったから、私たちは京都駅に着くまでずっと手を繋いでいた。





橘部長と結婚しました






　京都駅に着くと、すでに迎えの車が来ていて、そのまま私は橘部長のご実家へ連れていかれた。

　左京区下鴨と言えば高級住宅地。もうね、空気が全然違う。

　車が門前にいくと、勝手にゲートが開く。高い塀の向こうには、数寄屋造りの大豪邸。

　……う、うちの掘立て小屋の実家は、橘家から見たら、ほんとに小屋だ……。

　敷地が広い。車からは見えないけど、池があるみたいだから、きっとバカ高い錦鯉が泳いでると思う。昨日、岡山の私の実家にいた橘部長に物凄く違和感があったけど、今度は私が異端者だった。

　私はこわごわと車から降りた。そっと足を下ろしたところが綺麗な石畳で、靴がみすぼらしいのがことさらに目立つ気がした。なんとか服は買ったけれど、下着とか靴を買い揃える時間とお金の余裕がなかった。大丈夫かな、玄関先で追い返されたりしないかな。

　いい香りがする広い玄関で、着物の美女が出迎えてくれた。すっきりした目元が橘部長そっくり。

「おいでやす。よう、来てくださいましたなぁ。母の宮みや子こです」

「お、お姉様かと思いました……」

「まあ、そないな上じょう手ず言わはっても、何も出えへんわぁ」

　ころころと笑うとますます若く見える。お母様と話している私の隣で、橘部長はやっぱり無表情だった。

　案内された応接間には、社長が待っていて、お母様はその隣に座ると、社長に何か小声で話しかけてはふわふわと笑う。年齢不詳だ。物の怪なんだろうか。

「やあ、スーツじゃないと高校生に見えるな」

　社長は、相変わらず人好きのする笑顔でにっこり笑っていたが、私は内心（いくら童顔だからって高校生はひどくねえか！）と思った。でも、社長は六十六歳らしいので、どちらかと言えばおじいちゃんの年齢に近い。だから、小娘はみんな高校生くらいに見えてしまうのかもしれない……。ちなみに、うちの父は四十八歳で祖父は七十三歳だ。

　改めてご挨拶してお茶をいただいてひと息つくと、橘部長が話し始めた。

「岡山の、桜さんのご実家に行って参りました」

「そうか。どうだった？」

「結婚のお許しをいただきました」

　橘部長がそう告げると、社長がまたにっこりと笑っていた。

　こちらから出せる資金がないから、披露宴は遠慮したいと何度も断ったけれど、橘部長から「私が望むのだから、全て私が負担する」と言われている。親族のみで行うこと、会社関係者は呼ばないことなどを話していた。

　社長にとって、実子でなくても息子の結婚は嬉しいようで、ずっとニコニコと笑っている。時折、私にも話しかけてくださるけど（孫を見る目じゃのう……）と感じていた。




　これから出す婚姻届の証人欄はそれぞれの父親に書いてもらった。書類に不備がないかチェックをしてもらうことになり、その間、庭で遊ばせてもらう。

　立派な錦鯉の餌やりをさせてもらって、それが物凄く楽しかった。やっぱり鯉の餌やりはエキサイティング！　大好き！

　ガボガボと水面に大きな口を広げてくる鯉の群れに、麩を放り込んでいくのがめちゃくちゃ面白くて「鯉の餌やりって、テーマパークのアトラクション並みに楽しいですよね！」と言ったら、橘部長が無表情のまま「そこに行ったことはないが、とても楽しんでるのだということは伝わった」と言ってきた。

「一緒に行きます？」

「いやだ。アンデッドが怖い」

「橘部長にも怖いものがあるんですね。あそこは、年がら年中ゾンビがウロウロしてるわけじゃないですよ」

　期間限定だと説明したら納得していたけど、一度見たテレビＣＭでトラウマになったらしい。

　無表情でゾンビから逃げる彼を想像したらおかしくて、私は麩を放り投げながら笑いがとまらなかった。

「そうか。そうだったのか……。では子供ができたら連れて行こう」

「ひえっ？」

　デートに誘ったつもりだったのに、話が飛んでびっくりした。

　近くで聞いていたお母さんが「あらぁ、宮燈さん、ほんまにえらい好きなのね、桜ちゃんのこと。母さん、宮燈さんがロリコンやなんて、知らへんかったわぁ」と言うから池に落っこちそうになった。

「母さん、これでも桜は成人しています」

「これでもってなんですか。言い方酷い」

　抗議したけど橘部長からは無視された。

「好みの女おな子ごにするために、ちいそうて可愛い女の子を拐さろうてきたんと違うん？」

「若わか紫むらさきではありません。もう二十一歳ですから」

「あら！　いややわ。ほんまに？　えらいすんません。義仁さんが高校生て言うてはったから、十六歳くらいやと思てたわ」

　いつも実年齢よりは低く見られる。それは仕方ないけど、このお母さん、思い込み激しすぎる。口元に人差し指をあてて、小首を傾げていた。小悪魔だ。多分この人は、天然だ。

「んーでも、二十一歳もあかんのんと違う？　だって宮燈さんもうさんじゅう……」

「お母様！　ね、ほら見てください！　鯉の背中に亀が乗ってますよー！」

　私は話をそらそうとして袋をひっくり返して、残りの麩を撒き散らした。麩がひとつ弾かれて、ぽこんと橘部長の足元に転がったから、投げるよう促した。

　橘部長が遠投して、池の真中に落ちたから、のんびり泳いでいた小さい亀がパクっと食べて可愛かった。




　庭で遊んでいると雨が降り出したので、私たちが母屋に戻ると書類の準備が整っていた。区役所まで車で行くと聞いたから、私が「十分くらいなら歩きませんか？」と言うと、橘部長が「……そうだな」と答えてくれた。そのやり取りを見ていたお父様とお母様が、少し驚いた表情になった。

「宮燈さんが雨の日に歩くなんて珍し」

　お母様がそう呟いていた。

　傘をお借りして、門から外に出て私は深呼吸した。緊張したー！

　閑静な住宅地は日曜日ということもあって、本当にとても静か。しとしと降る雨の音が心地いい。お散歩みたいで、なんだか楽しい。初めて訪れた街だったから、きょろきょろしながら歩いていると、すぐに区役所に着いてしまった。

　窓口で婚姻届を出す。あっさりと受理されて、拍子抜けした。

　これで、もう結婚しちゃったの？

　なんだか現実味がない。現実味ゼロ。ゼロ～。

　そう思っていると、書類上は夫になったらしい橘部長が隣で呟いた。

「……これでもう、我慢しなくていいな」

「これまでも我慢してましたっけ？」

　全然、自重してなかったくせによく言うわ！　と思って言い返したが、案の定返答はない。

「私は終電で東京に戻る」

「夕飯をご一緒出来るんですよね」

　話しながら戻ったが、帰りはなんだか早足な気がした。帰宅すると玄関で迎え出てくれたお母様に、無事婚姻届を出したことを伝えると、橘部長が言った。

「離れにいます。夕飯もそちらに」

「あらあら、桜ちゃんとお話したかったのに。宮燈さんたら、やらし」

　お母様はやっぱり物の怪じゃないかと思う。とても美しい顔で、ふふと笑って手を振っていた。

「離れってどこですか？　夕飯は皆で食べるんじゃないんですか？　なに？」

　わけがわからないまま、橘部長に肩を抱かれて連れて行かれたのは、敷地内にあった小さな家だった。小さいといっても私の実家よりは大きい。

「母が再婚した当時、兄も姉も家にいたから、私は母屋に入れてもらえなかった。この離れが私の居場所だった」

　死別された前の奥様との間に一男一女があり、再婚はいいが連れ子がいるのに反対で、橘部長は「自分は母屋に来んといて」と言われていたそう……。家族になったはずなのに、自分だけ家に入れてもらえないなんて……一体どんな気持ちだったんだろう。

　今は誰も使っていないが、掃除や換気などの手入れはされているらしく、とても綺麗だった。

　橘部長が使っていたという私室に連れていかれた。ベッドと小さな机だけの部屋。十歳の時に親が再婚したと言っていたから、まだ小学生だったはず。想像するとなんだか寂しくなってしまった。

　うちは特に仲良しなわけではないけど、貧乏で家が狭いからつねに顔を付き合わせて暮らしてきた。うるさいと思うことはあっても寂しいと思うことはなかった。

　俯いていると、橘部長の手が頬に触れる。

「今日は、ここがあってよかったと思っている。新幹線の時間まで覚悟してほしい」

「…………まさか、ずっとえっちしようって言ってますか？」

　なんて恐ろしいことを言うんだと思って見上げると、無表情だった橘部長が笑った。

　え、好き。





言葉






　もともとは住み込みの使用人さんのために建てられた一軒家だそうで、水回りは充実していた。使用人さんも減って、使われなくなっていたのを、橘部長にあてがったらしい。

　シャワーを浴びて、浴室を出たら浴衣が置いてあった。部屋に戻って聞いてみたら、お母様が準備して持って来てくれたそう。なんか恥ずかしい。

　橘部長がお風呂に行っている間に、私は薄化粧をした。チープコスメしか使ってないし、あんまり上手じゃないから、また、なっちゃん様にご教授いただかなくては……。

　足音がしたから、私は部屋の入口を振り返った。浴衣を着ている橘部長に鼻血が出るかと思った。

　反則の下ろした前髪。そして浴衣が似合っている。濃こい藍あいに黄土色の帯がめっちゃ似合う……。「すみません、写真撮っていいですか？」と思わず聞きそうになったが、ストーカー相手に藪蛇になりそうだったのでやめておいた。

　彼が無言で厚いカーテンを引く音が、やけに甲高く聞こえる。この離れには二人きりなんだなと考えると、緊張してきた。

　さっき、お母様は「宮燈さんたら、やらし」と言ってたから、もう周囲にはバレバレなわけで……。でもいわゆる新婚さんだから、別に変なことではないし……。それに忙しい中、週末に時間を作っていたせいで少し仕事がたまっているらしく、来週からはしばらく会えないと言われているし………………うわあああ！　これから五時間ずっとえっちとか、えっち！

　お、落ち着こう。私、鼻息荒くないかな？

　私も橘部長も黙っているから、微かすかな雨音しか聞こえない。衣擦れと、お互いの息遣いさえ聞こえる。静かすぎて怖くなってきた。きっと心臓の音も聞こえてる。橘部長が、相変わらずの無表情で私に言った。

「桜、私は君がとても好きだ」

「…………今なんて言いました？」

　言葉の意味が理解できないのは初めてだった。

　たいていのことは一度聞けば理解したし、一度読んだり聞いたものは記憶するのも得意だった。

　でも今は理解できない。私はひどく混乱している。

「君が好きだ、と言った」

　言われるはずのない言葉。言われなくてもいいと思っていた言葉。

　──でも、口にして、言ってほしかった言葉。

　びっくりしすぎて勝手に涙が出てきた。

「そういう、告白を……する時は……微笑んで、ください……」

　それだけ言って両手で口を覆ったけど、嗚咽が止まらなくなった。嬉しくて泣くなんて初めてで、どうやって止めればいいのかわからない。

　ずっと言ってほしかった。好きって言ってほしかった。

　この結婚は形式的なものなんじゃないかと思っていた。私は橘部長がとても好きだから、好きになればなるほど不安だった。

　自分の中にこんな激情があるなんて知らない。

　誰かに何かを言われて、こんなに感情を揺さぶられることがあるなんて知らない。

　橘部長が私の髪を撫でて、もう一度言う。今度は微笑んで。

「好きだ」

　そんなに優しく笑わないで。

「泣いても綺麗だ」

　そんなに優しく囁かないで。

　切なくて息ができない。彼の腕に掴まって、頑張って答えた。

「私も好きです、橘部長……」

「肝心な時に役職で呼ぶな」

「あ、そうでした！　宮燈さん、大好きです」

　泣きながら笑うと、強く抱き締めてくれた。私も力いっぱい抱き締めた。

　ゆっくりキスしてもらったら、胸が苦しいくらいに幸せになった。




　黄色い向日葵に、落ち着いた空色の帯。さっき着たばかりの浴衣を、するすると脱がされて、足元にそれが滑り落ちていく感触さえ気持ちいい。下着はつけていなかったから、少し寒くて宮燈さんにくっついた。あったかくてなんだか落ち着く。そう思っていたら、またひょいと抱えられた。

　お布団はふかふかだったけど、古いベッドは、私たちが身動ぎするたびにギシギシと軋む。それがとても卑猥に響く。

「なんか、恥ずかしいです」

　緊張してぷるぷる震えている胸を、息がかかるほど近くで見られていた。触れられてないのに、ぞくぞくして先端がぷっくりと固くなる。

「赤くなってきた」

「……見ないで」

　舌が触れると全身が痺れそう。優しく口に含まれて嬉しくて喘いだ。

「ああんっ！　……あ……あぁ」

　神経が集まっていて敏感な場所なのに、吸ったり、舌でねぶったり、先だけを舐めたり、めちゃくちゃにしゃぶったりされて、痛いほど大きくなっている。

「あ、それだめ……！　あっ、あっ……あぁ」

　舌先だけでちろちろと舐められて、もっと濡れていくのがわかる。

　その濡れた秘裂に、宮燈さんの指が触れる。優しくクチュクチュと撫でるだけで、中にも陰核にも触れてくれないから、自分から膝を開いた。

「自分で足を開くな」

「だって、焦らすから……！」

　私がそう言うと、ぐちゅっと音がして中に指を入れられた。優しく撫でられて私が喘ぐと、さらに奥を犯されて、探るように動かされる。

「あっ、あっ……あぁっ」

　舌で胸を愛撫しながら、指で敏感なところに触れてくる。同時に与えられる快感に愛液が溢れる。お腹側を擦られて、びくびくと腰が跳ねた。

「柔らかくて温かい。早く入れてしまいたい」

「ん、い、れて……もう、入れて」

　気持ちいいけど指じゃ物足りない。入れてほしくて、疼いて敏感になっているところを、ねっとりと舌で舐められて全身が強張った。甘くて痺れそうでおかしくなるんじゃないかと思った。

「ああぁ！　あんっ……だめ！」

　指で陰核の皮も剥かれて、晒されたそこを舌で愛撫される。入ったままの指を締めつけながら、喘ぎ続けていた。

「だめっ、やだ！　きもちよすぎてっ……やだ！」

「もう大きくなった」

「ひゃあん！」

　愛液と唾液でぬるぬるしてるから、指でぐりっと押されると感じすぎて変な声が出た。なにこれ恥ずかしい。

　陰核を擦られるたびにくちくちと卑猥な音が増していく。下腹部が熱くなっていくのに耐えられなくて、腰を引いて逃げようとした。でも太腿を押さえつけられ、赤く勃ってるそこに歯をたてられて達してしまう。

「あぁぁっ！」

　ガクガク震えたあとに、力が抜けてだらっとした私の両足を抱えると、宮燈さんが言った。

「いく時は言ってほしい。やりすぎないようにするから」

「ん……がんばります……」

　わからなくなりそうだけど、ちゃんと言わないとめちゃくちゃに壊されそうでこわい。それくらい、今の宮燈さんは何か違う。

　色情と愛情は似ているけど違う。

　性愛も愛だけど、それだけじゃない。

　宮燈さんはもう自分の情欲を隠してない。寂しがりの飢えた子に、私は全部食べられてしまいそうな気がする。宮燈さんが満たされるまで、喰らい尽くされる気がする。

　私の秘裂に擦りつけてくるから、濡れてぐちょぐちょと音がする。それを早く入れてほしいのに、膣口を先で弄んでくる。気持ちいいけどもどかしい。

「あっ、あっ、あぁっ、ん……早く……」

　我慢できない私がそう言うと、角度を変えて挿入された。

　ずぷっと音がしそうなくらいに重く感じた。待ち望んでいたから、それだけで快感が弾けてしまいそう。ずりずりとゆっくり膣壁を擦りながら奥まで犯されていく。

「そんなに、締めるな」

「ああぁぁ、あ、わかんないっ」

「……っ、きつい。もう何度も抱いたのに、今日が初めてみたいだ……」

　奥へ当たったあと、ごりごり擦りながら引き抜かれて、また喘いだ。浅いところも気持ちいいから、腰を揺らしていると宮燈さんが笑った。

「綺麗だ、桜。淑やかで淫らで」

「あっ、あんっ、あぁ……」

　抽挿が激しくなってくると、私はばかになったみたいに喘ぐことしかできなかった。言語も思考もなくなる。宮燈さんのことだけ見ていたらいい。

　ベッドの軋む音。

　宮燈さんの吐息。

　私の嬌声。

　ただそれだけ。何も考えなくていい。とても幸せ。





落ちる






　ぼんやりした視界に宮燈さんの綺麗な顔が揺れている。さっきからキスを繰り返されて、舌を絡めながら奥に届くたびに小さく達していた。

「んっ……！」

　宮燈さんが、私の顔の横に手をついて、さらに奥まで攻めてくる。腰から背中がぞくぞくした。腰が浮いている。奥まで激しく突かれていると、触れられてもいないのに、おっぱいが気持ちよくて、無意識に自分で触っていた。下から乳房を揉むようにして指で撫でると、びっくりするくらいに敏感になっている。

「中がヒクヒクしてる……自分で慰めているのか。いつも一人でそうしているのか？」

「ううん、してないっ……あっ！　……はあ……っ」

　私の指の隙間から宮燈さんの舌が入ってきた。温かくて柔らかくて気持ちよくて、声を我慢できなかった。

「ああっ！　……きもちい……ぃ」

　自分で触るより気持ちいいから、もっとしてほしい。でも、これ以上愛撫されていたら頭がおかしくなりそう。どうしていいのかわからない。触れられた胸と下腹部にしか意識がいかないから、思考がまとまらない。少し強く吸われて、背がのけ反った。言わなくちゃ。

「い、きそう、いくっ……」

　口に出したら物凄く恥ずかしかった。足を持ち上げてさらに深く抉られる。奥の気持ちいいところに当てられて、脳内の欲の回路が刺激されていく。それとも、感じているのは快楽中枢じゃなくて心なのかな。もう全然わからない。私の中がぐちゃぐちゃになって、ただ気持ちよくって、自分から腰が揺れる。びくびくと足が震えた。

「いく……い、っ……あああぁぁっ！」

　痙攣して締めつけて、宮燈さんも中で跳ねているから、なんだか嬉しかった。

「い、っしょに、いけた……？」

「……あぁ……だが、まだ」

「あぁんっ！」

　まだ、と言ってもっと奥へ押し込まれた。もう一度脈動している。愛おしい。私の頭を抱えるようにして果てた宮燈さんの顔に手を添えて、私のほうからキスをした。身長差があるから、今みたいな体勢だとちょっと首が痛い。

　ずっとキスしたまま足を絡めて腰を揺らしていると、私の中で大きくなるのを感じた。

「ゴムかえなくていいんですか？」

「離れないよう締めつけてるのは君だ」

「え、そんな……こと、してません！」

　私が言い返すと、すぐに体を離された。ずるっと出ていく感触に、自分で言っておきながら寂しくなる。自分の体液が冷たく感じて、なんだか気持ち悪い。拭かなくちゃ……と思ってベッドサイドに手を伸ばそうとしていたら、抱き締められて、（あ、なんか当たってる）と思っているうちに、ぐっと押し込まれてしまった。

「やぁんっ！　言ってくださいよ！」

「入れるぞ」

「入れてから言わないでください！　んんっ……」

　ゆっくり奥まで抉られて、優しく攻められて、また頭がぼんやりしてきた。触れ合っている全部が気持ちいい。なんだろうこれ。

　ゆっくりお風呂？　二度寝のお布団？

　私が私でなくなるみたい。二人で溶け合っていくみたい。

　ぐちゅ、ぐち、と卑猥な音がする。愛液が溢れている。濡れてぬるぬるになった私は、擦れると気持ちよくてもっと濡れていく。熱くて疼いてもどかしい。より感じやすくなっているから、宮燈さんが少し動くだけで私は喘がされていた。

　優しくしてくれてる、良かった……と思っていたのに、絶頂寸前で陰核をぐりぐりと指で愛撫されて、腰が跳ねた。

「あっ……いやあぁっ！　今触っちゃだめぇっ！」

「凄いな、また締まった」

　気持ち良くて中も外もひくひくしている。陰核を擦り続けられて腰がガクガクと震えていた。

「あっ、あっ、熱いっ！　やだ！　いく、いくぅっ……！」

「いけ」

「ああぁぁんっ！」

　熱くて頭がおかしくなりそう。叫ぶように喘いで絶頂して、きゅうきゅうと締めつけている。中を埋めてくれる男に絡みつく。息を整えたかったのに、宮燈さんが許してくれないからまた昇りつめそうになる。

「あっ……動いちゃ、だめ……だめっ！　きもちよすぎて、も、だめ……っ」

　熱い。

　なんでこんなに熱いの？

　奥までがつがつと突き入れられて、強すぎる快感から逃げたくてもがいた。

「あんっ、あぁ……許して……」

「まだ大丈夫」

　またそう言って、宮燈さんは私を深淵へ落とす。

　もう、何も考えられない。私の喘ぐ声と衣擦れの音。降りしきる雨が世界を隔てているから、宮燈さんと二人でどこまでも落ちていく。

「あっ、あ、キスしてほしい……」

　私がお願いすると、宮燈さんはしばらく私を眺めていた。

「ちゅー……して」

「こんな可愛い君が私のものになったのか」

「うん、宮燈さんのもの」

　私が笑うと食べられた。入ってくる舌をちゅうと吸っていると気持ちいい。心臓がより早くなって、息苦しくて体が震える。宮燈さんがこりこりと乳首を摘まむから、私は小さく達した。

「あっ、また、いく！　んんーっ」

「うねってる。凄い」

「……すごい？　きもちいい？」

「ああ、いい」

「よかった……私も気持ちい……い、ぁあ」

　ごりっと奥に当たる。声が出せなくて、はくはくと口を開けていると、両手首を押さえつけられて、何度も奥を攻められた。

「……っ！　あぅ……！」

　こりこりしたのが子宮口だと知ってはいても、見たことも触ったこともないからわからない。

　でも、今は感じる。私の子宮口に当たっている。

「あぁっ、奥に当たってるのっ！　やだっ！　変になりそう」

「もう、変だろ。いきそうな顔になってる……っ……私も」

「あぁっ、あ、いく……いっく……ぅ……あぁぁんっ！」

　押さえつけられていた腕がびくびくと震えた。のけ反って腰を押し当てて、本能が子種を搾り取ろうとしている。だめ、飛びそう……。

　なんとか保とうと思っていたのに、絶頂した次の瞬間、私は意識を手放していた。




「はっ！　一分たりとも時間を無駄にしたくないのに！」

　意識を取り戻した瞬間、私が叫んだから、すぐ横にいた宮燈さんが少しだけ眉を下げた。

「急に大声を出さないでほしい……」

　上半身を起こして、前髪をかき上げてそう言ったから、覚醒直後なのにまた私は気を失いそうになっていた。なんて格好いいんだ、私の旦那様。

「ごめんなさい。また眠ってしまって」

「いや、ちょうど休ませたかったから」

　宮燈さんは浴衣を羽織って、私のために水を差し出してきた。磨かれた綺麗なグラスの冷たいお水は美味しかった。そろそろ夕飯の時間だからと、一度浴衣を着る。帯を結んでいると呼び鈴が鳴り「台所に食卓があるから、そちらで」と言い残して宮燈さんが部屋を出て行った。

　台所へ行くと、同時に重箱を持った宮燈さんが戻ってきた。相変わらず無表情だったけど、どこか戸惑いを感じているみたいだった。どうしたのかと聞くと、ぽつりと呟くように言った。

「大量の赤飯をもらった……」

　困っている宮燈さんが面白くて私が笑っていると、また呼び鈴が鳴った。今度はなんだろう！　わくわくする！　「ごま塩を忘れてもうて」とのお母様の声が聞こえて、私は声を殺して笑った。

　持ってきていただいたのは、もちろんお赤飯だけじゃなかった。

　食卓に並べてもらった料亭の仕出しを見ても、貧乏人は「お節みたい！」という貧弱な感想しか出てこなかった。お節に花麩は入ってないよね。

　海老や帆立は、アルバイト先のまかないでたまに食べるけれど、食感や味わいが全然違う。

「美味しいです～凄いです！　食べたことないけど、きっと高級旅館の懐石料理もこんな感じですよね！　旅行してるみたい」

　私が笑っていると、宮燈さんが無表情のまま言った。

「旅行……新婚旅行を忘れていた」

「とりあえず、入社式までは無理ですよね。来年のゴールデンウィークとか？」

　来年、私たちはどうなっているんだろう？　同じ会社で働くことになるのだけど、宮燈さんはそんなに変わらない気がする。

　鰈の西京焼きや合鴨ローストも美味しくて、お赤飯と一緒にぱくぱく食べた。六方に飾り切りされた里芋も綺麗で美味しい。

　出汁巻き玉子を食べた時、宮燈さんが作ってくれた玉子焼きに似ていると思った。

　きっとこれはお母様のご実家からなんだろうな……。

　美味しいご飯に満たされて、感謝して両手を合わせていると、残ったお赤飯（※大量）を片づけながら宮燈さんが言った。

「趣向を変えようか」

　何を言っているのか意味が全然わからなかった。でも、その場で下着だけを脱がされて、後ろから大きな手で乳房を包まれて、胸の先端を弄ばれ、自分の置かれた状況をようやく理解した。

「ここで？　変態！　どすけべ部長！　エロ常務！」

「変な肩書きがひとつ増えたな……」

「やだぁ！　いやあっ」

　抵抗したけど首に口づけされて力が入らなくなる。宮燈さんの手が腹から下りていく。濡れたそこがクチュ、と音を立てるから、顔が真っ赤になるくらい恥ずかしかった。





浮く、そして向日葵






　台所には流しとコンロ、その向かいに小さな冷蔵庫と食器棚がある。そしてこの、なんの変哲もない食卓で、さっき食事をしたばかり。

「……本気ですか？」

「誰もいないから、いいだろう」

「だっ、誰かいたら大問題ですっ！　っん、あぁ！」

　浴衣の上から、左手で乳首を弄られて、痛いほど尖る。いやだと言いつつも、やめてほしくないから、私はされるがままになっていた。

「んっ、ふ……ぁ……」

　宮燈さんの右手の指は、私の中をくちゅくちゅとかき回している。時々、陰核にも触れるから、そのたびに体がびくっと揺れてしまう。

　テーブルに手をついていないと、崩れてしまいそう。

　左手が衿を開いて直接肌に触れてくると、それだけでゾクゾクする。我慢していても甘く息が漏れて恥ずかしい。私の中を犯す指が、陰核の裏側を愛撫してくる。動かされると気持ちいい。

「あっ、あっ、あぁ……や、だ」

「いやなのか？　こんな垂れてくるほど濡れてるのに？」

「あぁっ、いきそう……むり、もう立てない……」

　膝も腿もぶるぶると震えている。力が入らなくて上半身がテーブルに倒れたけど、宮燈さんは愛撫をやめてくれない。快楽の波が押し寄せて、意識がさらわれる。怖くなるくらいの浮遊感が私を飲み込んでいく。

「ああぁっ……！」

　達したけど、私は気持ちいい感覚よりも、震える足がつりそうで心配だった……。

　脱力していたら腕を引かれて強引なキスをされる。抱き寄せられて体が浮きそう。キスしたまま腰を抱かれて足が本当に浮いた。

「ん！　んん！」

　やだ、怖い！　と思って宮燈さんの腕を掴んだけど、全然離してくれそうにない。もう浴衣は開はだけて、胸も肩も露わになっているいから心細い。

　心臓の鼓動が早くなる。散々貪られ、やっと解放されて息をしていると、テーブルの上に上半身をうつ伏せにされた。浴衣の裾を捲り上げられたから、振り返って必死でお願いした。

「ここ、だめっ。ごはん、食べるところだから、よごしちゃうの、いや」

「汚さないように全部受けとめてくれ」

　ぐちゅっと音がして、私の中に入ってくる。だめって言っているのに。

　でも、気持ちいいから勝手に腰が動いてしまう。少し入れられると、その先を期待して、どんどん濡れていく。奥へ奥へと、ゆっくり探るように抉られる。優しく揺さぶられて、もっと激しくしてほしくて、腕に力を込めた。

　のけ反った私の喉を、大きな掌で撫でられた。そのまま顎を掴まれてキスされて、肩がびくびくと震えた。キスから解放されて呼吸すると同時に激しく突き入れられたから、大声で喘いでしまった。恥ずかしい。

「あぁんっ！　あっ、あっ、いや……いやぁ」

　律動で喘がされる。快楽でなにもかもをぐちゃぐちゃにされて、またすぐ達しそうになる。

「あっ、あ、いや、いくっ……あっ」

「もう？　いやいや言いながら感じてるのか？」

「いじわる、言わないでっ！　ああっ、いや、じゃないです……気持ちいい……」

　私の胸を宮燈さんが後ろから執拗に弄ってくる。指で弾かれるたびにきゅんきゅんと締めつけて、熱い体液が溢れてくる。私の中で質量が増すのを感じて、いっていいんだと安心した。早く終わってほしい。気持ちよすぎて怖い。ぐっと奥まで突き上げられて視界が明滅した。

「あぁぁ……」

　痙攣して、だらしなく口を開けて、私は絶頂の快感に浸っていた。中で脈動している。注がれている。気持ちよくて幸せ。

　余韻で何度もひくひくさせながら、全部搾り取るように媚肉がうねる。




　体を離されて、テーブルにうつ伏せながら深呼吸をしていると、段々と意識が戻ってきた。腕にかかっているだけの浴衣を肩まで引っ張り上げる。いつの間にか行為に没頭していた。もうやだ、本当に恥ずかしい！

「……だめです。お行儀が悪いですっ！　こんなところでするのは……」

　私がそう言うと「じゃあベッドなら何度でもいいんだな？」と返され、また抱えられて私室へ連れていかれた。エロ常務！

　あれこれ体位を試されて、何度も絶頂させられて、疲れきって「ほんとに死にます！　やだ！」と拒否してやめてもらった。

　時計を見れば、八時過ぎ。九時半の新幹線だから、見送る支度をと思ってフラフラしながらベッドを降りようとしたら、腕を引かれた。

「お見送りしたいから、もう準備しないと」

「許されるならもう一度抱きたい。ここで休んでくれて構わないから」

　淡々とした声。他人が聞いたら感情がないと思うような宮燈さんの声。

　でも私は知っている。こんなに熱を込めて頼まれたのは初めてだ。ベッドに戻って、横たわって私を見ている宮燈さんに口づけた。

「もう……仕方ない旦那様ですね」

　私が笑うより前に、宮燈さんが笑った。

　え、大好き。




「お願いされた最後の一回」が終わっても、ずっと二人でベッドにもぐり込んでいた。

「もう一度『好き』って言ってください」

「……いやだ」

「もーなんで？　いいじゃないですか！　減るもんじゃないのに！」

　あの告白以降、宮燈さんは全然『好き』と言ってくれない。

「わかりました。いいです。毎日『好き好き』って言いたくなるくらい惚れさせてやるから！」

「……もう十分好きなのだが」

「はっ！　今言いました？　しまったー！　録音しておけばよかった！」

　騒いでいると宮燈さんの電話が鳴って、『もう義仁さんは支度がすんだで。ええ加減母屋に来てくれへん？』とお母様が電話の向こうで怒っていた。

　宮燈さんはスーツを着て、私は浴衣のままで母屋へ行った。

「もう！　宮燈さん、桜ちゃんに無体したらあかんよ！」お母様がぷんぷん怒っていて可愛い。宮燈さんは無表情のまま「桜をお願いします」と言っていた。お母様が私のほうを見て笑った。

「桜ちゃん、見送ったら着替えよか。これ似合うんちゃうかて、たーんと服買うてあるんよ」

「え？　え？」

「向日葵もよう似合うてるなぁ。義仁さんと宮燈さんから桜ちゃんのこと聞いて、向日葵みたいやな思うて準備してん」

　名前は桜やけど、笑うと夏の向日葵やねぇ、とお母様が言った。

　東京へ戻ってしまう夫たちを乗せた車を見送って、ゲートが閉まるとお母様が言った。

「桜ちゃん、おおきにね。宮燈さんがあないに嬉しそうなん初めて見るわ。ずっと親の都合でしんどいばっかりで申し訳ないなあて思うてん」

「……こちらこそ、何もかもお世話になりっぱなしで」

「お金のことなら気にせんといてね。うちと宮燈さんは、遺留分含めて相続放棄することになってるけど、うちら二人とも個人名義の資産はあるし。橘家は、余るくらいようけ貯めとるから、義仁さんが元気で『使おうてええよ』って言ってもらえるうちに、好きに使うてまお思うてん。うち、意地悪やろ、ふふふ！」

　法律に保護された遺留分まで放棄させられるなんて、と思ったがお母様は面白そうに笑っていた。ふわふわの天然に見えて、芯は強い方なのかなと思った。

「あの子が笑うてくれるなら、そのほうがよっぽどええんよ。桜ちゃんの前では笑うんやろ？」

「……はい」

「ええねえ。愛やねえ」

　愛か。愛なのか。多分、愛なんだろう。

　このあと、なぜか夜遅くまで着せ替え人形にされて、両手に持ちきれないくらいの服と一緒に車で送ってもらって自分のアパートに帰宅した。

「クローゼットに入りきらない……」

　なっちゃんを呼んで、セレクトしてもらおう。お母様の暴走にちょっと途方に暮れつつ、あの母子、顔も中身もそっくりだな、と思っていた。





幕間　桜さんの彼氏






　土曜日はいつものごとく、昼間から家族連れなどで寿司屋の店内は賑わっていた。遅い昼休憩のために休憩室へ行くと、塩見さんが椅子を二つ占領して寝転んでいた。

「さとちゃんお疲れ～」

　佐藤夏海という名前から、私は皆から「なっちゃん」と呼ばれているが、この人は名字で呼ぶ。

　お疲れ様でーすと返して、ロッカーのバッグからスマホを出そうとしていると、桜さんが少し遅れて休憩室に来た。

「あー！　桜ちゃん～お疲れ～！」

　塩見さんがへらへらと笑っている。わかりやすい。塩見さんは、桜さんだけは名前で呼んでいる。金がなくなるとヒモのような生活をするだめ人間のくせに、桜さんにだけはやたらとお小遣いをあげたり、ジュースを奢ってやったりと、大変わかりやすい。

「久しぶりやん、桜ちゃん。最近全然シフト被らへんなあ」

「私、週五から週二に減らしてもらったんですよ」

「え!?　そうなんや。シフト表見てへんかったわ」

　自称パチプロだから、ここのアルバイトはどうでもいいんだろうな、と呆れつつ、私も補足説明をしてあげた。

「そやさかい、新人さん二人入るやん？　夏休みいっぱいで、桜さん、辞める予定やし」

「ほんまに？」

　急に塩見さんが真剣な顔になった。びっくりした。この人、本当に桜さんが好きなんだ。

「卒論準備に本腰入れたいんです」

「仕送りあらへんのやろ、大丈夫なんか？」

　お前こそ貯金ねーだろ、二十六歳にもなって人生設計大丈夫なのかよと心の中で突っ込みつつ、そこも私が補足した。

「大丈夫ですよね～！　彼氏さんがお金持ちやさかい！」

「え……何？　彼氏できたって、噂、ほんまなん？」

　桜さんは言葉を濁して笑っていた。

　先日、突然桜さんから「相談したいからうちに来てほしい」と言われて、お邪魔してびっくりした。なんでも彼氏さんのお母さんが大量に服を買ってくれたけれど、整理しきれなくて困っていたらしい。可愛い系もお洒落系もスポーツ系も揃っていて、サイズはぴったり。色違いもあって、あちこちのお店で「ここからここまで全部ちょうだい」って言ったんじゃないかってくらいにたくさんあった。

「ごめんね、いつも頼ってばっかりで。この中で、どれを残したらいいかなあ？」

　私なりに考えて、桜さんに似合いそうな服をチョイスして、半分くらいの量に減らした。残りは実家に送って、体型が似ている妹さんに着てもらうらしい。トップスはサイズが合わなかったが、スカートでいいのがあったので、私も何着かもらってしまった。

　後日、お返しにと、衝動買いして使ってない新品のコスメをあげたので、物凄く喜ばれた。

　桜さんは本当に綺麗になった。心配になるくらい細すぎた体も標準体型になって、お肌も髪も艶々。連勤しすぎて疲れてギスギスしている時もあったけど、今は余裕があるのか空気が柔らかい。私とは大学も違って、頭のできも違うはずだけど、恋愛に関しては同じなんだなあと、前より親近感が湧いて、桜さんがバイトを辞めてしまうのは私も寂しかった。

　休憩が終わるのか、塩見さんがようやく椅子を戻して立ち上がって言った。

「桜ちゃんの処女は俺がもらうはずやったのに」

「げ、きっしょ！」

　思わず本音が口から出てしまったから、桜さんが爆笑している。塩見さんは不機嫌そうに桜さんに質問していた。

「桜ちゃんの王子様はどんなやつなん？　俺よりイケとるやつおらへんやろ」

「塩見さんより真面目でかっこいいです」

「ハッキリ言いよったなぁ。妬けてまうわぁ……」

　塩見さんは泣きそうな顔をしている。冗談ぽく言ってますけど、思い切り失恋しましたね。可哀想に。

　その日のアルバイトが終わって、昼シフトの数人で雑談しながら、このあと飲みに行かないかと話していた。桜さんは用事があるからと断っていた。「あらデートやな」と塩見さんが呟いて、私に向かって言った。

「尾行しようで」

　裏口から出て、解散して、飲みに行くメンバーは四条河原町のほうへと歩いていった。桜さんは早足に橋を渡って、道路の端に停車していた黒塗りの高級車へ近づいていく。「追突したらあかんやつや……」と塩見さんが呟いていたが、私も同じことを思っていた。

　私たちは大きな木の陰に身を潜めて見ていた。

　運転手さんが後部座席のドアを開ける。お辞儀して笑顔で乗り込む桜さん。待ちきれないかのように腕を伸ばして、桜さんの身体を抱き寄せている男の人。顔は見えなかったけど、身なりから結構年上っぽかった。

　川端通りを北へと去って行った車を見送って、私と塩見さんはしばらく呆然と立っていた。

「あれは、あかんやつや。敵わんわ。見た？　桜ちゃんの嬉しそな顔……」

「塩見さんって、ほんまに桜さんのことが好きやったんやね」

　目の当たりにしてショックを受けている塩見さんには、さすがの私も同情した。

「あーあ、早く付きおうてくれって言うとけば俺のものやったんに」

「いや、時期の問題ちゃいますよ。まず、朝から晩までパチンコ行くのやめて真面目に働きましょうよ」

「うん、そら無理」

　ドクズだな。つける薬が見当たらない。

「飲み会に合流しましょか」

「せやな……」

　私は、桜さんが塩見さんのこと、「ちょっといいな」って思っていたことを知っている。友達以上恋人未満ってやつだ。塩見さんは、外見はチャラいし休憩中もダラダラしているけど、厨房では真面目だし、仕事もテキパキしている。違う未来があったかもね、とは思うけれど、それはもう私の心の中に封印しておくことにした。








第二章　秋




橘部長と夫婦喧嘩する






　内定式。総合職百二十五名、一般職三十一名。

　総合職だけだった六月の内々定通達とは違って、十月の内定式は一般職も一緒なので女子も多い。

　そして、式典なので社長をはじめとした重役も揃っている。祝辞のために壇上にいる橘社長と目が合って、にっこり笑ってもらい少しドキドキした。宮燈さんとは別の魅力のある男性だなぁと思った。

　宮燈さんも常務兼人事部長として壇上にいたけれど、相変わらず無表情。「本当に偉いんだな。この人、私の夫かぁ」と、物凄く変な気分だった。

　式典が終わり、重役が退場すると、横にいた女子学生が囁くように話すのが聞こえた。

「橘部長ってかっこいいよね」

「きゃ、こっち見てる！」

　こっち？　と思って彼女らの視線の先に目をやると、自分以外の他の重役を見送ったあとの宮燈さんが、扉の側で明らかに私を見ている。

　無表情で。でも綺麗な顔で。

　私は（こっち見んな！）と思って目をそらした。

「ねえ、まだ見てるよ。もしかして私を見てるー？　おじさんだけどさあ、橘部長なら全然ありじゃない？」

「ありだね」

　基本的に転勤がなく、事務処理能力が重視される一般職と、海外事業所含めて転勤のある総合職とでは選考過程が全く別になる。そのため一般職内々定者は内定式まで人事部長との接点がほとんどない。内定式で初めて宮燈さんを見た人もいるだろう。素直にキャッキャッとはしゃいでいる同期になぜか胸がもやもやした。

　……私と宮燈さんは一週間前から喧嘩している。口も利いてない。昨日だって、本当は宮燈さんの家に行くはずだったけれど、私は都内のビジネスホテルに泊まった。原因は些細なことだったけれど、謝ることができず、冷戦状態が続いている。悪いのは私なんだけど……。




　内定式後に、本社から場所を移しての研修があり、夜には希望者だけの懇親会もあった。研修所に宿泊も可能だったので、私は「懇親会希望・宿泊希望」と、どちらも参加希望で出していた。

　懇親会は研修所の食堂にて立食形式で行われ、少しだがアルコールも出て、かなりくだけた雰囲気。

　内定式は採用担当者にとってはひとつの区切りらしく、内々定辞退されないように、ここまでにどう学生を保持するかが大変らしい。

　総合職採用担当の林さんも、一般職採用担当の斎さい木きさんも楽しそうにしている。

　でも、その楽しいはずの懇親会で、私はこれまでの人生で経験したことのない苛立ちを覚えてしまった。

　宮燈さんがめちゃくちゃモテている……。

　一般職内定者の女子が群がるようにして、宮燈さんに話しかけていた。

　あ、まあ、そりゃそうだよね。採用担当の林さんから、社内外にファン多数と聞いていたし。

　聞いてはいたけれど、目の当たりにするとなんとも言えない気持ちだった。嬉しくはない。私だって宮燈さんと話したいし側にいたいけど、行くことができない。

　女に囲まれても、相変わらず宮燈さんは無表情だった。でも、ボディタッチ多めの女が一人いて、私は何かカチンときていた。

　名札に「一般職内定者 吉よし岡おか」とあったから、こいつとは絶対同じ部署に配属されませんようにと祈った。私は心が狭いから仲良くできない！

　私は「触らないでくださーい！　その人は私の夫なんですよー！」と叫んで割って入りたい気分だったが、そんな自分にドン引きしていた。

　今の私にはそんなことを言える資格がない。宮燈さんは、きっとまだ私に怒っている。それに、結婚していることは入社までは伏せておく約束なのだから、そもそもそんなことできないし。




　喧嘩のきっかけは、私が珍しく熱を出して寝込んだことだった。

　夏季休暇で、論文に使う原典の翻訳作業も進み、アルバイトで自分の貯金もできた。実家の借財に関しても、金利の低いローンへの借り換えができたらしく、お盆前に一人で帰省した時に「おかげで見通しも明るうなったよ」と両親が言っていた。

　お盆には橘家のお墓参りにも行かせてもらって、ご先祖様に結婚をご報告した。墓所は橘家が所有しているという隣県の山中にあったのだが、先祖代々、当主ごとに墓石があるそうで、広い敷地内に家族のお墓がたくさんあってびっくりした。当主は生前建立するらしく、義父と義兄のお墓もすでに立ててあった。なんかすごい。あとめちゃくちゃ蚊に刺された。

　宮燈さんは二週間に一度は京都に来てくれて、会えない時も電話したり、メッセージを送ったりと仲良くしていた。会えない分、私への執着が激しくなっているのを体で感じていたが、怖いので気のせいだと思うことにした。

　残暑も和らいできた季節の変わり目に、私は風邪をひいてしまった。健康だけが取柄だったのに、高熱で立ち上がれないほど。

　週末会う予定だったけど、これは無理だなと思ったから宮燈さんにメッセージで連絡をしたら、すぐに電話がかかってきた。平日なのに「すぐに行く」と言うから、「大丈夫だから仕事してください！　私のせいで迷惑かけたくないから」と制して、代わりにお母様に来てもらうことになった。

　頭がガンガンして、寒気も酷くて、大丈夫とは言ったけれど心細かった。だから、おかゆを持参してアパートまで来てくださったお母様に甘えてしまった。

「夏の疲れが出たんやろ」

　たくさんのフルーツを綺麗に切り分けながら、そう言ってくださったお母様はとても優しかった。

　そして二日後、無事に熱も下がり、お母様に「ありがとうございました！　治りました！」と電話をして、昼過ぎから研究室へ行った。

　夜八時頃、いつもより早めに帰宅すると、そこに宮燈さんがいた。ドアを開けたら人がいたから心臓が止まるかと思った！

「な、なんでいるんですか!?」

「君こそ、どこに行っていた？」

「研究室です。合鍵は渡すけど、勝手に家に入らないって約束しましたよね!?」

「私は何度も電話をしたのに、繋がらないから来た」

　電話？　と思ってバッグを見ると無い。ベッドを見ると枕の横に置き忘れている。そして、そのことにまったく気づかずにいた。手に取ってみると、恐ろしいほどの着信履歴があって、ひええと思って顔を上げたら、宮燈さんが無表情で私を見つめていた。

「熱を出している君とずっと連絡がつかなかったら、心配にもなるだろう」

　声は淡々としていたが、怒っているのがわかる。しかも、物凄く怒っている。

　私は「でも私、治りましたって連絡しまし……」とそこまで言いかけて気づいた。私が連絡したのはお母様で、宮燈さんじゃない。しまった……。

「私は連絡をもらっていない。その連絡は誰に？」

「お母様です……」

「私を忘れていたのか」

「忘れてたわけじゃないですけど……」

　いや、正直に言えば忘れていた。昨日まで熱があって、その間は頭痛が酷くて画面を見るのもいやで一切連絡しなかった。今朝、熱が下がりましたと一言メッセージを送ってから大学に行けば良かった。

「……でも、だからって勝手に家に入らないでください！　約束守れないなら合鍵返して！」

「いやだ」

　それだけ言うと、無表情のまま家を出て行った。宮燈さんを怒らせてしまった。

　そう思うと苦しいくらいに胸が痛い。体が冷たくなっていく。

　忘れていた私が悪いのに謝ってない。

　心配してわざわざ来てくれたのに、ありがとうも言ってない。

　会えて嬉しかったのに触れてもいない。

　謝ろうと思って表に出たけれど、もう宮燈さんはいなかった。電話をしてもそれ以降は一切繋がらなかったし、「ごめんなさい」とメッセージを送っても既読のまま無視されていた。

　そして、その状態のまま、内定式を迎えてしまったのだった。





橘部長から逃げ出す






　宮燈さんは時折、少し離れた場所にいる私を見る。でも、目が合うたびに私のほうからそらしてしまう。もう私のことなんか嫌いになっているんじゃないかと思うと、怖くて視線を合わせられない。私を見ないでほしい。

　どうしてすぐに謝らなかったのか、自分でもばかだなあと思う。

　前日まで寝込んでいたから、服とか食器とか散らかしていて、そんな自分の家を見られてしまったのが恥ずかしくて鍵返して！　なんて思わず言ってしまった。宮燈さんは心配して来てくれていたのに。

　八時に京都にいたってことは、終業後すぐ新幹線に乗ったんだろう。そして、きっとあのあとすぐ、東京に戻ったに違いない。お金も時間も無駄にさせてしまったと思うと、泣きたいくらいに申し訳ない。メッセージを無視されるって悲しい。でもそれだけのことを自分がしたんだから仕方ない。

　結婚……というか、誰かと真剣なお付き合いをすること自体が初めてだから、当然好きな人と喧嘩するのも初めてで、どうしていいかわからなかった。夏休みいっぱいでアルバイトも辞めて、今は研究室へ通うだけの生活なので、なっちゃんに気軽に会えないし、誰に相談していいのかすらもわからなかった。

　お母様に相談しようかなとも思ったが、そうすると「私が気ぃ利かへんさかい喧嘩してもうた。私が宮燈さんに連絡しとけばよかった」と自分を責めそうだったので、私たちが喧嘩していることは黙っている。

　食事にもあまり手をつけず考え事をしていたら、一般職採用担当の斎木さんが私の隣に来て笑って言った。

「橘部長のこと、そんなに気になるなら話しかけてくれば？」

「え？　いえ、気になるとかそんなことないです」

「そう？　さっきから橘部長ばっかり見て可愛いなあって思ってたんだけど。大学の先輩でもあるし、話しやすいんじゃないの？」

「あはは、いえいえ。橘部長ってモテるなあって思っていただけです」

　私がそう言うと、林さんが口を挟んできた。

「確かにね。去年も同じ光景が繰り広げられてたよ」

「でも、終始あの調子で冷淡だからさあ、私は苦手なのよね」

　それを聞いていた林さんが、からかうように笑いながら言った。

「斎木さんは新婚で、旦那さん以外に興味ないからでしょ」

「そんなことないよ。美形だなとは思うよ。でもさ、冷たくて苦手って言ったら宮様ファンに『冷たい？　クールなのよ、そこがいい！』って言われた！　あはは」

「ああ、そうなんですかあ……」

　適当に相槌をうちながら、誤解されたまま好かれたら、そりゃ宮燈さんも居心地が悪いだろうなと思った。

　宮燈さんは冷たくなんかない。表情がないからクールに見えるだけで、むしろ怖くなるほどの熱情を込めて私を抱き締める。しばらく触れられてないな、と思うと胸が痛い。

「でもさあ、噂では橘部長に彼女ができたらしいよ。頻繁に京都に行ってるから、地元で縁談でも進んでるんじゃない？　ってファンの子が予想してた」

「言われてみれば、橘部長が私用のスマホを見ている回数が増えたかもしれない。うわあ、そういうことかぁ！」

　それを聞いて、心臓がビックー！　と跳ねた。

　ファンクラブ恐るべし。

　それに、仕事中にスマホ見ていること、林さんにバレてるじゃん！

　ただでさえ気を張っているのに、春からやっていけるのかという不安も生まれ、なんだか余計に疲れてしまった。親睦会のお開きはまだだったが、林さんと斎木さんに挨拶して、先に帰ることにした。もう寝よう。

　食堂から宿泊棟の間には小さい中庭がある。雨でも濡れないようサンルーフがあり、今日初めてここに来たけど素敵な場所だなぁと思っていた。中庭で少し休もうかなと思っていたら先客がいた。

　宮燈さん、そしてその横に女。

　心臓が軋んだ。

　宮燈さんはいつも通り淡々としていたけれど、その女がやたらと距離を縮めようとしている。

　なんで？　なにしてるの？　と立ち止まってしまった私の存在に気づいた宮燈さんと目が合った。いつもはわかるのに、今は気持ちが全然読めない。

　少しは驚いたら？　それとも私なんか、もうどうでもいいから無表情なの？

　怒りじゃなくて絶望と破壊みたいな負の感情。

　私の中にこんなどす黒い感情あったのかと自分でも驚いた。

　ふだんだったら思わないであろう卑屈な思考に嫌気がさして、柄にもなく泣きそうになったから、二人の横を走り抜けた。

　いや、走り抜けようとした。でも、伸ばされた宮燈さんの腕に捕まってしまった。「え？」と驚いたのは私だけじゃなくて、その女の子も同時に声を上げている。

「待ちなさい」

「なんですか？」

　腕を振り払って私は宮燈さんを睨んだが、宮燈さんは無表情だった。でも、何か言いたげな顔をしているな、と気づいた時、隣にいるその女・吉岡が、私と宮燈さんの視線の間に割って入ってきた。眉を下げて、でも笑いながら彼女が私に話しかける。

「私たちが二人きりでここにいたって、内緒にしてくださいねぇ」

　彼女の言葉の意味を理解できず、私は三秒ほど固まってしまった。

　ああ、二人の逢い引きを見ちゃった私が逃げようとしたって感じね。ＯＫ、ＯＫ！

「うん、内緒にしとくね！」

「ありがとぉ、噂になっちゃうと困るんでぇ」

　舌足らずなしゃべり方に、ついイラっときた。宮燈さんは無言のままだし、こんなところに一秒たりともいたくない。そう思っていたのに、吉岡はさらに話を続ける。

「清川さんってぇ総合職なんですよねえ～すごいなぁ～！　バリバリ仕事して出世してくださいねぇ。海外勤務もあるんですよね？　結婚願望とかなさそう～」

「プライベートはあなたには関係ないでしょ、何言ってるの？　内々定通達の時も、同期の男子から『行き遅れるぞ』とか言われたから、それが総合職の女子に対する世間一般の認識なんだろうけど、ばっかみたい」

　目の前の吉岡がポカンとした顔をしていた。

　しまったー！　心の声が駄々漏れしていたー！

　私の悪い癖だ。それで杉岡さんにも嫌われているのにー！

　私は「なんでもない！　ごめん！」と言って笑って誤魔化して宿泊棟のほうへ逃げた。やべっ。これで吉岡を敵に回してしまった。やべっ。

　脱兎のごとく逃げていたら、遠くから「え、橘部長？」と言う、吉岡の戸惑う声が聞こえた。思わず振り返ったら、すぐ後ろに宮燈さんがいた。

　私が「ぎゃー！」と可愛くない悲鳴を上げたら、宮燈さんに腕を掴まれた。物凄い勢いで追いかけてきたらしい。

　いや、私も結構なスピードで走ってたんですけど!?

　どんだけ早いの？　これならゾンビからも余裕で逃げられるんじゃない？　って今はそんなことは関係ない。

　そのまま腕を引っ張られるから、傍から見れば連行される宇宙人みたいになってたと思う。

「離してください！」

「大きな声を出さないでほしい」

　エレベーターに乗せられて、どこかの部屋に連れ込まれた。明かりのない部屋で抱き締められた。何がなんだか解らない。

　ジャケットを脱がされて、ベッドに押し倒される。ボタンが飛んでいったんじゃないかと思ったくらい乱暴にシャツを脱がされて、露わになった胸にキスされた。

「は……はぁっ、あっ……宮燈さん！　やだ！」

　宮燈さんは、片手を背中に回して器用に下着を外すと私の胸の先端を口に含んだ。唇で挟まれて少しだけ歯を立てて、柔らかくて温かい舌で潰すように強く愛撫される。

「ああぁっ！」

　声が出てしまって、咄嗟に両手で口を塞いだ。誰がいるかわかんない会社の研修所で喘ぎ声なんか出せない。それなのに、宮燈さんはお構いなしに吸いついてる。息苦しい……でも気持ちいい。

「んっ……んん……っ」

　もうひとつも強めにかりっと指で愛撫されて、どんどん濡れていく。

　このまま抱いてほしい。蕩けさせてほしい……って！　だめだめだめ！

　私はもう挨拶して抜け出したけど、宮燈さんは多分まだ仕事中だし、早く戻らないと吉岡が変に思うだろう。

「ねえ、みや……橘部長！　だめ、仕事に……」

　そう言いかけて抵抗している私を無視して、宮燈さんは両手を押さえつけて私の口を塞いだ。私は泣きそうになった。怒ってるはずの宮燈さんが、キスしてくれた……？





橘部長に閉じ込められる






　ずっとキスされて、いつものよう力が入らなくなったから、私は抗うのをやめた。

　内定式で宮燈さんの姿を見てから、ずっと触れたかった。触れてほしかった。言葉すら交わさずにいた一週間が辛かった。こうして二人だけで会いたかった。

　好きって思いながら私からも舌を絡めると、宮燈さんが私の手を解放して、髪を撫でてくれる。

「……橘・部・長・、まだお仕事中でしょ？」

「そうだな。君の言う通りだ」

　そう言って宮燈さんが体を離す。私はベッドに横たわったまま、彼を見上げた。

「ごめんなさい」

　宮燈さんは無表情のまま、一度ジャケットを脱いで、シャツとネクタイを整えていた。さっきまでと違う人みたいになる。

　クールなエリートに擬態した宮燈さんが、まるで部下に命令するかのように言った。

「悪いと思っているなら、私が戻ってくるまでここにいろ」

　私が頷くと、「仕事を終わらせてくる」とだけ言って部屋を出て行った。

　さっきは、わけがわからないままに連れ込まれたけど、見覚えのある荷物が置いてあったから、ここが宮燈さんが泊まる部屋なのだと思う。ツインで広い。

　私たち内定者の宿泊部屋は別階で、ベッドもシングルだったから、こちらは役職者向けなんだろうなと思った。

　暗い部屋に一人残されて、しばらくベッドの上でぼんやりしていた。

　やっと直接話ができて嬉しかった。キスしてもらって嬉しかった。なぜかひん剥かれていたから、（これはシャワーを浴びておくべきでは）と思ってバスルームを使わせてもらった。

　ドアはオートロックで、カードキーを持たずに外に出ると部屋に入れなくなる。私はこの部屋のキーを持っていないから、自分の部屋へ行ってここへ戻ってくることができない。着の身着のままで閉じ込められた状態だから、着替えがなくて困った。（素っ裸で出迎えたら完全に痴女じゃん！）と思ったので、備えつけのルームウエアを勝手に使わせてもらう。

　ポットでお湯を沸かしていると、宮燈さんが戻ってきた。部屋に私がいるのを確認して少しだけ視線が和らぐのを感じた。

「おかえりなさい、宮燈さん。お仕事お疲れ様でした。お話してもいいですか？」

「その前に、もう少しだけ君に触れてもいいか？」

「え？」

　なんで？　と思っていたら抱き締められた。まだ濡れている髪を宮燈さんが撫でる。怒っているんじゃないの？

　なんでこんなに優しく扱われているんだろう。抱き締められたまま、私は質問した。

「宮燈さん、怒ってる？」

「怒っている」

「ごめんなさい。来てくれたのに、ありがとうも言わずにごめんなさい。治りましたって連絡忘れて、心配かけてごめんなさい」

「君がもう回復していたのは知っていた」

「そうなの？」

　びっくりしたから体を離すと、宮燈さんはまっすぐ私を見ていた。

「君に何度電話しても繋がらないから、母に連絡を取った。だから、君の熱が下がっていたことは知っていた。だが、それをなぜ私には言わないのかと苛立った。それで定時後すぐに新幹線に乗った」

「お母様から聞いてたんですね……」

「君の顔を見たらすぐ帰ろうと思っていた。翌日は朝に会議の予定もあったから」

「忙しいのに、来てくれてありがとうございました」

　怖い。いつも通りの無表情なのに、宮燈さんがこんなに綺麗で怖いの初めてだ。

　宮燈さんはまた私を抱えて、ベッドに下ろした。ジャケットを脱いで、ネクタイを解き、縮こまってベッドにうずくまる私の横に来るから、怖くてますます小さくなった。

「なぜ、私を忘れていた？」

「ごめんなさい、うっかりです」

「誰にでも間違いはある。特に君は間が抜けているし」

「うう、それ何回も言われている気がします」

「……怒ったよ、とても」

　橘部長は私が着ているルームウエアを脱がせながら言った。

「あの日は『私を忘れるなんて許さない』と思いながら帰った」

　ひええと思っていたらキスされた。遠慮も何もないキスで、口の中全部舐められたと思う。唾液が混ざり合う。胸は少し乱暴なくらいに揉まれていて、指で愛撫されると腰が勝手に跳ねるほど気持ちいい。キスから解放されて喘いだ私を見ながら宮燈さんが言った。

「この階は、私しか宿泊していない。だが、いつ誰が廊下を通るかわからない。だから声を出すな」

「……はい」

　声を出さないように、なんてできるのかな。心配していたら、またキスされて、耳から首に舌を這わせてくる。鎖骨も舐められてくすぐったいなと油断していたら、乳房の上をきつく吸われた。ちりっとした痛みを感じて小さく悲鳴を上げた。

「痛いた……な、に？」

「痕を」

「……あと？」

「そばにいたら忘れないように毎日刻み込むのに。こうして」

　今度は腕を吸われた。また少し痛い。見ると鬱血しているから、ああこれがキスマークかあと思った。わざわざ他人の身体に痣をつけるなんて酷い、意味わかんないって思っていたけど、自分がされて初めてわかった。

　目に見える形で、印をつけておきたいんだ。

　これを見て、宮燈さんは独占欲が満たされて安心するんだろう。

　結婚してからも「私のことだけ考えて、私だけを見てほしい」と繰り返し言われていた。特にセックス中に言われていたから、今みたいにすぐ考え事をしてしまう私に言い聞かせているんだろうなあと思っていた。でも、それだけじゃなくて、異性も家族も友達も、全部含めて「自分だけ見てほしい」だったのだろう。

「ごめんなさい、もう連絡忘れないから……」

「当たり前だ。次は絶対許さない」

　そう言って、宮燈さんが秘裂に指を入れてくる。すぐに濡れてしまって、くちゅくちゅと卑猥な音が恥ずかしい。声を出さないようにと、口を手で押さえていたけど、気持ちよくていつの間にか喘いでいた。胸も舐められていると、体全部が気持ちよくて頭がぼんやりしてくる。時々強く吸われて、腰がびくっと跳ねる。また何も考えられなくなってきた。

「んっ、んっ！　ぁん……それ以上しないで、声が、我慢できない」

「人が来てもいいのか？」

「んん、だめ……だめっ、ああっ！」

　小さく達して、声が出てしまった。うつぶせにされたから、それ以降はシーツを噛んで耐えた。

　背中も足にもキスマークをつけられてなんだか全身が痛い。太腿とかいやだったけど、宮燈さんは私が痛がっているのを悦んでいた。

　おかしくなりそうなくらいに全身を愛撫された。恥ずかしいけど、私の体で宮燈さんの指と舌が触れてない部分はもうない。

　ずっと擦られて熟れてしまった陰核は、痛いほど大きく勃っている。待ち望んでいる中は、愛液で溢れて熱くて痺れるよう。

「もう、むり。早く入れてっ……みやびさんとしたいよう……」

　我慢できなくなった私がお願いすると、宮燈さんは無表情のまま体を起こす。一瞬笑った気がした。

「お仕置き。そのままで待ってろ」

　そう言い残してシャワーを浴びに行ってしまった。

　え、ここで放置……？　酷い！　鬼畜!!





橘部長が声を出して笑う






　宮燈さんが本当にバスルームへ行ってしまったから、火照った体を持て余している状態の私は悶もん々もんとしていた。

　うう、鬼のようだ。もう怒らせないようにしよう。「次は絶対許さない」って言われたけど、許されなかったら何をされるんだろう。

　足の腱を切られて監禁されるやつ……？

　いや！　それ普通に痛いし不便だから！　やらないよね。やらないと思う、多分。財力あるし、やりかねないから怖い。

　もしやられそうになったら「私が立てなくなったら宮燈さんのお好きな立ちバックができなくなりますヨ！」って言おう！　そしたら思いとどまるはず！

　バッドエンド妄想をしていたら頭と体が冷えてきたので、私はベッドから降りて、扉近くの姿見で自分の全身を見た。痣だらけだった。以前、電車の中で、襟ぐりの広い服から胸元の痣が見えている女性がいて、私は（痛そう。怪我したのかな、かわいそう）と思ったことがあるが、あれはキスマークをわざと見せていたのか。

　私も見える場所に痕がついている。どうしたらいいのこれ。私には見せびらかす趣味はない。

　ネットで検索したら、冷やすか、ファンデーションやコンシーラーで隠すように書いてあった。

　布団に潜り込んでスマホを見ていたら、宮燈さんが部屋に戻ってくる気配がした。私はその時『見える位置にキスマークをつける男は独占欲が強い』というネットの記事を読んでいた。そこには『背中は浮気防止』と書いてある。

　布団をめくられて「何をしている？」と聞かれたので、画面を見せる。

　綺麗な顔でそれを凝視して「君が浮気……」と呟いた。

「また想像で落ち込んでませんか？　私より宮燈さんのほうが心配です。私も宮燈さんの背中につけちゃおうかな」

「なぜ？　私は君以外にまったく興味ないのに？」

　そう言われて少し嬉しくてドキドキしつつ、同時に胸がもやもやした。私はそのもやもやした気持ちを、ストレートに彼にぶつけた。

「じゃあ、さっきのあれ、なんですか？」

「あれ、とは？」

「中庭で」

「ああ、アレか」

　あれ──吉岡と二人で中庭にいたことについて──宮燈さんは特に表情を変えないまま言った。

「彼女から、ちょっと相談があるからと言われて連れていかれた。中身がなかったから、相談は口実なんだなと思って戻ろうとしたところだった」

「ふーん……」

　納得できなくて、私は俯いて黙った。そんなの、わかりそうなものなのに。なんでついて行っちゃうの。現に吉岡は、私に向かって「橘部長と自分が、二人きりでここにいたこと」をわざわざ強調してきたのに。彼女は美人で、ちんちくりんの私より遥かにスタイルもよくて、きっとモテるんだろうなと思う女の子だった。あの光景を思い出すと、悲しいような、悔しいような、物凄くいやな気持ちになる。

　沈黙を破ったのは、宮燈さんの笑い声だった。

　笑い声？　宮燈さんが笑ってる？

　そう思って顔を上げたら「ふふっ」と小さく笑っている宮燈さんがいた。

「まさか、君は妬いている？　やきもち？」

「そ、そうです。何笑ってるんですか？　ばかにしてます？」

「こんな嬉しいこと初めてだ。君は私が好きなのか？　私が他の女と二人きりだったことを妬くくらいに」

　なんか、ばかにされてる気がする！

　悔しい。

「そうですよ！　いやでした！　宮燈さんが他の誰かと二人きりだなんて物凄くいや！」

「私は君以外どうでもいい。でも君は私が想うほどに、私のことを好きじゃないと思っていた。……だから妬いてる君が可愛い」

　そう言って、私の好みドストライクの綺麗な顔でフッと笑うから、私は胸に恋の矢が百本は突き刺さったと思う。心臓が破れるんじゃないかと思うくらいドキドキしてきた。

　本当に嬉しそうで、まだ口角が上がっている。こんなに笑顔が持続してるの凄い。綺麗。

　……私にだけ向けられる優しい視線を思うと、私の独占欲も充たされる。

　吉岡が私たちに干渉してきたのも許そうと思った。

　素敵でしょ？　でもごめんなさーい、私の夫なんです！

　我ながら意地悪だと思うけど、そうでも思わないとやってらんない。モテる夫を目の当たりにしても、そのうち慣れて平気でいられるようになるんだろうか。それともずっと痛みは続くのかな。心が疲れちゃうからなるべく平静でいたいのに。

「何を考えている？」

「この先もずっとやきもち焼くのかなって。宮燈さん、モテるから」

　少し拗ねて私が言うと、宮燈さんがベッドに乗ってきて私を抱き締めた。スプリングが軋んで揺れて、そのまま押し倒され、私の胸に顔を寄せて軽くキスしている。さっき自分がつけた鬱血痕キスマークを指でなぞりながら彼が言った。

「……私は君のものだ」

「うわあ、そういう台詞をさらっと言えるの凄いです」

「私の心は全部君に持っていかれた。私は君のものだ。私が好きなのは君だけだ、桜」

　……今の録音しておけば良かったな。そうしたら、不安になったら何度も繰り返し再生できるのに。

　切なくなっている私の胸を、ちゅっちゅっと吸っている宮燈さんが可愛くて可愛くて仕方ない。首も胸も腹も舐められている。さっき痣をつけられて痛む内腿も、舌で優しく愛撫された。

　秘裂を舌全体で舐められて叫びそうなのを我慢した。熱くて充血している陰核をちゅるっと吸われると、脳天までびりびりして耐えられなくて指を噛んだ。

　舌が少し違う場所を舐め始めると、腰が震え、ついに我慢できずに声が出た。

「くぅ……う、あ、やだ、そこ……」

　何これ？　どここれ？　クリトリスじゃなくて……尿道口？

　舌でくにゅくにゅと押されている。物凄く気持ちいい。熱くて痺れて、体がびくびくと跳ねていた。

　こんなところも性感帯なの？　意味わかんない！　自分の体がわかんない！

「んんーっ……！」

　声を出さないように耐えていたけど、愛液を擦りつけられるように尿道から陰核をぬるぬる舐められていると大声で喘ぎたいくらい気持ち良くて、あっという間に昇りつめてしまった。痙攣している私を眺めて、宮燈さんが無表情のまま言う。

「『されること』に慣れてきた？」

　私は首を横に振った。慣れてきたと思っていたのに、まだ知らない自分がいた。恥ずかしくて泣きそう。

「まだ慣れないか。可愛いな、桜は」

　そう言いながら、全然力が入らなくなった私の足をさらに押し広げる。

「入れるぞ。声を出すのは我慢しろ」

　宮燈さんの声だけでまた達してしまいそう。くちゅんと音がして潤んだ中にゆっくり入ってくるから、心臓が早くなって身体中の細胞が沸騰していく。

　ぐちゅぐちゅ卑猥な音を立てて、宮燈さんが楽しむように腰を動かしている。待ちきれない私は、本能のままに自分も腰を揺らした。

「んっん、んっ、んあぁ……あっあっ……」

「桜……綺麗だ……」

　私の胸の上で、宮燈さんの前髪が揺れる。彼の息が上がってきて、少しだけ表情が乱れてくる。可愛い、愛おしい。宮燈さんの髪を撫でて、背中を撫でて、私は声を殺して喘いでいた。

　綺麗だなぁと、自分の夫にうっとり見惚れていたら、突然ベッドサイドの電話が振動した。宮燈さんの仕事用のスマホ。

　低い声で呻いてから、宮燈さんが珍しく苛立った顔をした。

「……すまない、切り忘れていた……」

　まさか、また放置されるの？

　そう思ったけど、このあと、放置されたほうがマシだった、と思う目に合わされた。





橘部長にドン引きする






　宮燈さんは動くのをやめて体を起こすと、ベッドサイドに手を伸ばした。切るのかなと思っていたら、通話状態にしている。

「林、どうした？」

　で、出るのー!?

　セックス中なのに出るのー!?

　普通切らない？　え、わかんない!!

　慌てる私に構うことなく、宮燈さんは無表情で会話している。

「二次会に……」

　察するに、電話の相手は採用担当の林さん。食堂で二次会的な集まりをしているらしく、宮燈さんに来てもらえないかと電話してきたらしい。

「行きたいのだが、もう入浴して寝ようかと思っていた」

　寝ようか、というか女と寝てますけどね。

　恥ずかしくて逃げようと、少しだけ身じろぎしたら、宮燈さんが空いている右手を伸ばしてきて、思い切り胸を掴まれた。

「痛っ！」

　びっくりしていると、宮燈さんが私を見下ろしたまま、またゆらゆらと腰を動かし始める。

　な、何してんの!?

　胸に触れながら、ゆっくりと音がしないように抽挿している。いつも割と激しいから、その優しい動きがむしろ気持ち良くて、私は声が出ないように口を掌で力いっぱい塞いだ。

「当たり前だろう、私だって風呂くらい入る」

「……っ……ん……」

　電話の向こうでキャーキャー言っているのが聞こえるから、女の子もたくさんいるんだろう。二次会で盛り上がった誰かが「橘部長も呼んでください」と林さんにお願いしたのかもしれない。

　段々と宮燈さんの動きが大きくなる。奥まで突き入れられて、擦られて背がのけ反る。

　なんで無表情で電話できるの？　ドン引きなんだけど！

　声が聞こえているんだから、電話の向こうには林さんだけじゃなくて、私の同期もいるってわかってるでしょ？　なんで平気なの？　信じらんない！

　右手は乳首を弄るのをやめないから、肩がびくびくと震えてきた。私は宮燈さんの腕を片手で押し退けようとしたけど、びくとも動かない。

「……そうか、皆に伝えてくれ」

「っ……ぁ……」

　押し退けようとしていた私の腕を掴まれて、より深く攻められた。奥への快楽に耐えられなくて喘いでしまいそう。腕をシーツに押しつけられて戸惑っていると、宮燈さんの顔がゆらりと近づいてきた。

　電話ー！　声が漏れてるのに、電話を近づけないでー！

　必死で息を吸って声を殺す。我慢してるから熱がこもる。身体が熱い。中をぎゅうぎゅう締めつけてしまうから、ますます感じてしまう。

「あまり夜更ししないように。学生は帰るが君はここから本社へ出勤だろう？」

　そう言うと、宮燈さんはシーツの上にスマホを放り出した。

『ああ、はい、そうですね。ありがとうございます』

　私の顔の横で林さんの声がする。宮燈さんは無表情のまま、軽く混乱している私を深く貫く。

　頭がおかしくなりそうで、私は彼を見ながら首を横にぶんぶん振って、行為の拒否の意を示したけど無視された。泣きそうな私にはお構いなしに、宮燈さんは私の両膝を抱えた。

　手を使いたいから電話を置いたの……？

　ドン引きなんだけど！（二回目）

　宮燈さんの前髪が揺れる。さらに奥まで攻められて、衝撃で腰が痺れそうになる。そんな私の耳元に顔を寄せて宮燈さんが言った。

「私はもう寝るから。お疲れ様」

『あ、はい！　お疲れ様です、橘部長』

「ひっ…………ん！」

　だめ！　きっと聞こえた、今の。

　手で口を塞いで息を飲んでいるから、さっきから全然まともに呼吸できてない。それなのに宮燈さんは奥に奥にと攻め立ててくる。律動に合わせてシーツが擦れる音が聞こえてそうで怖い。自分の体が動かないようにぐっと肩に力を入れたら、奥に与えられる快感を逃がせなくて思わず声を上げそうになった。

　もう無理！　苦しくて体がぶるぶる震えている。いく。いや。

『……橘部長？』

「何かな？」

　耳元で囁く宮燈さんの艶っぽい声に、私はゾクゾクしていた。波が押し寄せてきて耐えられない。

『……いえー……夜分にお邪魔しました……』

　プツンと電話が切れたあと、私は絶頂した。

「んーーっ！」

　子宮口にぴったりくっついているのをきゅうきゅうと締めつける。痙攣するように動いているのがわかって、宮燈さんも中で脈動したのを感じた。脱力して、口を押えていた手がぱたんと顔の横に落ちて、そのまま私の意識も落ちそうだった。

「あ……はぁ……ぁっ……」

　私は、意味をなさない言葉を発しながら浅い息を繰り返していた。頭がおかしくなりそうで、一発殴っとこうかと思ったけれど、全然力が入らない。くったりしている私の体を抱きかかえて宮燈さんが言った。

「ずっとヒクヒクしてたな」

「はっ、はっ……はっ……はぁ…………こんな、こと、しないで……！」

「こんなこと？」

「どう考えても、気づいてたでしょ……最後、『お邪魔しました』って！　こんな状態で電話とか酷い！」

「桜は大丈夫」

　また、根拠のない自信。何が大丈夫なの!?

「みやびさん、林さん……多分何か気づいてる……ああっ！」

　いったばかりなのに、またすぐにぐちゅんと音を立てて挿入された。敏感になってるから苦しいくらいに感じている。遠慮なく激しく攻められて、あっという間に落ちていく。

「大丈夫じゃないのは私のほうだ」

「ああっ、ああぁん！」

「桜……声が大きい……」

「んっ……ふっ、ごめんなさいっ……んっ……ん……」

　腕で口を塞いだけど、きっと火照った顔をしている。もうやだ。何も考えられない。悔しい。

「感じているのを我慢してる桜が可愛くて、喘がせたくて堪らなかった」

「んっ……ん……あぅ……」

　宮燈さんに欲のままめちゃくちゃにされて、舌と指を絡め合ってまた二人で絶頂した。情欲に負けた自分自身にもドン引きした……。




　朦朧とする意識の中で、しっとり汗をかいている肌が重なってるのっていやらしいなと思っていた。眠りに落ちそうだったけど、体を拭くかシャワーを借りようと、重い体を動かそうとした。でも宮燈さんが離してくれない。

「宮燈さん、私、自分の部屋に戻らないと」

「朝までここにいてほしい」

「でも、私がこの部屋から出て行くわけには」

「私が出たあと、時間をずらして君が出ればいい」

　離してくれそうにない。久しぶりだし、またしばらく会えないし、仕方ないかと思って諦めてベッドに体を沈めると、安心したのか宮燈さんが少し腕の力を緩めて私の髪を撫でた。宮燈さんはよくこうして私の髪を指で弄ぶ。

「……君の髪が私に絡みついて、私は君に囚われた」

「じゃあ、私があのエレベーターに乗らなければこうならなかったんですね」

「どうだろう、わからない。でも、ただの面接官として君に会っていたら、確かに印象は違ってたかもしれないな……」

　ふと思い出したことがあって、私は宮燈さんの腕から逃れて質問した。

「……ちょっと怖いこと聞いていいですか？」

「なんだろうか？」

「あの時……切った……私の髪の毛……まさか」

「捨てたふりしてポケットに入れた」

「ぎゃー！　やっぱり！」

　いやな予感が当たっていたから、怖いし恥ずかしいから、宮燈さんの手から逃げるように隣のベッドに移って布団をかぶった。

「何か問題が？」

「ストーカー！　変態！」

「わかっている」

　そう呟いて、宮燈さんも私のいるベッドへ移る。「離して！」と騒いでいたら「大きな声を出さないでほしい」と言われ、黙るしかなかった。結局体を離してくれなかったから、朝まで一緒に眠ることにした。

　本当に明日の朝、誰にもバレずに部屋から出られるのかな。宮燈さんは、林さんにどう言い訳するんだろうか。

　やっぱりとんでもない人に捕まってしまったなと思ったが、もう好きになりすぎてるし、手遅れだと諦観するしかなかった。





庭






　早朝、私が起きた時、宮燈さんはまだ眠っていた。私の夫は今日も綺麗な顔をしているなあと見ていた。もしや現世の弥勒菩薩なのでは……と考えていたら、彼がぱっちり目を開けた。

　うお、開かい眼げんした！

「うわあ、おはようございます！」

「……おはよう。何をそんなに驚いた顔をしている？」

「今ちょっと悟りの境地が垣間見えてました」

「意味がわからない……」

　そう言いながら私の頬にキスをして、首に吸いついて痕をつける。何も着てないから、肌がくっつくと恥ずかしいし、もっと触りたくてうずうずしてくる。

　いつもされているから、と仕返しに胸をつんつん撫でてみた。全然表情が変わらなくて悔しいから舐めてみた。くすぐったいのか、宮燈さんが逃げようとするから馬乗りになって舐めた。勃ってくるの可愛い。

「『されること』にまだ慣れてないのに『すること』を覚えたいのか？」

「ん、なんですか、そのジャンル分け」

「されるのも悪くないが、さすがにここではやめておこう」

「今さら？」

「いや……せっかくだから時間のある時にじっくりしてほしい」

　なんか今、怖いことを言われた気がする。再来週、結婚式場での衣装合わせがあるから、宮燈さんが京都に来てくれる。何をさせられるかわかんないけど、それまでに予習しておこうと思っていた。予備知識なしで挑むのは恐ろしい。婚姻届を出した日だって、私の知らないことをたくさん試されて死にそうになったし。

　そんなことを考えていたら、腕を引かれてキスされた。軽いキスだったのに、体の芯が熱くなるのを感じていた。やっぱり私の身体はどこかおかしい。こんな簡単に濡れてしまうなんて。

「はじめて……」

「どうしました？」

「初めて仕事に行きたくないと思っている」

「……行かなきゃだめですよ、橘部長」

　私が笑うと、宮燈さんは無表情のまま私の腰を抱えて自分の上に乗せた。もう濡れてしまっているそこが触れて恥ずかしい。耐えられなくて腰を揺らすと、宮燈さんが少しだけ笑った。こんな淫らに笑うのは初めて見るかもしれない。

「絶対に声を出すなよ」

　そう言って下からぐいぐいと突き上げてくる。苦しかったけど、潤んでいる私はすぐに慣れて飲み込んでいった。起きたばかりだし体はあちこち痛いのに、また求めてしまう。

　私は声を出さないように我慢しながら、自分の体を上下に揺らした。宮燈さんに教えられた通りに、全身を使って自分が気持ちいいように動く。ぐちゅぐちゅと卑猥な水音が増して、ベッドがぎしぎし音をたてるから、恥ずかしくて気持ち良くてのぼせそうだった。

　私の中でどんどん大きくなっていくから「宮燈さん、気持ちいい？」と聞いてみた。彼はそれには答えずに、半身を起こすと、私の腕を掴んで自分に引き寄せてキスをした。体をぴったり重ねて口の中も犯されて、私はまた何も考えられなくなっていた。

　私の背を支えて、今度は宮燈さんが上になる。

　仕事なんか行かなくていいのに。いつまでも二人きりでこうしていたいのに。

　この世界には私と宮燈さんしかいない。ずっと二人きり。

　声を殺して無言のままに激しく愛欲をぶつけ合って、昇りつめていく。ぎゅっと抱き締めてもらえて嬉しかった。中で脈打つのを感じて気を失いそうになった。あ、だめ、宮燈さんゴムしてない！

　体を離してから、こぼれてベッドを汚さないようにと心配したけど、全部子宮におさまったのか全然垂れてこなかった。

「私、いつか、宮燈さんの赤ちゃん産みたいです」

　その言葉に、私の夫が目を見開いた。表情筋は動いてないのに、頬に朱が差すからびっくりした。それがおかしくて、つい笑っていると宮燈さんは顔を背けた。

「その時は、私も育児休業を取るから」

　それだけ呟いて彼はバスルームへ行ってしまう。残された私は嬉しくて恥ずかしくて、枕に顔をうずめてしばらく悶絶していた……。




　足音がしないように、そーっと自分の部屋に戻った。着替えて、見えてしまう場所にある鬱血痕を隠す。そのひとつひとつにファンデーションをあてるたびに、宮燈さんがここにキスしたんだと確認しているようで恥ずかしくなる。

　シャワーは浴びたけれど、ついさっきまで抱かれていたせいで当然のように体の中に余韻があった。他人の前では見せない、宮燈さんの甘くて優しい表情を思い出す。そして、えっちの時はちょっと意地悪になるところも。

「な、なんか物凄く恥ずかしいよう。変な顔になってないかな」

　鏡の中で何度もチェックして、いつも通りのはずだと言い聞かせた。

　廊下に出ると、大阪での内定者研修で一緒だった三み原はら早さ紀きちゃんと出くわした。総合職は女子が少ないから、貴重な同性の同期だし、なんとなく気が合っていたので連絡先も交換して何度かやり取りもしていた。

「おはよう、早紀ちゃん」

「桜ちゃん、おはよう～！　聞いたよ昨日の事件」

「事件？」

　私が橘部長の部屋にいたことは誰も知らないはず。事件が一体なんのことなのかわからず、ビクビクしていると彼女が笑いながら言った。

「一般職の子にばかって言ったらしいじゃん、ヤバイよそれ」

　早紀ちゃんが言うには、吉岡が二次会で、私に酷いことを言われたと皆に話していたらしい。要約すると「総合職だなんて凄いですねと褒めたのに、ばかと言われた」と。

　早紀ちゃんにはやり取りの全部を話したから「そういうことかあ」とわかってもらえたけれど、多分、これで一般職の子からは敵視されちゃうんだろうなとうんざりした。

　昨夜の二次会的な集まりは結構盛り上がったらしく、そのあとも仲のいい者、気の合う者たちは、誰かの部屋に集まって夜通し飲んだりしたそう。早紀ちゃんも女の子で集まっていたらしい。

「楽しかったよ～。桜ちゃん、懇親会も途中で抜けちゃったもんね。良かったら今度、一緒に飲もうね～」

　私と早紀ちゃんが二人で話しながら朝食を食べていると、あとから食堂に来た女子のグループにあからさまに避けられてしまった。多分、吉岡に面と向かって悪態をついてしまった話は、面白おかしく一般職内定者に伝わっているんだろう。苦笑しながら早紀ちゃんが言った。

「まあ、言動には注意したほうがいいよ。足の引っ張り合いだからさ」

「私、すぐ口が滑るから怖い……。もう誰ともしゃべらないようにする」

「そうだねえ、桜ちゃんは結構正直だよね。この前の研修の時も、ディベートで回答ずれてたやつをコテンパンに論破してたじゃん」

「そんなことした？」

「桜ちゃんは声が可愛いし、話し方が優しいから、冷静に反論されると逆に怖いんだよね。まあ、私はそこが好きだよ」

　早紀ちゃんがにっこり笑ってくれたから、一人でも味方がいるならまあいいかと思うことにした。早紀ちゃんはあとから来た他の女子ともお喋りを始めたから、私は先に部屋に戻ることにした。明日がゼミだから、早めの新幹線で京都に戻って準備をしないといけない。

　中庭を通る時、私は少しだけ歩みを緩めた。昨夜と違って朝陽が降り注ぐその場所は、なぜかキラキラしているような気がした。

　そこで、陽の光を浴びて立っていた宮燈さんは神様みたいに美しかった。

　やっぱり弥勒菩薩かもしれない。拝んでおこう。

　私を見つけた刹那に口角が上がる。宮燈さんが笑った。一瞬だけど。

　その時、自分でもびっくりするくらいに嬉しくなった。私はこの人がとても好きなんだ。笑ってもらえたら、それだけでいい。世界が全部輝いてる！

「橘部長、もう出社されたのかと思ってました」

「またしばらく会えないから、君を待っていた」

「ありがとうございます、嬉しいです。……私は午前中の新幹線で帰ります。何人かは東京で遊んでから帰るみたいですよ」

「君はいいのか？」

「ゼミが忙しいので」

　私がそう言うと、彼が「そうか、頑張りなさい」と無表情で言い、歩き始めたからそれについて行った。

　研修所はロータリーがあるが、そこに社用車が横づけしてあるのが見える。玄関には宮燈さんを迎えに来たのであろう杉岡さんがいて、私を見るなり物凄くいやそうな顔をした。でも、すぐにビジネスライクな顔に戻り、宮燈さんには「おはようございます」と挨拶をし、ついでのように私にも「おはよう」と言ってくれた。

　杉岡さんは何もかも知っている。知っていて見守ってくれている。

　私は嫌われているけど、杉岡さんみたいな存在ってありがたいんだなと思った。

「おはようございます、杉岡さん。いつもありがとうございます。昨日、無事内定をいただきました。これからもよろしくお願いします」

　私がそう言って笑うと、杉岡さんがびっくりしたような顔をして、「あ、ああ。内定おめでとうございます。これからもよろしく」と照れていた。

　面と向かってお礼を言ったことないからかなぁ。おじさんがはにかんでるの、なんか可愛い。

　車が出て行くのを見送って部屋に戻り、私も帰り支度をする。疲れた。異様に疲れた。気疲れした。あと体も痛い。

　帰りの新幹線で眠ってしまった私は、優しい顔で赤ちゃんを抱っこしている宮燈さんの夢を見た。疲れていたはずなのに、目が覚めたらなぜかとっても幸せだった。

　ただ、目覚めたのは新大阪だったので、博多まで行かなくて本当によかったと思った……。





幕間　橘部長の彼女






「林くん、内定式までが採用担当の仕事だからね。頑張って」

　引継ぎの時、前任者からそう言われても、はじめはピンとこなかった。会社説明会を行ったり、面接スケジュールを組んだりするのが採用担当の仕事なのだから、内々定通達で採用活動が終われば、あとは研修担当の仕事だろうと思っていた。

　しかし、内々定通達から内定式までの間に辞退する学生の多さに驚いた。やっとその意味を理解した。学生のグリップがどれだけ大変か。

　もちろん、内定後に辞退する学生もゼロではないが、データの報告をしなければならないのは内定式までなのだ。だから、内定式は心底ほっとする。それは人事部長である橘部長も同じだと思っていた。

　だが、もうすぐ無事内定式を迎えるのに、橘部長の機嫌が悪いような気がする。相変わらず無表情で淡々としているけど、時折、私用のスマホをじっと見ている。株価でもチェックしているのかな。




　僕は内定式の準備で、学生の名札を作っていた。胸につけてもらう名札と、卓上に置くネームプレート。事務補佐の社員さんからそれを受け取り、誤字や漏れがないか名簿と照合しながら（ああ、この子はやんちゃだけど、入社後どこに配属かな？）とか（この子は不安そうだったなあ、大丈夫かな）とか、学生一人ひとりの顔を思い出していた。

　僕にとって、学生はみんな弟や妹みたいな存在。六年目にもなると社会人生活に疲れも出てくるから、初々しい学生と接すると、僕もとても元気をもらえる。『清川桜』の名札を見ながら、（そういえば清川さんも元気な子だよなぁ。研修のディベートでもマイペースで面白かったし）と考えていた。確認していたところに橘部長が通りかかり、ふと歩みを止めて僕の手元を見ている。

「どうしました？」

「いや……準備は滞りないかと思って」

「特に問題ないです。懇親会も斎木さんと打ち合せしながら進めています」

「そうか、ありがとう。懇親会に出席する学生の一覧はあるか？」

「一般職の人数も確定したので、すぐメールで送ります」

「よろしく頼む」

　橘部長が早足に自席に戻るから、僕は一旦、名簿の確認作業の手を止めて、すぐにメールを送った。そのあと、何となく橘部長を見ていたが、特に変わった様子はなかった。ただ、やっぱりしばらく動きが止まっている。何か、引っかかる。




　内定式は短時間とはいえ、役員も出席するからとても緊張する。懇親会まで終わると、本当に肩の荷が下りた気持ちだった。

　例年通り、懇親会のあとで「二次会しましょう」という話になったので、学生数名に近くのコンビニエンスストアまで買い出しに行かせ、食堂の一部を使わせてもらって雑談が始まった。

　上司の愚痴がない飲み会っていいよなあ～僕も七年前はこんなふうにキラキラしてたよなあと思いながら、コーラを飲んでいた。ちなみに僕は下戸でお酒が飲めない。酔いが回るとだいたい恋愛の話になり、一般職内定者の子が「橘部長がカッコイイ！」と盛り上がり始めた。これも去年見た光景だ。そして多分、そろそろ言われるだろう。

「林さん、橘部長も二次会に呼んでもらえませんか？」

　来ると思っていた。十中八九、部長は来ない。そもそも飲み会に参加しているほうがレアケースなのだから。懇親会はあくまで仕事。任意参加の飲み会に来るはずがない。多分もう電源切っているだろうなと思いながら、僕は電話をかけた。

　まだ部屋で仕事中だったのか、繋がってしまった。案の定、若干いやそうな声のトーンで「もう入浴して寝ようかと思っていた」と返された。

　なんとなく、人間らしい部分が想像できない人なので、言ってしまった。

「え、橘部長、お風呂入られたんですか？」

『当たり前だろう、私だって風呂くらい入る』

　あ、まあ、そりゃそうだよな。お風呂イコール裸を想像したのか、女の子がキャーキャー喜んでいる。そのまま話題が下ネタに突入していたので、こっちの会話が聞こえないように、僕は早めに切ってしまおうと思っていた。でも、僕の耳に想像もしなかった音が聞こえた。

『……っ……ん』

　……空耳かな。今、喘ぎ声が聞こえた気がする。

「……橘部長？」

『何かな？』

「……いえー……夜分にお邪魔しました……」

　僕は慌てて電話を切った。

　空耳だ。空耳に違いない。まさかそんなことあるはずがない。

　この施設は、研修棟と宿泊棟が繋がっていて、宿泊棟には研修とは関係なく泊まることができる。保養所みたいなものだ。バブル崩壊の時に、我が社はほとんどの不動産を売ってしまったらしいが、ここだけは残してある。社員なら家族で泊まることもできるが、サービスはビジネスホテル並みだし、休みの日にまで会社関係者に会いたくはないから、僕はプライベートで使ったことはない。

　さっき斎木さんから聞いた、噂の彼女？　橘部長の彼女？

　いやいや、こんな安普請の宿泊所に、彼女を連れ込むとかあり得ない。

　でも、もしその彼女が、もともとここに宿泊している人物だったら……？

　うーん、ますますあり得ないなと思ったから、僕は下ネタに加わらず、ちょっと話題に入りづらそうにしてる学生に話しかけて、入社までの不安や悩みがないか相談にのるという、とても採用担当らしい仕事をすることにした。

　翌朝、ここから本社に出勤するから、僕は早めに朝食をすませた。食堂から宿泊棟へ戻る時に、宿泊棟の玄関へと歩いていく橘部長と清川さんを見つけた。

　橘部長と清川さんは会話しながら歩いている。

　違和感がないことに違和感を覚えた。

　玄関ホールには秘書部の杉岡さんがいて、三人で何か会話をして、清川さんが車を見送って振り返る。

　清川さんはとても可愛い顔で笑っていた。

　最終面接の前に、清川さんに向かって無表情で「可愛い」と言った橘部長。

　京都に住むという噂の彼女。

　同じ歩調で歩いている男女。

　マジか……。

　僕がぼうっと立っていると、僕を見つけた清川さんが「おはようございます！」と笑っていた。彼女から、今後の研修の内容や、出された課題のことなどを聞かれたので、話しながら一緒に宿泊棟へ戻った。動揺していたから、僕はちゃんと答えられたか定かではない。

「ああ、そういえば、昨日のこと、僕も聞いたよ」

　一般職の吉岡さんと揉めたという事件について触れると、清川さんが眉を下げた。「実は、こういう会話で……」と話してくれた内容は、僕が聞いたものとは少しズレていた。橘部長と吉岡さんが一緒にいた状況だったことも知らなかった。

　僕がそう言うと、「ああ！　内緒にしてくださいねえと言われていたのに！」と清川さんが叫んでいた。

「どういう意図かわかんないけど、別に黙ってなくてもいいんじゃないかな。でも清川さんは結構うっかり屋だから、これからは言動に気をつけてね」

「すみません、本当に気をつけます」

　心の底から反省している様子で、清川さんがしょんぼりしている。

「しかし、橘部長は本当にモテるなあ。僕もあんな顔に生まれたかったよ」

「そうですか？　林さんも格好いいですよ。頼れるお兄さんって感じで素敵です」

　笑顔で見上げながらそう言うから、僕はびっくりした。多分、顔が赤くなっているだろう。

「清川さんは本当に言動に気をつけて！」

　僕がそう言うと、彼女は「すみません。気をつけます」と笑っていた。

　ああ、多分、きっと僕の予想は当たっている。だって、彼女、可愛いもん。
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